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Ⅰ.はじめに 

                                                                                     

尐子高齢化が急激に進み、世界的経済危機や東北大震災の影響を受けて、失業者・ホームレス・うつ 

病や自殺者の急増が社会的な問題となる中で、即戦力となる実践力を有する社会福祉士の需要が福祉実 

践現場からますます高まってきているが、最近の学生の全国的動向として、福祉現場に就職しない学生 

が急速に増えてきている。一方、社会福祉士及び介護福祉士法の改正により、2009 年 4月から新カリキ 

ュラムが新たにスタートし、従来の体験型実習から専門職養成としてのソーシャルワーク実習の位置づ 

けが明確化され、実習生へのスーパービジョンや実習マネジメントの必要性が叫ばれ、相談援助実習指 

導の枠組みが形作られてきているが、養成校も実習先の現状も試行錯誤の実態は否めない。 

 実習教育指導の実態調査については、平成 13 年度長寿・子育て・障害者基金福祉等基礎調査「社会

福祉専門職における現場実習の現状とこれからのありかたに関する調査報告書」、平成 14年度「社会福

祉専門職による現場実習教育に関する研究」（厚生労働科学研究費補助金政策科学推進事業）があり、

教員の立場から実習前後のスーパービジョン体制や学生の評価システムについて調査分析してきてい

る。平成 20 年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）「介護保険分野における社

会福祉士養成実習のモデル構築に関する研究」報告書では、介護保険分野における社会福祉士実習の課

題としてケアワーク実習の域を出ていないことや、実習先指導職員の資質の向上が課題として提起され

てきている。また、社団法人日本社会福祉会施設実習指導者研修委員会フォローアップ研究作業部会報

告書「新制度のもとでの相談援助実習の質の向上に関する研究」（平成 21年度社会福祉推進事業費補助

金）では、養成校教員の資質向上が課題であることが指摘されてきている。新カリキュラムは、海外の

ソーシャルワーク教育をモデルとして構築されてきているが、日本の現状に即し、学生の実態に合わせ

た実習指導や、実習施設や機関の強みを活かした実習指導が求められていると考える。実習指導の枠組

みは、実習生・実習先指導職員・利用者・養成校教員の 4者関係から成り立つものであり、現状の実習

指導の実態について、当事者である学生の目線から、実習指導のあり方、特にスーパービジョンやマネ

ジメントのあり方を考察し、日本型ソーシャルワーク実習教育の基盤作りを模索していきたい。 

 本報告書は、2010～2011 年度共同研究「実習先と共に構築するスーパービジョンと実習マネジメント

に関する研究」で行われた研究に基づいている。本報告書作成にあたり、共同研究の企画、計画書作成、

アンケート調査用紙の作成、分析結果の考察については、研究プロジェクトチームで行った。 

 

Ⅱ．研究の概要 

社会福祉士実習教育におけるスーパービジョンについては、前田１・福山２・村井３・坪内４・植田５ら

によって、スーパービジョンの必要性と有効性が明らかにされ、方法としてのスーパービジョンに加え

て過程としてのスーパービジョンの重要性が強調され、社会福祉士実習教育の枠組みが作られてきてい

る。 

植田６（2005）が対人援助におけるスーパービジョンとは、「対人援助を行う施設や機関において、ス

ーパーバイザーによって行われる専門職としての援助者を養成する過程」であると定義している。そし

て、スーパービジョンに求められることは、援助者に対人援助の本質を伝えることであり、それが実践

できるように援助者を支え、育成し、環境を整えていくことであるとして、その機能を支持的機能（援

助者を支える必要性）、教育的機能（援助者を育てる必要性）、管理的機能（組織環境や援助者を管理す 

る必要性）に整理している。植田は、特に支持的機能の意義について述べ、1 つに不安をできるだけ解

消できるように実習生を支えること、2 つに、ジレンマ、抵抗、落ち込みなど様々な実習生の反応を意

味づけ、その反応が、援助者としての成長の過程で生じるものであることを実習生に証明していくこと、

3 つに、さまざまな反応の結果として生じるバーンナウト（燃え尽き症候群）を予防できること、4 つ

に、学生は実習を通して福祉の現場での適性を判断する場合があり、そのことを十分に留意して実習生



を支えることの必要性を説き、実習生の「気づき」を支えるスーパービジョンの重要性を強調し、支持

的機能が教育的機能と管理的機能の基盤になるものであり、それこそが日本のソーシャルワークの歴史

が細やかに培ってきた独自性であると提言している。また、加藤７（2001）は「個人的課題」を抱えた

学生に対する教育支援のあり方として、スーパービジョンの全過程において常に情緒的サポートを意識

することが重要であると虐待体験や被害体験を持つ実習生の事例から明らかにし、加えて実習先・学

生・教員三者で個人的課題を共有するという管理的機能も合わせて必要なことを強調している。 

 前田８（1989）は、日本における実習生のスーパービジョンについては、管理的機能と支持的機能に

ついては、十分理解され、実行されているようであるが、教育的機能の部分については、改善の余地が

あると指摘し、実習生が体験したインシデントについての討議、ロールプレイなどを通して、受容、傾

聴、援助関係、専門職の倫理などのソーシャルワーカーの基本的実践原理の必要性を説いている。 

 荒川９（2003）らは、「社会福祉士実習におけるスーパービジョンの研究：スーパービジョンに対する

学生の満足度に影響を与える要因」について、実習生のスーパービジョンに対する全体的満足度は、ス

ーパーバイザーの支持的関わり、業務内容についての指導、スーパー 

ビジョンの頻度（スーパービジョンの頻度が高く、セッションが長いほど学生が肯定的にスーパービジ

ョンを評価する）が優位な影響を与えているとの調査結果を見出してきている。 

 松﨑１０（2004）らは、現場実習指導者は多忙な日常業務に加え、実習生への指導や受け入れに伴う実

務を行っており、実習施設、養成教育機関ともに困難な課題を背負っている現状を踏まえ、巡回指導時

のカンファレンスによって、実習生が実習の行き詰まりを打開して、利用者の立場にたって実習を展開

する機会となった事例を振り返り、実習先と養成教育機関の連携の大切さを述べている。 

 窪田１１（2007）らは、2005 年度報告書から、学生が実習から学んだ事項を整理し、それが「参与観

察」と若干の援助技術の試行にとどまっていることを明らかにし、ソーシャルワークのスーパービジョ

ンの意義について明確にしている。第一に、実習においても、現場実践においても、その施設・機関の

目的、関連法制、必要な援助技術の理論と実践的な技法を学ぶことである。第 2に、ソーシャルワーク

の仕事は、高度な個別化を必要とし、援助者側の無意識の偏見や利用者側の思い込み、相互の誤解もあ

り得る為、それぞれの事例について複数の視点やコンサルテーションが加えられることが望ましい。第

3 に、ソーシャルワークは他者の生活問題に踏み込んだ相談内容を特徴とし、日々の生活の苦闘、また

人生における思いもかけない危機、複雑な家族関係、犯罪、生活崩壊といった過酷な出来事に遭遇する

ことの多い職業であり、燃え尽き症候群の予防のためにも適切なスーパービジョンは重要である。第 4

にパーソナルな領域において個別人間関係を媒介として提供される援助をめぐって、その客観性と守秘

義務とを保ちつつ、その目標到達と過程の公正さを第三者が見届ける仕組みが必要である。それを担保

するものとして、記録と共にスーパービジョンのシステムが必要となる。窪田は、学生にとっての実習

は、何よりも、利用者（クライエント）の前にはじめて一人で立つという体験であり、そこに大きな不

安と当惑があることを指摘し、実習におけるスーパービジョンのプロセスは、「教える→ささえる→み

とどける」という学生の意欲を育み、支持するスーパービジョンの必要性を強調している。そして、事

前学習での小集団化の取り組みや実習学生へのスーパービジョンを行うツールとしてのコミュニケー

ション・シートの活用を示唆している。コミュニケーション・シートの活用は、実習学生が与えられた

テーマについて話し、生活について考えるきっかけになり、短時間で要点を記述する力を得ることがで

きる効果があると述べている。また、教員もコミュニケーション・シートを通じて学生一人一人につい

て理解を深めるきっかけとなっていくことが示唆されている。 

 米本１２（2008）は、社会福祉士実習指導者テキストにおいて、スーパーバイザー（実習指導者）とス

ーパーバイジー（実習生）双方に実習契約に基づいた相互関係があることを示している。スーパービジ

ョンの機能は、スーパーバイザーは 3つの機能（管理的機能・教育的機能・支持的機能）を果たす役割

があり、一方スーパーバイジーは相談的機能（事前学習を前提にして自己の実習展開から得られる経験



を照合・確認し成果や疑問をスーパービジョンの素材としてスーパーバイザーに提供する義務）を果た

す役割があることを示している。また米本は同テキストにてスーパービジョンの 3つの機能について以

下のように定義している。 

① 管理的機能とは、実習生が入ることによって利用者に不利益を与えないように、また現場の組織が

攪乱されないように組織ルールを徹底することで、利用者、現場、そして実習生を囲む秩序を維持

することである。特に、実習現場の就業規則、専門職倫理、現場における種々の情報や利用者の接

近・記録・開示・守秘のルールなどの徹底が必要である。 

② 教育的機能とは、実習の展開において、実習指導者が実習生に対し、後継者としての専門性のミニ

マムを身につけるよう、価値・知識・技術の側面をアセスメントしつつ、その向上を図ることであ

る。 

③ 支持的機能とは、現場という未知の世界に入り不安と困惑、悩み等を抱える実習生に対して、実習

指導者がサポートを提供し、実習生が実習展開を円滑に行えるように支援することである。 

実習指導は、はじめに実習生のアセスメントが行われ、ついで「読ませる→話す→示す→させてみせ

る→問う」という順番で実習が進められ、最後にその結果を確認する「振り返る・まとめる」の段階に

至り、それによって次の展開のアセスメントが行われる。実習スーパービジョンとは、「アセスメント」

と「振り返る・まとめる」という部分が具体的には実習スーパービジョンに該当すると米本は述べてい

る。 

本研究では、社会福祉士実習生の学生の変容の実態を把握するために、2008 年度から予備

調査として実習後にアンケート調査して、その結果から質問項目を抽出して実習後アンケー

ト用紙を作成し、2009 年～2011 年度３年間にわたり、実習生にアンケート調査を行った。

また、2010 年度においては、本校だけでなく、同じアンケート用紙にて、他大学 2 校につい

ても協力いただき、最近の実習生の実態について把握し、学生数・指導体制や指導内容・実

習先の状況などについて違いがあるが、学生の課題としては、ほぼ同様な結果が得られた。 

さらに、養成校教員にインタヴュー調査と実習先指導職員にグループヒアリング調査を重ね

る中で、実習教育におけるスーパービジョンやマネジメントのあり方について追究してきて

いる。 

本報告では、2009～2010 年度の本校の実習生アンケート結果と三大学のアンケート結果比

較について明らかにし、学生が求めるスーパービジョン像について明らかにする。また、2010

年度に行った養成校のインタヴュー調査によって、養成校教員のスーパービジョンの内容や

実習マネジメントの体制について明らかにする。次に実習先指導者のグループヒアリング調

査によって、実習指導者のスーパービジョンの内容を支持的機能・教育的機能・管理的機能

についてそれぞれ分析して、今後の課題を明確にしながら相談援助実習指導の新たな視座を

構築していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



Ⅲ.実習生アンケート調査結果 

本調査の目的は、相談援助実習の学生の変容の実態を 2009 年度からアンケート調査した結果から分

析し、相談援助におけるスーパービジョンや実習マネジメントのあり方を考察し、新たな視座を開発す

ることである。具体的には、2009 年度～2010 年度の本校実習生のアンケート調査結果と 3 大学のアン

ケート結果の比較から、実習生の実習上生じるストレスや危機の実態と構造について明らかにする。次

に養成校教員及び実習先指導職員のヒアリング調査結果を分析し、学生の実態を踏まえたスーパービジ

ョンやマネジメントのあり方について明らかにし、新たなモデルを構築する。 

実習生のアンケート調査及び養成校インタヴュー調査・実習指導職員のヒアリング調査については、

調査対象に協力依頼文書にて回答の強制を行っていないこと、プライバシーの遵守、得られたデータは

本研究の目的のみに使用することを誓約し、同意書を作成している。 

◆調査期日及び対象 

・2009 年 12 月：Ａ大学（本校）実習生 有効回答 225 名（回収率 100％） 

・2010 年 12 月：Ａ大学（本校）実習生 有効回答 131 名（回収率約 57％） 

        Ｂ大学実習生：有効回答 51 名 

        Ｃ大学実習生：有効回答 11 名 

◆調査項目 

（１）実習に入る前に不安はありましたか？ 

（２）実習期間を予定通りの日程・時間数で終えることができましたか？ 

（３）実習を行った際、このままでは実習は続けられないと思ったことはありましたか？それはどのよ 

うなことでしたか？特にどんなことが大変でしたか？その時誰に相談しましたか？問題は解決 

しましたか？ 

（４）実習巡回指導は役に立ちましたか？ 

（５）実習後に希望する実習の振り返りのプログラムを選んでください。 

（６）実習指導（授業内容及び指導内容）の中で、何が役に立ちましたか？ 

（７）実習先職員または教員のアドバイスや対応で、実習や学習に対するモチベーションが高まった事 

例がありましたら、記入してください。 

（８）実習指導についての意見・要望についてご記入ください。 

（９）実習通じての学びと課題 45項目（資料） 

実習を通じての学びの感想について 31 項目（教員関係７項目、利用者関係８項目、指導職員関係 16

項目）及び自己の到達度 14 項目について、4件法（4とても思う・3尐し思う・2あまり思わない・1全

く思わない）で尋ねた。 

 

１.「実習指導を通じての学びと課題」2009 年度及び 2010 年度データ比較 

「実習を通じての学びと課題」の 45 項目の回答について、重み得点（とても思う＝2・尐し思う＝

1・あまり思わない＝-1・まったく思わない-2）をつけて数値化し、重みの合計（重み得点×回答

件数の総和）の実習先 1箇所目の平均点（未回答を除く、重み得点の平均点）にてレーダーチャー

トを作成し、2009 年度と 2010 年度のデータを比較した。 

 

①教員関係 

表 1 教員関係 

実習を通じて感じたこと（学びと課題） ２００９年 ２０１０年 

教
員
関

係 

1 実習前の教員の事前学習指導は充分だった 0.68  1.13  

2 巡回時の指導教員はよく実習生の話を聞いてくれた 1.42  1.82  



3 巡回時の指導教員のスーパービジョンは適切だった 1.15  1.49  

4 実習先の指導教員と実習内容などの調整をしてくれた 0.76  1.19  

5 実習記録の書き方についてよく指導してくれた 0.66  1.06  

6 実習後の振り返りや実習報告書の作成について丁寧に指導してくれた 1.08  1.32  

7 実習での不安や悩みについてなかなか相談できなかった -0.73  -0.80  

 

 図 1教員関係 2009 年度及び 2010 年度データ比較 

 教員関係では、2008 年度の実習生のアンケート及び実習先施設・機関の指導職員との実習報告会

後の反省会を踏まえて、1事前学習指導、2巡回指導時の実習生の話の傾聴、3巡回指導時のスーパ

ービジョン、4.実習内容の調整、5.実習記録の書き方の指導、6.実習後の振り返りや実習報告書の

作成、7実習での不安や悩みの相談についてなどの項目を作成した。7項目中 6項目が、0.24～0.45

点アップし、全体的に一回り実習指導の内容が向上してきている。特に巡回時の実習生の話の傾聴

については、1.82 と高い得点を示し、実習生が初めての実習現場で、利用者や職員と向き合うとい

う不安と困惑の環境にあることを担当教員がよく理解し、実習生の話を良く聴き、心を支えると共

に、実習内容の調整など適切なスーパービジョンに積極的に努力し、1.49 に上昇してきていること

が示されている。また、記録が書けない、考察が深められない実習生の急増に向けて、巡回指導時

に記録の確認をして、基本的な実習記録の書き方や多角的視点からの考察の深め方などについて具

体的に指導を行って、0.4 アップし 1.06 に上昇し、実習報告書の作成の指導についても 0.24 向上

し、1.32 になってきている。事前学習の指導については、実習先の基礎的な専門知識の低下や職員

との関係悪化、実習生のコミュニケーション力の低下が課題となり、前期実習指導の時間数を増や

し、事例に基づいた討議やロールプレイングの活用が学生の主体的学習のモチベーションを高めた

ようで、0.45 アップし、1.13 に上昇した。総体的にいうと、事前学習指導、実習内容の調整、記

録の書き方については、まだまだ平均点は低く、学生一人一人の個別の状況に合わせた丁寧な指導

が必要であることが伺える。また、巡回時の指導教員の実習生への話の傾聴はよくできているが、

一方で不安や悩みについてなかなか相談できなかった学生も依然存在しており、実習前から、実習

生との信頼関係形成に努め、本音で相談できる関係形成を教員が意識的に取り組んでおく必要性が

あることが示唆された。 

 

 



②利用者関係 

利用者関係についての平均点の差については、2010 年度は「利用者とのコミュニケーションが取

れた」が 1.14（-0.1）、「利用者との信頼関係が構築できた」0.41（-0.16）、利用者と家族の関係・

利用者の家族が抱える課題が理解できた」0.35（-0.02）、「利用者に積極的な関われなかった」-0.38

（-0.09）がやや低下してきている。利用者関係で上昇しているのは、「利用者とのニーズ把握から

個別支援計画の作成につなげることができた」0.32（+0.05）、「利用者との関係形成について社会

福祉士としての遣り甲斐を実感できた」0.84（+0.16）、「利用者の抱える生活課題について強いス

トレスを受けた」-0.99（+0.42）、「利用者の暴力や暴言等の対応が困難だった」-1.12（+0.42）だ

った。社会福祉士としての遣り甲斐が実感できた実習生は、2009 年に比べればやや増えてきている

が、総体的には平均点は 0.84 と低く、実数としては、「とても思う 41 名（約 32％）、尐し思う 61

名（約 47％）」であり、否定的な評価である「あまり思わない 19名（約 15％）、全く思わない 8名

（約 6％）」である。全体として、実習生の利用者への関わりの積極性や信頼関係の構築の平均点が

低く、その背景としてコミュニケーション能力の低下が推測された。また、利用者のニーズ把握の

弱さや、利用者と家族の関係、利用者の家族が抱える課題についての理解が弱いことが示された。 

 

表 2 利用者関係 

実習を通じて感じたこと（学びと課題） ２００９年 ２０１０年 

利
用
者
関
係 

8 利用者とのコミュニケーションが取れた 1.24  1.14  

9 利用者との信頼関係が構築できた 0.57  0.41  

10 利用者とのニーズ把握から個別支援計画作成につなげることができた -0.37  -0.32  

11 利用者と家族の関係、利用者の家族が抱える課題が理解できた 0.37  0.35  

12 利用者との関係形成について社会福祉士としての遣り甲斐を実感できた 0.68  0.84  

13 利用者に積極的に関われなかった -0.47  -0.38  

14 利用者が抱える生活課題(例えば DV･虐待・死など)について強いストレスを受けた。 -0.57  -0.99  

15 利用者の暴力や暴言などの対応(ボディタッチなども含む)が困難だった -0.70  -1.12  

 

図 2 利用者関係 2009 年度及び 2010 年度データ比較 



③指導職員関係 

実習先の指導職員関係については、全体的に平均点が高くレーダーチャートが外側に大きく開い

ている。「相談業務の実際や社会福祉士の役割について良く理解できた」0.81（+0.1）、「実習先の

指導職員は定期的に振り返りをしてくれた」1.09（+0.17）、「実習先の指導職員は実習ノートに良

くコメントしてくれた」1.32（+0.05）、「実習先の実習生の受け入れ体制が良かった」1.02（+0.01）、 

「実習先の多職種連携などのチームアプローチについて学ぶことができた」0.91（+0.11）、実習先

における連携やネットワーキングの意義について理解できた」0.81（+0.04）、「実習先で自分の居

場所がなかった」-0.84（+0.23）、「指導職員は多忙でなかなか指導してくれなかった」-0.66（+0.13）、

「実習先の職員に一方的に否定されてやる気を失った」-1.46（+0.13）、「実習先の職員の態度や利

用者の対応について問題があると感じた」-0.91（+0.32）と 2009 年に比べてやや上昇している。

新制度に移行する過程で、実習指導者講習会が義務化され、指導職員の意識が変わり、実習内容と

して、相談員業務がしっかり位置づけられ、多職種連携のチームアプローチやネットワーキングに

ついての学びが高まってきていることが明確になった。また、指導職員が定期的に振り返りをし、

実習ノートに良くコメントしてもらうことで適切なスーパービジョンが実施され、社会福祉士の役

割の理解につながっていることが示された。さらに、実習生の心理的サポートとしての居場所の確

保、厳しい指導としての一方的否定がやや改善され、否定的評価の実数は「とても思う 3名（2％）、

尐し思う 12 名（9％）、あまり思わない 23 名（18％）、全く思わない 93 名（71％）」となってきて

いる。また、指導職員は、多忙な相談業務の過程にありながらも実習生の指導に心を砕いている様

子が実習記録の丁寧なコメントに表われていた。 

 指導職員関係でやや低下してきているのは、「実習内容がケアワーク中心だった」-0.13（-0.03）、

「実習先の指導職員との関係形成は良好だった」1.13（-0.05）、「実習中、実習先の指導職員によ

く報告・連絡・相談ができた」0.85（-0.01）、「実習先の経営・サービスの管理運営の実際につい

て学ぶことができた」0.20（-0.24）、「実習先の職場の雰囲気は良かった」1.38（-0.01）、「実習先

の地域社会への働きかけとしてのアウトリーチ、社会資源の活用・調整・開発などの重要性が理解

できた」0.70（-0.12）という項目だった。 

 

表 3 指導職員関係 

実習を通じて感じたこと（学びと課題） ２００９年 ２０１０年 

指
導
職
員
関
係 

16 相談援助業務の実際や社会福祉士の役割についてよく理解できた 0.71  0.81  

17 実習内容がケアワーク中心だった -0.16  -0.13  

18 実習先の指導職員との関係形成は良好だった 1.18  1.13  

19 実習中、実習先の指導職員によく報告・連絡・相談ができた 0.86  0.85  

20 実習先の指導職員は定期的に振り返りをしてくれた 0.92  1.09  

21 実習先の指導職員は実習ノートによくコメントをしてくれた 1.27  1.32  

22 実習先の職場の職員の雰囲気は良かった 1.39  1.38  

23 実習先の実習生の受入体制（机・椅子・休憩場所などの物理的環境）が良かった 1.01  1.02  

24 実習先の多職種連携などのチームｱﾌﾟﾛｰﾁについて学ぶことができた 0.80  0.91  

25 実習先の経営・サービスの管理運営の実際について学ぶことができた 0.44  0.20  

26 
実習先の地域社会への働きかけとしてのアウトリーチ、社会資源の活用･調整･開

発などの重要性が理解できた 0.82  0.70  

27 実習先における地域における連携やネットワーキングの意義について理解できた 0.77  0.81  

28 実習先で自分の居場所（心理的な意味で）がなかった -0.61  -0.84  



29 指導職員は多忙でなかなか指導してくれなかった -0.53  -0.66  

30 実習先の職員に一方的に否定されてやる気を失った -1.33  -1.46  

31 実習先の職員の態度や利用者の対応について問題があると感じた -0.59  -0.91  

図

図 3 指導職員関係 2009 年度及び 2010 年度データ比較 

 

指導職員関係でやや低下してきているのは、「実習内容がケアワーク中心だった」-0.13（-0.03）、

「実習先の指導職員との関係形成は良好だった」1.13（-0.05）、「実習中、実習先の指導職員によ

く報告・連絡・相談ができた」0.85（-0.01）、「実習先の経営・サービスの管理運営の実際につい

て学ぶことができた」0.20（-0.24）、「実習先の職場の雰囲気は良かった」1.38（-0.01）、「実習先

の地域社会への働きかけとしてのアウトリーチ、社会資源の活用・調整・開発などの重要性が理解

できた」0.70（-0.12）という項目だった。「実習内容がケアワーク中心だった」についての実数は、

「とても思う 21名（16％）、尐し思う 39 名（30％）、あまり思わない 40名（31％）、全く思わない

29 名（23％）」であり、ケアワーク中心の実習内容は「とても思う・尐し思う」を合わせると 46％

であり、依然多いことが明らかになった。しかし、ケアワーク中心であったとしてもアウトリーチ

や社会資源の活用・調整・開発、運営管理などの理解が深まれば、社会福祉士の専門性の理解が深

まることが期待できる。また、「実習先の指導職員との関係形成が良好だった」の実数は「とても

思う 52 名（40％）、尐し思う 62 名（48％）、あまり思わない 13 名（10％）、全く思わない 3名（2％）」

だった。指導職員との関係形成で否定的な印象を持っているのは、「あまり思わない、全く思わな

い」の約 12％であり、指導職員への報告・連絡・相談ができた実数「とても思う 45名（34％）、尐

し思う 57名（44％）、あまり思わない 22名（17％）、全く思わない 7名（5％）」の否定的評価をし

た「あまり思わない、全く思わない」22％の実習生の存在を考えると、実習生の主体性の問題が大

いに影響していることが推測された。 



④自己の到達度 

自己の到達度については、否定的な質問項目があり、多尐見にくいレーダーチャートになってい

るが、2010 年度は全体にやや上昇し外側に開く結果となった。2010 年度平均点が上昇したのは、「実

習中健康管理がしっかりできた」1.24（+0.15）、「実習中は精神的に安定してた」0.52（+0.05）、「実

習中はストレスを感じて心身の不調が続いた」-0.94（+0.26）、「実習ノートを書くのがとても負担

だった」0.70（+0.45）、「実習を通じて社会福祉現場への魅力を感じることができた」1.11（+0.01）、

福祉現場の給料など待遇・労働環境の悪さを感じて嫌になった」-0.6（+0.26）、実習後。社会福祉

士として将来働く意欲がわいた」0.83（+0.07）という結果だった。 

 

表 4 自己の到達度 

実習を通じて感じたこと（学びと課題） ２００９年 ２０１０年 

自
己
の
到
達
度 

32 実習中健康管理がしっかりできた 1.09  1.24  

33 実習中は精神的に安定してた 0.47  0.52  

34 実習中はストレスを感じて心身の不調が続いた -0.68  -0.94  

35 実習ノートの記録は考察を深めて記録できた 0.45  0.37  

36 実習ノートを書くのがとても負担だった 1.15  0.70  

37 実習後、事後学習で他学生と多角的に振り返り学習での学びを共有できた 0.95  0.93  

38 実習を通じて友達や仲間の大切さを実感することができた 1.20  1.31  

39 実習を通じ社会福祉士の価値や倫理を学ぶことができた 1.04  0.97  

40 自分自身の実践･学習･研究の目的が明確になった 0.88  0.81  

41 実習を通じて社会福祉現場への魅力を感じることができた 1.10  1.11  

42 福祉現場の給料など待遇・労働環境の悪さを感じて嫌になった -0.34  -0.60  

43 実習後、理想の社会福祉士をイメージできた 0.41  0.41  

44 実習後、社会福祉士として将来働く意欲がわいた 0.76  0.83  

45 実習を通じ、専門性や人間性を高めることができた 1.08  1.00  

 

図 4 自己の到達度 2009 年度及び 2010 年度データ比較 

 2009 年度より顕著に平均点が上昇したのは、記録を書くことについての負担感が低下してきてい

ることであり、事前学習で記録の書き方の指導に重点を置いたことや、巡回指導での具体的な指導



が効果をもたらしていると考えられる。「実習中ストレスを感じて心身の不調が続いた」実習生の

実数は、「とても思う 6 名（5％）、尐し思う 22 名（17％）、あまり思わない 49 名（37％）、全く思

わない 54名（41％）」で、心身の不調が続いた大変だった学生（「とても思う・尐し思う」）は 22％

である。「実習後将来社会福祉士として働く意欲がわいた」学生の実数は、「とても思う38名（29％）、

尐し思う 64 名（49％）、あまり思わない 27 名（21％）、全く思わない 2 名（1％）」である。肯定的

評価をした学生はよいが、否定的評価をした「あまり思わない、全く思わない」22％存在すること

が、かなり深刻な問題であるといえる。「実習を通じて社会福祉現場への魅力を感じることができ

た」の項目の実数は、「とても思う55名（42％）、尐し思う58名（44％）、あまり思わない14名（11％）、

全く思わない 4名（3％）」であり、「あまり思わない、全く思わない」の否定的評価をした学生は、

全体の 14％であり、実習での魅力と働く意欲とは、すぐに直結しないことが伺えた。 

 2010 年度やや低下してきているのは、「実習ノートの記録は考察を深めて記録できた」0.37

（-0.08）、「実習後事後学習で他学生と多角的に振り返り学習での学びを共有できた」0.93（-0.02）、 

「実習を通じ社会福祉の価値や倫理を学ぶことができた」0.97（-0.07）、「自分自身の実践・学習・

研究の目的が明確になった」0.81（-0.07）であった。2010 年度は、実習前事前学習の授業時間を

を増やした為に、実習後の振り返りの授業時間が尐なくなり、学びの共有が低下したと考えられる。

そして社会福祉の価値や倫理の理解・自己覚知などの個別指導の充実が課題であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２.2010 年度の三大学比較 

 

１）三大学の特徴 

Ａ大学：社会福祉の単科大学。学生数多く、実習生全員が社会福祉士資格取得を目指している。実習先

は、卒業生の指導者が多く、実習指導に熱心であり、大変協力的である。 

Ｂ大学：地域福祉を基盤として意欲的な実習指導を展開。地方でもあり、実習施設が遠隔地に散在し、

連携がなかなか難しい。 

Ｃ大学：尐人数制教育をめざし、アットホームな雰囲気。実習先職員との連携が良く、実習先の指導内

容も充実している。 

大学名 教員体制 学生数（定員） 実習期間 形態 配属実習先 実習時期

A大 専任7名・非常勤7名 230名 180時間 集中・分散 １カ所+２カ所 8～10月

Ｂ大 専任16名 60名
180時間以上（概ね24
日間）

集中 １カ所
8～9月
夏休み

Ｃ大 専任10名 60名 180時間 集中 １カ所＋２カ所
8～9月
夏休み  

 

２）三大学の比較 

１）教員関係三大学の比較 

「実習を通じての学びと課題」の 45 項目の回答について、重み得点（とても思う＝2・尐し思う＝

1・あまり思わない＝-1・まったく思わない-2）をつけて数値化し、重みの合計（重み得点×回答

件数の総和）の平均点（未回答を除く、重み得点の平均点）にて 3大学のレーダーチャートを作成

し、実習生の傾向を比較した。 

表 5 教員関係 

Ａ大学 Ｂ大学 Ｃ大学

1 実習前の職員の事前学習指導は充分だった 1.13 0.22 1.09
2 巡回時の指導教員はよく実習生の話を聞いてくれた 1.82 1.00 1.55
3 巡回時の指導教員のスーパービジョンは適切だった 1.49 0.56 1.45
4 実習先の指導職員と実習内容などの調整をしてくれた 1.19 0.44 1.18
5 実習記録の書き方についてよく指導してくれた 1.06 -0.02 0.82
6 実習後の振り返りや実習報告書の作成について丁寧に指導してくれた 1.32 0.12 0.36

7 実習での不安や悩みについてなかなか相談できなかった
-0.80 0.00 0.18

実習を通じて感じたこと（学びと課題）

教

員

関
係

 

教員関係では、Ａ大学が外側に位置し、「巡回時の指導教員はよく実習生の話を聞いてくれた」1.82、

「実習記録の書き方についてよく指導してくれた」1.06、「実習後の振り返りや実習報告書の作成につ

いて丁寧に指導してくれた」1.32、「実習での不安や悩みについてなかなか相談できなかった」-0.82

と平均点が高かった。Ｃ大学は、「巡回時の指導教員はよく実習生の話を聞いてくれた」1.55、「実習

記録の書き方についてよく指導してくれた」0.82、「実習後の振り返りや実習報告書の作成について丁

寧に指導してくれた」0.36 とやや下側に位置し、「実習での不安や悩みについてなかなか相談できなか

った」0.18 と平均点が高かった。Ｂ大学は、5年目の新設校であり、全体に内側に位置し、事前学習の

充実、巡回時のスーパービジョンや実習内容の調整、記録の指導、実習後の振り返りと実習報告書の作

成の指導、実習についての不安や悩みの把握について課題があることが把握できた。 



 

図 5 教員関係三大学比較 

 

３）利用者関係三大学比較 

利用者関係では、Ｃ大学が大きく外側に位置し、次にＡ大学、一番内側にＣ大学位置している。Ａ大

学とＢ大学の曲線の形は、ほぼ同じで、「利用者とのニーズ把握から個別支援計画作成につなげること

ができた」Ａ大学-0.32・Ｂ大学-0.39、「利用者と家族の関係、利用者の家族が抱える課題が理解でき

た」Ａ大学 0.4・Ｂ大学 0.12、「利用者が抱える生活課題について強いストレスを受けた」Ａ大学-0.90・

Ｂ大学-0.88、「利用者の暴力や暴言等の対応が困難だった」Ａ大学-1.13・Ｂ大学-0.90 だった。つま

り、ニーズ把握・個別支援計画の作成、家族関係の理解については、いづれも弱く、利用者の暴言や暴

力、生活課題のストレスについては、あまり感じずに実習をこなすことができたことが伺える。Ｃ大学

では、「利用者とのニーズ把握から個別支援計画作成につなげることができた」0.64、「利用者と家族

の関係、利用者の家族が抱える課題が理解できた」0.91、「利用者が抱える生活課題について強いスト

レスを受けた」0.09、「利用者の暴力や暴言等の対応が困難だった」-0.64 の数値も他の 2校に比べて

高いことが特徴である。「利用者との関係形成について社会福祉の遣り甲斐が実感できた」については、

Ａ・Ｃ大学共に 0.91 である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 6 利用者関係 

A大学 B大学 C大学

8 利用者とのコミュニケーションが取れた
1.09 1.06 1.09

9 利用者との信頼関係が構築できた
0.43 0.21 0.36

10 利用者とのニーズ把握から個別支援計画作成につなげることができた
-0.32 -0.39 0.64

11 利用者と家族の関係、利用者の家族が抱える課題が理解できた
0.40 0.12 0.91

12 利用者との関係形成について社会福祉士としての遣り甲斐を実感できた
0.91 0.51 0.91

13 利用者に積極的に関われなかった
-0.33 -0.23 -0.45

14
利用者が抱える生活課題(例えばDV･虐待・死など)について強いストレスを
受けた。

-0.90 -0.88 0.09

15 利用者の暴力や暴言などの対応(ボディタッチなども含む)が困難だった
-1.13 -0.90 -0.64

実習を通じて感じたこと（学びと課題）

利
用
者
関
係

 

  

図６ 利用者関係三大学比較 

 

４）指導職員関係三大学比較 

指導職員関係については、ほぼ 3大学共に同じ形であるが、一番外側にＣ大学が位置し、

Ａ大学、Ｃ大学が順に内側に位置している。Ｃ大学の特徴は、「相談業務の実際や社会福祉

士の役割について良く理解できた」1.18、「実習先の指導職員との関係形成が良好だった」

1.45、「実習中実習先の指導職員によく報告・連絡・相談ができた」1.45、「実習先の指導

職員は定期的に振り返りをしてくれた」1.09、「実習先の指導職員は実習ノートに良くコメントし

てくれた」1.64、「実習先の職場の職員の雰囲気は良かった」1.36、「実習先の多職種連携などの

チームアプローチについて学ぶことができた」1.00、「実習先の経営・サービスの管理運営の実際

について学ぶことができた」0.73、「実習先の地域社会への働きかけとしてのアウトリーチ、社会



資源の活用・調整・開発などの重要性が理解できた」0.82、「実習先における連携やネットワーキ

ングの意義について理解できた」1.00 の平均点が大変高いことが明らかになった。 

表７ 指導職員関係三大学比較 

Ａ大学 B大学 C大学

16 相談援助業務の実際や社会福祉士の役割についてよく理解できた 0.86 0.71 1.18
17 実習内容がケアワーク中心だった -0.06 -0.48 -0.45
18 実習先の指導職員との関係形成は良好だった 1.17 1.17 1.45
19 実習中、実習先の指導職員によく報告・連絡・相談ができた 0.90 0.69 1.18
20 実習先の指導職員は定期的に振り返りをしてくれた 1.06 0.69 1.09
21 実習先の指導職員は実習ノートによくコメントをしてくれた 1.39 1.29 1.64
22 実習先の職場の職員の雰囲気は良かった 1.43 1.16 1.64

23
実習先の実習生の受入体制（机・椅子・休憩場所などの物理的環境）が良

かった 1.10 0.61 1.36

24
実習先の多職種連携などのチームｱﾌﾟﾛｰﾁについて学ぶことができた

0.96 0.77 1.00

25
実習先の経営・サービスの管理運営の実際について学ぶことができた

0.31 0.44 0.73

26
実習先の地域社会への働きかけとしてのアウトリーチ、社会資源の活用･調
整･開発などの重要性が理解できた 0.77 0.62 0.82

27
実習先における地域における連携やネットワーキングの意義について理解で
きた 0.82 0.55 1.00

28 実習先で自分の居場所（心理的な意味で）がなかった -0.85 -0.70 0.09
29 指導職員は多忙でなかなか指導してくれなかった -0.68 -0.35 -0.55
30 実習先の職員に一方的に否定されてやる気を失った -1.50 -1.56 -1.27
31 実習先の職員の態度や利用者の対応について問題があると感じた -0.93 -0.62 -0.82

実習を通じて感じたこと（学びと課題）

指
導

職
員
関
係
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このことからＣ大学では、実習指導者との関係形成も良好で、実習生自身の報告・連絡・相談な

どの主体姿勢も確立していることが示された。指導職員の定期的な振り返りや実習記録のコメント

もよくされ、実習内容がソーシャルワーク実習の内容として質が高いことが示され、相談業務の実

際や社会福祉士の役割について良く理解できていることが伺えた。ただ、一方で「実習先で自分の

居場所がなかった」0.09 と、他校より高く、より多くを学んでいるが、一方で葛藤やジレンマも大

いにあったことが推測される。 

Ｂ大学は、「実習内容がケアワーク中心だった」-0.06 という数値は高いが全体にＣ大学の内側に位置

し、「実習先で自分の居場所がなかった」-0.85 で職員との関係を良好に保ち、相談業務の実際や社会福

祉士としての役割について学んでいることが示された。Ｂ大学は全体に内側に位置し、特に「実習先で

自分の居場所がなかった」-0.70、「指導職員は多忙で指導してくれなかった」-0.35、「実習先の職員の

態度や利用者の対応について問題があると感じた」-0.62 が 3 大学の中で一番低く、巡回指導時などに

適切なスーパービジョンや介入が必要であることが示唆された。 

 

 

 

 

図７指導職員関係 3大学比較 

 



５）自己の到達度三大学比較 

自己の到達度では、Ａ大学の内側にＢ大学が位置し、ほぼ似たような形をしている。Ａ大学は「実習

中は精神的に安定してた」0.63、「実習を通じて友達や仲間の大切さを実感することができた」1.37、

「実習を通じて社会福祉現場の魅力を感じることができた」1.17、「実習後、理想の社会福祉士がイメ

ージできた」、「実習後、社会福祉士として将来働く意欲がわいた」0.91 が 3 大学の中で平均点が最上

位だった。Ｂ大学は、「実習中健康管理がしっかりできた」1.35 と最上位だったが、「実習ノートを書

くのが負担だった」0.49、「実習後事後学習で他学生と多角的に振り返り学習での学びを共有でき

た」1.00、「実習を通じ社会福祉の価値や倫理を学ぶことができた」0.92、「自分自身の実践・学習・

研究の目的が明確になった」0.36 が３校の中で最も低かった。 

 Ｃ大学は、「実習中はストレスを感じて心身の不調が続いた」-0.73、「実習ノートを書くのがとて

も負担だった」1.27、「福祉現場の給料など待遇・労働環境の悪さを感じて嫌になった」0.00 と 3校の

中では一番ストレスを感じた度合いが強かったが、「実習後事後学習で他学生と多角的に振り返り学

習での学びを共有できた」1.00、「実習を通じ社会福祉の価値や倫理を学ぶことができた」1.36、「自

分自身の実践・学習・研究の目的が明確になった」1.09、「実習を通じて、専門性や人間性を高めるこ

とができた」1.36 が３校の中で最上位を示した。「実習後、社会福祉士として将来働く意欲がわいた」

について、３大学の総数は、とても思う 50名（26％）、尐し思う 93名（49％）、あまり思わない 43

名 （22％）、あまり思わない 5名（2％）だった。        

表８ 自己の到達度 

Ａ大学 Ｂ大学 Ｃ大学

32 実習中健康管理がしっかりできた 1.21 1.35 0.55
33 実習中は精神的に安定してた 0.63 0.51 0.09
34 実習中はストレスを感じて心身の不調が続いた -0.91 -0.90 -0.73
35 実習ノートの記録は考察を深めて記録できた 0.50 0.42 0.64
36 実習ノートを書くのがとても負担だった 0.66 0.49 1.27
37 実習後、事後学習で他学生と多角的に振り返り学習での学びを共有できた 1.02 0.74 1.00
38 実習を通じて友達や仲間の大切さを実感することができた 1.37 1.00 0.82
39 実習を通じ社会福祉士の価値や倫理を学ぶことができた 1.05 0.92 1.36
40 自分自身の実践･学習･研究の目的が明確になった 0.95 0.36 1.09
41 実習を通じて社会福祉現場への魅力を感じることができた 1.17 0.80 0.45
42 福祉現場の給料など待遇・労働環境の悪さを感じて嫌になった -0.67 -0.28 0.00
43 実習後、理想の社会福祉士をイメージできた 0.55 0.38 0.45
44 実習後、社会福祉士として将来働く意欲がわいた 0.91 0.60 0.36
45 実習を通じ、専門性や人間性を高めることができた 1.06 1.01 1.36

実習を通じて感じたこと（学びと課題）

自

己
の

到

達
度

 

 



 

図８ 自己の到達度三大学比較 

「将来社会福祉士として働く意欲」がわいたという項目と相関のある項目は以下の通りである。 

教員関係では、事前学習の強化、実習内容の調整・事前学習での記録の書き方の指導の向上が求められ

ていることが示唆された。 

実習指導職員関係では、かなり実習生の受け入れについてご配慮いただいているが、スーパーバイザ

ーとスーパーバイジーという職員との関係形成が基盤であり、定期的な振り返りや実習記録へのコメン

トが学生の学習への動機づけとなっていることが示された。実習内容は相談業務の内容であり、社会福

祉士の役割やその意義について理解し、自ら考え行動できるソーシャルワーカーの養成が課題となって

いる。具体的には、ニーズ把握から個別支援計画の作成、家族の抱える課題の理解、相談業務の実際、

多職種連携とチームアプローチ、経営と運営管理、アウトリーチと社会資源の活用、連携とネットワー

キングなどについてしっかり学ぶと社会福祉士としての主体的モチベーションが大きく高まることが

アンケート結果から得られた。そして、図３の竹内分析より、「利用者の暴力や暴言等の対応が困難」

だったり、「利用者の生活課題にストレス」感じて実習が続けられない、実習先で自分の居場所がない、

心身の不調が続いた」などということに陥ったとしても、実習先の指導職員・担当教員・実習生の仲間

に支えられて、危機を乗り越え、より多くの学びをして実習を通じて社会福祉への魅力を感じ、社会福

祉士として働く意欲がわいていることが明らかになった。特に「実習を続けられないと思ったことがな

い」Ａグループより、「問題があったが相談などして解決したＢグループ」の方が「実習を通じて友達

や仲間大切さを実感することができた」、「実習を通じて社会福祉現場の魅力を感じた」、「実習を通

じて、専門性や人間性を高めることができた」の自己到達度が高く示されていることが興味深い。また、

社会福祉士として働く意欲がわいた学生は、実習指導職員・教員への報告・連絡・相談がよくでき、不

安や悩みについて率直に相談することができていた。実習前の事前学習で、実習先指導職員と実習生と



の関係形成について、スーパーバイザーの役割について指導し、スーパーバイジーの役割の意味を丁寧

に指導していく必要がある。その為には、まず教員と学生の信頼関係の構築が課題といえる。 

 

「将来社会福祉士として働く意欲」がわいたという項目と相関のある項目 ※図２参照 

◆教員関係 

・実習前の教員の事前学習の指導は充分だった 

・実習先の指導職員と実習内容の調整をしてくれた 

・実習記録の書き方についてよく指導してくれた 

 

◆実習先指導職員 

・利用者とのニーズ把握から個別支援計画作成につなげることができた 

・利用者と家族の関係、利用者の家族が抱える課題が理解できた 

・相談業務の実際や社会福祉士の役割について良く理解できた 

・利用者との関係形成について社会福祉士としての遣り甲斐を実感できた 

・▼利用者に積極的な関われなかった 

・相談業務の実際や社会福祉士の役割について良く理解できた 

・実習先の指導職員との関係形成が良好だった 

・実習先の指導職員は定期的に振り返りをしてくれた 

・実習先の指導職員は実習ノートに良くコメントしてくれた 

・実習先の職場の職員の雰囲気が良かった 

・実習先の実習生の受け入れ体制が良かった 

・実習先の多職種連携などのチームアプローチについて学ぶことができた 

・実習先の経営・サービスの管理運営の実際について学ぶことができた 

・実習先の地域社会への働きかけとしてのアウトリーチ、社会資源の活用・調整・開発などの重要性が

理解できた 

・実習先における連携やネットワーキングの意義について理解できた 

 

◆学生の課題 

・▼実習での不安や悩みについてなかなか相談できなかった 

・▼実習先で自分の居場所がなかった 

・▼実習先の職員に一方的に否定されてやる気を失った 

・▼実習先の職員の態度や利用者の対応について問題があると感じた 

・実習中は精神的に安定していた 

・実習ノートの記録は考察を深めて記録できた 

・実習中実習先の指導職員によく報告・連絡・相談ができた 

・実習後事後学習で他学生と多角的に振り返り学習での学びを共有できた 

・実習を通じて友達や仲間の大切さを実感することができた 

・実習を通じ社会福祉の価値や倫理を学ぶことができた 

・自分自身の実践・学習・研究の目的が明確になった 

・▼福祉現場の給料など待遇・労働環境の悪さを感じて嫌になった 

・実習後、理想の社会福祉士がイメージできた 

・実習を通じて、専門性や人間性を高めることができた 

 



６）このままでは実習が続けられないと思ったことがありましたか？ 

「このままでは実習が続けられないことがあった」学生は 15名、「尐しあった」学生 25 名、「あま

りなかった」学生は 23名だった。大変だったことの理由としては、第 1位自分自身のこと 25名、第 2

位指導職員との関係 17名、第 3位利用者との関係 14 名、第 4位業務内容そのもので 10 名だったが、

その他が 20 名あり、どのような内容なのか気になるところである。Ａ大学では、最も多いのが自分自

身のことであり、心や身体の問題を挙げ、自分自身の主体性の無さや精神的不安定さを課題としている

学生が多いことが示された。第 2位は業務内容そのものが大変だったと指摘し、将来の職業に向かない

と考えてしまったり、現場の深刻な実態に遭遇して深い葛藤に陥る学生もいた。第３位は指導者との関

係悪化であり、第4位は利用者の暴言や暴力の対応や積極的に利用者と関われない問題が示されていた。

Ｂ大学では、第 1位が利用者関係 6名で、第 2位が指導者関係 5名であり、利用者や指導職員とのコミ

ュニケーションや関係形成が問題として指摘され、特に心身の不調を強く訴える学生はいなかった。Ｃ

大学では、実習指導者との関係 2名、自分自身のこと 2名、利用者のこと 1名だった。 

 

図９ 実習が続けられないと思ったことがありますか？ 

 

表９ 実習が続けられないと思ったこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学名 Ａ大 Ｂ大 Ｃ大 合計 

1.あった 13 0 2 15 

2.尐しあった 19 4 2 25 

3.あまりなかった 17 5 1 23 

4.なかった 120 70 5 195 

未回答 6 7 1 14 

合計 175 86 11 272 



７）「特にどんなことが大変だったか」の具体的内容 

資料に示した通り、ＫＪ法にて 5 名の教員で分析した所、実習先の課題、学生の課題、大学の課題に

大別できた。 

 

ａ．実習先の課題 

実習先の課題としては、①職員との関係作りの難しさ、②利用者との関係作り、③実習内容、④指 

導内容、⑤指導体制、⑥実習マネジメント、⑦サービス内容が抽出された。 

① 職員との関係作りの難しさ 

② 職員との関係作りでは、「実習指導職員（スーパーバイザー）との関係作りが難しかった」や職員

同士の雰囲気、空気の悪さが指摘され、「やりにくくてしようがなかった」と身の置き場がなかっ

たことが率直に指摘されている。 

③ 利用者との関係作り 

利用者との関係作りでは、発語のあまりない重症心身障害者とのコミュニケーションや距離感、利

用者の想いの汲み取り、介入の仕方や関係作りの難しさが示された。 

表 10 大変なことが「あった、尐しあった、あまりなかった」を選んだ理由 

大学名 Ａ大 Ｂ大 Ｃ大 合計 

1.指導者の関係 10 5 2 17 

2.利用者の関係 7 6 1 14 

3.家族・友人との関係 0 1 0 1 

4.自分自身のこと 22 1 2 25 

5.事故や怪我のこと 0 0 0 0 

6.業務そのもの 10 0 0 10 

7.その他 15 3 2 20 

合計 64 16 7 87 

 
図 10 実習中、大変だったことの理由 

 

④実習内容が問題 

「観察ばかりで足が痛くなった」、「雑務ばかり、デスクワークばかり」、「やることがない、何

をしてよいかわからない」、「保育実習？生活援助中心のケアワークだった」など、やることが無

く観察ばかりでは充実感が半減してしまうことが明確に指摘されていた。観察や雑務の意味、ケア



ワークの意義を踏まえて相談業務に踏み込んだ内容を学びたいとの意向が強く、「病院、施設など

で他機関との調整、家族との調整などの業務はさせてもらえなかった」と残念な気持ちが文脈から

理解できた。 

⑤指導内容が問題 

実習生は、「やめればいいのに」と厳しく言われ、とても落ち込んだ様子が推測された。またいろ

いろな職員に異なる意見、アドバイスをもらって戸惑い、「どれが正しいのかわからない」と雁字

搦めになっている様子が伺えた。また、「社会福祉の専門性がわからない」と実習生自身が大変苦

悩している実態が把握された。 

⑥指導体制が不十分 

毎日指導職員が違い、実習生への指導内容・方法が異なり、否定されることも多く、「辛かった」

と素直に気持ちが表現されていた。また、現場職員の指示にズレがあり、待機していたら、「何を

しているの？？」と怒り気味だったとのこと。 

⑦実習マネジメントの問題 

長期分散の実習で、実習時間が足らなくなるのではないかと不安が募って落ち込んでしまったこと

や、休憩時間が無く自分の時間がなかったこと、空き時間をどう過ごしてよいかわからなかったな

ど学生の身の置き場もない様子が抽出された。 

⑧サービス内容の問題 

「利用者の声を聞いても改善が難しい時」、「施設長の対応に疑問」を感じた時など、実習生の立

場でどうしたらよいのかわからず、深い混迷に陥った様子が把握できた。 

 

ｂ．学生の課題 

① 心身の不調 

心身の不調では、「体調を崩した」、「疲れがなかなか抜けない」、「ずっと立っていることが時々

辛かった」、「慣れない環境で尐し精神的に疲れた」、「疲労取れず、ノート提出が遅れたり、集

中できなかったりした。そのことについて実習先の方に指摘され、「自分はダメだ、嫌われている」

と思っていた」など疲労がたまり、実習ノートが書けず、職員との関係が悪化し、内面に籠もって

落ち込んでいく様子が把握された。 

② 生活リズムの崩れ 

「朝早く、睡眠不足であったため身体的に疲れた」など朝早く起きて、出勤して働くという生活リ

ズムになれていず、学生にとっての負担感が強かったようである。睡眠不足は、慣れない環境のせ

いもあるが、実習ノートの記録ができず、疲労がたまってきている様子が推測された。 

③ 精神的な落ち込み 

「緊張しすぎたせいもあり、自分で積極的に動けなかった」、「何を職員に聞いたら良いのかわか

らなかい時があった」、「実習全体そのものが大変」、「やることがなく、居眠りをして、職員に

注意された」、「緊張してしまうと睡魔が来る、実習中止の不安」など、緊張しすぎて動けない、

睡魔が襲うなどの不安感が強く、常に「実習中止の不安」に怯え、自分を追い込んでは、睡眠不足

になって居眠りをしてしまう構図が明らかになった。 

 

ｃ．養成校の課題 

① 配属の問題 

配属先は、学生の進路の希望と違い、学生自身の実習へのモチベーションが下がってしまうので、

実習配属については、進路とのマッチングを考えてほしいとの希望が示された。 

② 記録の負担 



実習で疲れて、さらに記録を書くのが大変なことが強く強調されていた。 

③ 通勤の問題 

「家から遠かったことが体力的に辛かった」、「通勤ラッシュ、乗り物酔い」、「通勤が大変」、

「30分ぐらい歩くのが辛かった」など、実習中の通勤が大変だったことが指摘されている。 

 

８）考察 

「このままでは実習が続けられないことがあった」、「尐しあった」、「あまりなかった」学生の 

具体的理由として、自由記述を分析した所、実習先の課題としては、①職員との関係作りの難しさ、②

利用者との関係作り、③実習内容、④指導内容、⑤指導体制、⑥実習マネジメント、⑦サービス内容が

抽出され、学生の課題としては、①心身の不調、②生活のリズムの崩れ、③精神的な落ち込み、大学の

課題としては、①配属の問題、②記録の負担、③通勤の問題が抽出された。2009 年度の本校（Ａ）アン

ケートの結果と 2010 年度 3大学アンケート（表 ）を分析した一覧を合わせてみると、大項目・中項

目は、ほぼ同内容であることが把握できる。2010 年度の 3大学との比較では、職員関係での問題（一方

的な指導）尐なくなり、関係性が全体的に良くなってきている。しかし、利用者関係作りの難しさが強

調されてきている。また、通勤ラッシュが苦手、長時間かけての通勤が大変、記録が大変、睡眠不足な

どが背景にあり、職員との関係性が悪化したり、心身の不調を引き起こしている悪循環の構造は否めな

い。 

記録を書くのが大変

利用者との関係作りが難しい

実習生のストレス
☆実習の危機→福祉離れ

1.意欲低下
2.職員との関係悪化
3.共感疲労・バーンア

ウト

4.事故・トラブル

大学の課題
1.事前指導が不充分
2.記録の指導が不充分
3.巡回時に職員との

調整が不充分

4.配属上（遠距離）の問題

実習先の課題
1.関係作りが不十分
2.実習内容が不充分
3.指導内容・体制不充分
4.実習マネジメントの問題
5.サービス内容の問題
◎居場所がない

暴言・暴力の対応が困難
利用者の生活課題に

強いストレス

心身の不調持病・寝不足

 

図 10 実習におけるストレスの悪循環の構造 

これに基づいて、実習生のストレスの悪循環の構造について、図 に示した。 

学生の課題としては、特に「利用者と積極的に関れない、記録が書けない」などの実態が

示され、その背景として、「利用者の生活課題に強いストレスを受ける、暴言暴力の対応

が困難である」などの点が示された。また、実習中の生活リズムに慣れない、持病の悪化

や寝不足などによる心身の不調についても深刻な課題であることが示された。 

さらに、「実習を通じて社会福祉現場への魅力を感じることができた」の否定的回答（あ

まり思わない、全く思わない）は、3大学で32名（約17%）であり、「将来社会福祉士とし

て働く意欲がわいた」という否定的回答（あまり思わない、全く思わない）についても、



48名（22%）であることが示され、単純に特別な学生だけの問題ではないことが明確になっ

た。そしてこれらの実習先・学生・大学の課題が相互に連動して、共感疲労・バーンアウ

トの危機、事故やトラブルの危機・実習中断の危機が予測され、場合によっては実習での

イメージがトラウマとなって福祉の現場への働く意欲がわかないという、悪循環の負の構

造（図10）ることが考察された。     



大項目 中項目 小項目

職員との関係作りが難しかった

スパーバイザーとの関係

職員同士の空気
の悪さ

職員同士の空気の悪さ

利用者と関係形成

利用者との関係作り

利用者との関わり

利用者とのコミュニケーション

コミュニケーションが困難

利用者の暴言の
対応

利用者が居室から出してくれない・暴言

想いの汲み取り 利用者の想いのくみ取りが難しい

距離間の取り方 利用者との距離間が難しい

観察ばかり 観察ばかりで退屈

雑務しかやらせてもらえなかった

封筒作り

やることがない（説明したりできない）

何をしていいかわからない

保育実習 保育実習

ケアワーク ケアワーク

一方的な否定 「実習やめればいいのに」と言われた

異なるアドバイス
に戸惑う

異なる意見、アドバイス

専門性が分から
ない

社会福祉の専門性が分からなかった

毎日の指導職員が違い、やり方の違いに戸惑う

毎日担当の指導者が変わり、否定されることも多く、つら
かった

指示が職員によって異なる

長期分散実習の
大変さ

実習時間が足りなくなるという不安

休憩時間がない 休憩時間がない

空き時間の過ご
し方

空き時間の過ごし方が分からなかった

改善が難しい時

施設長の対応に疑問

疲れがなかなか抜けない

疲れのはけ口

体調

体調を崩した

精神を含む体調管理

精神を含む体調管理

疲労とれず、「自分はダメだ」

慣れない環境で尐し精神的に疲れた。

体力的に1ヶ月が限界

ずっと立ていることが時々辛かった

睡眠不足

朝早かった

自分で積極的に動けなかった

何を聞いたら良いかわからない

実習全体が大変

やることがなく、居眠りをして、職員に注意された

睡魔がくる、実習中止の不安

進路とのマッチング

進路とのマッチング

コピーでも平気か不安

記録

記録を書くのが大変

記録を書くこと

家から遠かったことが体力的にきつかった

通勤ラッシュ

乗り物酔い

歩くのが辛かった

通勤が大変

大
学
の
課
題

配属の問題
進路の希望との
ちがい

記録の負担
記録を書くのが
大変

通勤の問題 通勤が大変

指導体制の不十
分

毎日の指導職員
がちがう

実習マネジメントの
問題

サ―ビス内容の問
題

サービス内容が
問題

学
生
の
課
題

心身の不調

心身の不調

生活リズムの崩
れ

精神的な落ち込
み

実
習
先
の
課
題

職員との関係作り
のむずかしさ

職員関係も難し
さ

利用者との関係作
り

利用者との関係
形成

実習内容が問題

雑務ばかり

やることがない

指導内容が問題

大項目 中項目 小項目 要点

職員とのコミュニケーション

職員との関係が恐い

職員に気を使ったり、機嫌をとたり疲れた

厳しく指導

厳しく言われたこと

たくさんの意見を聞き、まいった

職員からもっとふみこむように言われて負担

否定的な解釈

否定的な指導

援助になっていない

延々とダメだし

多忙で何日もコミュニケーションが取れない

とても忙しそう

とても忙しそほとんど放って置かれた

放置、待機時間が長い

指示されていない時に聞き辛い

一日中、自主学習

1日ずっと座っていた時

実習生のみでやらされた

保育実習と同じ扱い

排泄等に戸惑った

ケアワークは向いていない

プライバシーを知ることが全くできなかった

毎日環境が変わる

毎日担当職員が変わる

毎日担当職員が変わる

実習生に無関心

言い方がきつい

他の職員がツンツン

感染症で
閉鎖

インフルエンザで寮が閉鎖

他の実習生との関係

他の大学の実習生との関係

結膜炎

胃腸炎

体力的に辛かった

酷い体調不調

体調不調

寝不足・スケジュール過密

睡眠時間の不足

性格面での躓き

自分の無能さ・プレッシャー

親族の怪我親族が怪我をしたため実習どころではなかった

時間の管理の難しさ

実習中の生活リズムが息苦しい

関係形成が上手くできない

会話することができない

人見知り

コミュニケーション不足

コミュニケーション不足

話しかけるのが難しかった

睨んだり叩いたりしてくるので大変

認知症の高齢者との関係作り

暴言にショック

子どもの試し行動が辛かった

実習先が遠い、記録が負担

実習ノート書く為に睡眠を削るのがｷﾂかった

記録用紙が書き辛い

何を書いてよいのかわからなくなった

記録で睡眠時間が削られた

記録を書くのに連日徹夜

記録が厳しい

記録を書くのが負担

ノートのことで、「うつ」になりかけた

僻地すぎて約1ヶ月宿泊

交通費が心配

実習先が遠い

2時間以上かかって睡眠不足

実習期間が長い長期分散型

巡回は実
習指導教

巡回は実
習指導教

実習指導教員に巡回に来てほしかった

実
習
先
の
課
題

厳しい指
導

職員との関
係形成

厳しく指導

否定的な指導

指示がな
く待機時
間長い

多忙で関
係形成が
できない

指示がなく
放置され、
待機時間
が長い

実習受け
入れ体制

実習内容
が問題

担当職員
が毎日変
わる

他の職員と
の関係形
成

他実習生と
の関係

学
生
の
課
題

心身の不
調＝持
病、寝不
足

体調不調

精神面の
不調

実習中の
生活リズ
ム

実習中の
生活リズム
が息苦しい

大
学
の
課
題

利用者と
の関係形
成が困難

利用者との
コミュニ
ケーション
が大変

暴言・暴
力・試し行
動などの利
用者対応
の難しさ

記録が負
担

記録を書く
のに睡眠
時間を削ら
れ、心身の
不調につな
がった

配属上の
問題

実習先が
遠い、期間
が長い、交
通費がか
かる→睡
眠不足・ネ
ガティブな
気持ち

 

実習中大変だったことの具体的内容 表 11 ◆2010 年度 3 大学 ◆2009 年度Ａ大学 



９）実習のモチベーションが高まった事例 

実習先職員または教員のアドバイスや対応で、実習や学習のモチベーションが高まった

事例について、自由記述にて回答を求めた結果を、ＫＪ法にて分類した結果は、別紙4の通

りであり、表 はその項目名で実習生がモチベーションが実際に高まった例としてあげているのは、

主には実習先指導職員に対しても教員に対しても支持的機能及び教育的機能だった 

 

ａ．支持的機能 

◆実習指導職員のスーパービジョン 

①積極的肯定 

 「積極的にメモを取っているね、みんながみんな気づく視点ではない」など褒める、「自

分の想いを認めてもらえた、頑張っていることに対しての評価、福祉の仕事に向いている、」

など体験の価値を認められたことで、大きく実習生のモチベーションが高まっていた。  

②  励まし 

「全面的にサポートすると言ってくれた」、「みんなそうだよ」などの温かい励ましの

言葉が、不安や緊張の中にいる実習生を包み、実習生の主体性や積極性を引き出している

ことが抽出された。 

③不安や悩みの傾聴 

不安や悩みを親身に聞いてもらって、緊張がほぐれ、実習で本領を発揮し、充実した実

習となったようである。 

④ 受容 

指導職員は、実習生の話や振り返りを真剣に受け止め、実習生の想いや意向を理解し、実習生の成長

を見守ってくれた。 

⑤  個別状況に合わせる 

 「できないことはできないでよい」、「もっと感情表現してもよい」、「疲れがたまっ

て来た時に気持ちをリフレッシュ」など実習生の気持ちや到達状況に基づいて、適切で温

かい声かけ行い、気分を緩和させたり、実習生の問題意識を引き出し、積極性を高めてい

た。 

⑥ 話しやすい環境 

朝の挨拶など職員から声をかけてくれたり、「疑問に思うことがあれば、何でも聞いてください」な

ど実習先の指導職員が忙しい時でも、気にかけて声をかけてくれたり、｢頑張ってください｣の一言

がうれしかったと実習生は回答している。 

◆養成校教員のスーパービジョン 

①親身に傾聴 

教員に話を聞いてもらったり、助言をもらうことで、モチベーションを高め、実習をや

り遂げる原動力を育んでいることが示された。 

②悩みの対応 

 担当教員が困った時、悩んだ時に常に力になってくれ、安心して実習を続けることができていた。 

まず第一に実習先職員の職場の雰囲気であり、実習生は名前を読んでもらう、挨拶をしてもらうなど、

親切な雰囲気を求め、職員の関わりがモチベーションを高めたと回答している。 

また、「失敗しても良い、そのために職員がいる」、「間違っていい」など、失敗する事

を恐れずに実践してみる事を、実習指導職員に温かく導いていただいていた。また、「緊

張しているのか」など声をかけて気分を和ませ、楽しみな気持ちが湧くよう配慮して話し

やすい環境が意識的に作られていた。さらに、質問にも根気良く丁寧に応えてもらったこ



とや、話をじっくり聴いてもらうことが実習生の主体的行動の動機付けとなっていたと考

えられる。  

③受容・共感  

担当教員は、基本的に受容・共感し、社会福祉士の基本姿勢を学ぶことができた。 

③  職員の気持ちの伝達 

教員から、「あなたが来るのを楽しみにしている」と言われた時、実習生は「頑張ろう」

と思ったと素直な気持ちを吐露している。 

 

b.教育的機能 

◆実習先指導職員のスーパービジョン 

①利用者支援の学び 

 利用者への接し方、交流の楽しみ方、積極的な挨拶・質問などの積極的介入、面接の振

り返りから支援方法の考察、実習生の課題の指摘など利用者支援の方法と過程について学

ぶ。 

②連携の意義指導 

困難事例の振り返りから連携の大切さを学ぶ。 

③自己覚知 

 実習の振り返りにより自己分析したり、実習生自身の感情に向き合い、強み・長所を活

かして短所・弱みを克服することや今後の自己の課題を明確にすることを丁寧に指導いた

だいていた。社会福祉士としてだけでなく、人として大切なことを指導していただいたり、

潜在する問題意識を実習ノートから抽出し、自分自身の目標を立案することができた。ま

た、自分で考えて行動できるようになり、指導職員に褒められた。ソーシャルワークは、

利用者の人間的成長を視野に入れた支援が求められており、実践者として自ら自己覚知す

ることの意義について学んできていた。 

④記録の評価 

「よく観察していると褒められた」、「記録がしっかり書けていると褒められた」、観 

察や記録を見てもらい、評価を受けることは、実践へのモチベーションを高め、日々の生

活のエネルギー源となる。一方、実習記録のコメントが実習後に郵送された場合は、自分

の書き方があっているのかわからず、手探り状態で進み、学習意欲を低下させることにつ

ながることが示唆されている。 

⑤ケース記録の閲覧や資料の提供 

ケース記録の閲覧の勧めや、資料の提供が随時されていくと、学習意欲が向上すること

が示唆されている。 

⑥ソーシャルワークの価値の学び 

教育的機能とは、「利用者中心の考え方、ソーシャルワークのあり方、価値の学び、なぜ

社会福祉士になったか、現場のことを知ること、職員の話や熱意」などソーシャルワーク

の魅力について、熱く語っていただき、感動して新たな意欲を見出している。 

⑦  ソーシャルワーカーの基本姿勢 

ソーシャルワーカーとしての基本姿勢は、平等の姿勢、利用者に真剣に向き合っている 

姿であり、障害や疾患の情報にとらわれないという専門職としての姿勢や見方をしっかり

学ぶことにより、理想のソーシャルワーカー像を具現化できる。 

 

 



◆養成校教員のスーパービジョン 

⑧  前向きなアドバイス 

もっとこうしたら良いなど前向きなアドバイスがもらえた時モチベーションが上がる

ことが示されていた。 

⑨  現場教員の指導 

現場の教員なので、実習先の概要や法制度、利用者の生活の理解などより詳しく学ぶこ

とができ、学習意欲を向上させることが示されていた。 

 

c.管理的機能 

◆実習先指導職員のスーパービジョン 

①実習目標の指導 

 実習を通して、実践する過程からまた次の目標ができてくると希望を与えていただいた。 

②希望の実現 

 実習生の希望の実現を常に優先し計画に入れてくださり、実習生の主体性を引き出し高

いモチベーションを育んでいることが示された。 

③しっかりした振り返り 

毎日の反省会の実施やその日の振り返りをして、何を学んだのか言語化し、学生の内省

を促し、今後やるべき課題を具体化していくことが重要である。振り返りの際は、職員

の一方的な話ではなく、学生の質問時間を確保し、双方向のコミュニケーションを深め

ることが必要である。また、時には実習時間外などにも話す機会を作り、緊張をほぐし

て、気持ちをリフレッシュさせることが学生のモチベーションを高めていた。 

④  配属の要望 

２箇所でなく、１箇所で実習したかった。学生の要望を大切にする必要がある。 

⑤  教員の指導方針や指導内容を統一させてほしい。 

⑥  事前レポート 

事前レポートを教員に読んでもらったことが、実習課題を明確にし、モチベーションを

高めることにつながった。 

⑦  丁寧な事前指導 

 複数回に渡り、面接指導や事前学習の打ち合わせを行い、学習の動機づけを高めるこ

とにつながった。 

 

◆実習生の自己努力 

①主体的に取り組む 

自分で本を読んだり、失敗を恐れず利用者の問題などに踏み込んでみると、実践から見

えてくるものあり、自ら高めることができた。また、目標の立案と振り返りによって、社

会福祉士としてどのように関わるべきかを自ら考え考察が深まった。 

②悩みを伝える 

悩みを指導職員に伝えることで、新しい考え方がみつかった。 

◆実習先・養成校の連携スーパービジョン 

①積極的肯定 

指導職員や教員が自分を肯定しながらモチベーションを高め、辛さも理解してくれたこ

とに感謝している。 

②良好な職員関係と教員の適切な指導 



 職員が仲良くしてくれ、教員も優しくアドバイスしてくれ、モチベーションが大いに高

まった。 

③指導職員の支持と個別状況に合わせた教員の指導 

教員が自分のペースに合わせてくれ、指導職員は、体調不調時のスケジュール調整や毎

日優しい言葉をかけてくださった。 

④職員の実習記録のコメントと巡回指導の傾聴 

 実習記録が翌日きちんと返り、コメントがたくさん書いてあると、また一生懸命頑張ろ

うと大変モチベーションが高まる。また、巡回指導時１時間話をよく聞いてもらえると、

問題点が整理され、課題解決につながり、実習での学習意欲が高まる。 

⑤考察が深まる 

 事例について考え、何を学んだのか考察し記録していくと、新たな視点を見出し、実習

が楽しくなることが示された。 

⑥記録の内容の指導 

 記録の内容が「コミュニケーション」の域をでていないことを指導職員より、巡回時に

話され、次の日から気持ちを新たにして取り組むことができた。 

④  実習計画の指導や疑問対応 

担当職員・教員共に様々なことを考えてくださり、実習プランの作成や疑問への答え方 

が大変勉強になった。 

 

10）学生が求めるスーパービジョン像 

実習先
指導職員のスーパービジョン

支持的機能

①職場の雰囲気
②話しやすい環境
③個別状況に合わせる
④自己覚知

⑤積極的肯定
⑥受容・傾・励まし
教育的機能
①ソーシャルワークの価値の学び

②ソーシャルワーカーの基本姿勢
③利用者・地域支援の学び
④個人情報の把握
⑤記録の書き方と評価

管理的機能
⑦タイミングを活かした具体的指示
⑧しっかりした振り返り・希望の実現

実習生

教員の
スーパービジョン

実習生同士の
ピアサポート

支持的機能
①親身な傾聴

②受容・共感
③不安・悩みの対応
④積極的な肯定

⑤希望の実現
⑥ピアサポートの育成
教育的機能
①的確な課題設定・

②前向きなアドバイス
と共有
③記録の指導
②演習教員との連携

管理的機能
①実習計画の指導・
評価

連携
スーパービジョン
三者での話し合い

実習
報告会
の参加

 

図11 学生が求めるスーパービジョン像 

学生が求めているスーパービジョンとしては、支持的機能・教育的・管理的機能であり、

特に強調されていたのは、支持的機能だった。話しやすい雰囲気や、不安や悩み・バーン

アウトの対応など、個別状況に合わせた励ましや積極的肯定は、学生の自信につながり、

新しい気づき・発見を見出し、新たな創造力を育んでいた。教育的機能では、利用者との

関わり方、面接の振り返りから支援方法の考察、記録の評価、ソーシャルワークの価値や



利用者支援の魅力などが丁寧に語られ、そこから学生は自分自身の社会福祉士像を確立し

てきていた。管理的機能では、実習目標の指導、希望の実現など学生の状況に合わせる点

が強調され、毎日の細やかな振り返り・評価が、学生の主体性や積極性を育んでいた。 

教員・指導職員が連絡を密にし、指導方針や学習目標が一致していることがより高い成果

が得られることが示唆された。特に、指導職員・教員・学生との三者面談は、学生自身の

自己覚知の場ともなり、実習プログラムの変更や、学生自身の課題を明確にする動機付け

の場となっていた。また、実習生同士での実習での学びの共有は多角的考察を深め、学生

のモチベーションを高めていた。そして、学生同士での関係作りは、仲間作りや学生自身

の生活を支えるピアサポート育成の場を構築していた。図11は学生が求めるスーパービジ

ョン像（資料1 実習や学習のモチベーションを高めた事例についてのＫＪ法での分析に基

づいて作成）であるが、教員・実習先の指導職員・学生同士でのピアサポートが有機的に

相互に交わり、連動していくと、実習スーパービジョンの効果がダイナミックに発揮する

ことが予測された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大項目 中項目 小項目
(４)実習先職員または教員のアドバイスで

モチベーションが高まった事例

みんながみんな気づく視点ではない
それはみんながみんな気付くことのできる視点ではないと実習先の方に言っていただいた時は本当

に嬉しかったです。

頑張っていることに対しての評価 頑張っていることに対して評価し示してくれた。

福祉の仕事に向いている 実習先の職員さんに、福祉の仕事に向いていると言われた時

自分の想いを認めてもらえた 自分の想いを認めてもらえた時、モチベーションが上がりました。

積極的にメモを取っているね １回目の振り返りで実習先の職員に、積極的にメモをとっているね、とほめられた時。

褒めてくださった ほめて下さったこと

ほめられた場合 自分がやっていることでほめられた場合

全面的にサポートすると言ってくれたこと
実習先の職員さんが、「全面的にサポートするから安心して子どもとむきあってごらん」と言って

てくれたので、積極的に頑張れた。

「みんなそうだよ」と励まされた
利用者の対応にとまどっていたら「最初はみんなそうだよ」とはげまされた。それから積極的にか

かわれるようになった。

励ましの言葉 実習先職員からはげましの言葉をいただき、モチベーションが上がった

悩みを聞いてくれた 実習中の悩みを聞いてくれるだけで、気が楽になった。

不安なことを親身に聞いてくれる 不安なことを親身になって聞いて下さったこと、

不安や悩みを聞いてくれた

社福士実習で行かせてもらっているのに社福士の人がいないことにかなり不安があったが、実習3

日目にして実習担当者に不安や悩みを聞いてもらえ、今までの緊張がほぐれその後はいい実習がで

きた。

意見を受け止めてくれた 実習生の意見を受けとめて応えて下さったとき。

真剣に聞いて受け止めてくれた 実習における自分自身の振り返りを真剣に聞いてくれて受け止めてくれた

丁寧な対応 自分が疑問に思っている事や、助言がほしい時に丁寧な対応をしてもらえた。

できないことはできないでよい、リラックスした

実習
出来ないことはできないでよい、と言ってくれたことでリラックスして実習できた

もっと感情表現してもよい もっと感情表現しても良いと言われたこと。

疲れが溜まってきた時のリフレッシュ
実習中盤で疲れが溜まってきた時に、実習に関係のない話を尐ししてもらって、気持ちをリフレッ

シュすることができ、モチベーションが上がった。

「疑問に思うことがあれば何でも聞いてくださ

い」という言葉

そういう事例は本当に数多くあった、一つあげるとすれば、職員の「疑問に思うことがあれば、何

でも聞いて下さい。こんな基本的なこと聞いていいのかと思うようなことでも、恥ずかしいと思わ

ずに聞いてくれて結構です。職員の勉強にもなります。ただ、職員はいつも忙しくて声を掛けにく

職員から声をかけてくれた
短い期間での実習だったため、利用者の方との関係に悩んでもあまり言うことがなかったのだが、

職員の方から声をかけていただいて、気が楽になることがあった。

朝の挨拶が気分が良くなれる要素
朝出勤した時にあいさつしてもらえることが、改めて気分良くなれる要素の１つだな、と強く感じ

ました。

教員に話しを聞いてもらう、助言 巡回指導の先生に話を聞いてもらったり助言をしてもらったことが力になった。

親身に聴く、励ましの言葉 教員が自分の話を親身になってきいてくれて、励ましの言葉をもらい実習のやる気がでました。

話しを聞いてもらえたこと 巡回指導で話を聞いてもらえたことは実習をやり遂げるのに必要なことであった。

悩みの対応 困った時、悩んだ時常に力になってくれた
困ったときや悩んだ時でも担当の先生が常に力になってくれたため、安心して実習を続けることが

できた。

受容・共感 受容共感

担当教員の方はどのような場面でも基本的に受容共感をした上で、様々な事を指導して下さいまし

た。そのような事から帰校日巡回指導といった場面でも、社会福祉士の基本態度を感じる事がで

き、モチベーションが高まりました。

職員の気持ちの

伝達

あなたが来るのを楽しみにしていると言われた

時

教員から、実習先の人は「あなたが来るのを楽しみにしているよ」といわれた時、頑張ろうと思っ

た。
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能
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積極的な肯定

 

資料１ 実習中モチベーションが高まった事例 

 



大項目 中項目 小項目
(４)実習先職員または教員のアドバイスで

モチベーションが高まった事例

利用者対応や接し方に対する評価やアドバイ

ス
利用者の方への対応や接し方に対する評価やアドバイス

実習姿勢を評価 子供と本気で遊んだこと。自身の実習姿勢を読み取り評価していただいたことがあった。

利用者への接し方の指導
実習先では、ほぼ毎日利用者の方への接し方などを指導していただきました。そのため翌日以降の

取り組みにとても役に立ちました。

利用者との交流を楽しむこと 利用者の方との交流を楽しむこと、と実習先の職員の方からアドバイスをいただいた。

積極的な挨拶のアドバイス
利用者とうまくコミュニケーションが取れなかった時、挨拶から積極的にやってみたらという職員

のアドバイスがあったこと。

積極的に質問、会話に参加すること
居宅訪問先で、ただそこにいて見学するのではなく、積極的に質問をしたり、会話に参加するこ

と。

課題（子どもたちへのかかわり方）の率直な指

摘→自分自身を見直す機会

課題を率直に指摘していただいたことで(実習先職員から)自分のかかわり方や考え方、自分自身に

ついて改めて見直す機会になり、子どもたちへのかかわり方が変わった。

利用者への対応の仕方を褒められた時 実習先の職員の方に、利用者の方への対応の仕方をほめられた時。

面接の振り返りから支援方法の考察
インテーク面接に立ち合った時、対応していたCWと共にインテーク後、先ほどの面接について振り

返り、支援方法を考えた。

連携の意義の指

導
困難事例の振り返りから連携の大切さを指導

困難事例のケースに出会った時「手は2つしかない、できることは限られている。誰かと連携して

いくことも大切。」とアドバイスをいただいた。

実習の振り返りによる自己分析 最終日の日に実習先の職員の方と話す機会があり、その時に実習を振り返り自己分析ができた。

自分で考えて行動しほめられた時 自分で考えて行動し、ほめられた時

社会福祉士としてだけでなく人として大切なこと

を指導

実際に職員さんが経験したことや、社会福祉士としてだけでなく、人として大切な事を教えていた

だけたこと。貴重だなぁと思った。

問題意識の抽出→目標の立案
自分でも明確になっていなかった問題意識を、実習ノートを読むことによって抽出していただき、

それを元にしてその後の目標を立てる事ができました。

良く観察していると褒められた 記録をほめられた。(利用者を)よく観察しているといわれ、うれしかった

記録がしっかり書けているね 「記録しっかりかけているね」と言われた時。

自分の書き方があっているのかわからない

逆に下がったこととして記録へのコメントが最終日まで1回も書かれていなく終わった後に郵送さ

れコメントつきの記録書が届いたが改善点がみえず嫌だった。どう記録を書いていいのかわからな

かった。→自分の書き方があっているのか最後の最後まで分からなかった

ケース記録の閲覧・本の薦め
ケース記録や職員さんが呼んでいる本などを見させて頂いたとき、実習生に対して学べる環境を提

供してくれていると感じ、モチベーションが高まった。

随時関連する資料をくれた 実習先の職員の方が、難しいことなどがあると、随時関連する資料をくれたこと。

利用者中心の考え方の指導

実習中は今自分が置かれている状況や抱えている困難さで手一杯になってしまって、利用者に対し

て自分が何をすべきかということが、頭ではわかっていても行動にならなかった。指導で、自分の

役割というものをはっきりと伝えられたことで、自分が利用者中心に考えられていなかったことに

現場のことを知ることができた
児相で緊急受理会議に出席したことや母子生活支援施設で打合せに出席させていただいたことで、

より現場のことを知ることができた。

色々と意見を聞けた時
忙しい中、とても丁寧に指導してくださった職員の方に色々と意見を聞けたときに、実習の充実感

を得た

職員の話や熱意
実習先で何度か"見学"をさせていただいた施設(包括、養護老人)の職員と一日関わり、その話や熱

意をきき、モチベーションが上がりました。

平等な視野
平等な視野を持つ。注目を集めようとする人もいる（さびしくて）がその人ばかりに関わってたら

だめ。

利用者に真剣に向きあっている姿 利用者の方に真剣に向き合っている姿を見た時

どんな雑用も立派な仕事 どんな雑用も立派な仕事なのだということ。

働き始めたら利用者や家族にとっては新人かベテランかは分からない。新人でも専門家としてベテ

ランの力をかりて一つ一つと向きあうこと。

専門職としてみるとどうかという質問に対して、上手く答えられなかったので、自分の見方がまだ

甘いということに気づいた。

先入観にとらわれない 障害や疾患の情報にとらわれてはいけない。先入観、レッテル貼り

前向きなアドバイス もっとこうした方が良い、と前向きなアドバイスをもらえた時にモチベーションが上がりました

アドバイスを参考にした 何かと先生からのアドバイスは参考にしました。

現場の教員の指

導
施設の教員の指導 実際に実習生を受けている施設の先生なので、とても説得力がありやる気になった。
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大項目 中項目 小項目
(４)実習先職員または教員のアドバイスで

モチベーションが高まった事例

実習目標の指導 実習を通して目標ができてくる
「自分が事前に作成した計画とずれても、実習を通して目標はできてくるもの」という言葉を頂い

た。

実習生の希望の実現

日中活動の見学予定が午前中にあり、午後は特に予定はなく、SWの業務見学の予定の日があったの

ですが、実習指導者からもし午後もそっちの見学をしたいなら職員(担当の)に相談したりしていい

から、どうするか自分で決めて、と言われ、学ぶ機会を得られるなら、とか利用者さんともっと関

やりたいことを優先して計画に入れてくれた 自分がやりたいことを優先して計画に取り入れてくれたこと。

毎日の反省会、しっかり振り返れた 毎日反省会を開いてくれ、1日1日をしっかりふり返れた。

その日のまとめ・質疑の時間 その日の最後にまとめ・質疑の時間を作っていただいた。

今後やるべきことを具体的に指導 今後やるべきことを具体的に教えてくれたこと。

質問時間の確保 質問する時間を忙しい中設けて下さったとき。

実習時間外に話す機会の確保 実習先職員の方々が、実習時間外に話す機会を作ってくれた。

配属の要望 1か所で実習したかった 12日×2回より24日間でやりたかった。

指導方針・内容

の統一
指導方針・内容の統一 先生方の指導方針や指導内容をもう尐し統一させてほしい。

事前レポートの確認
実習先に、事前にレポートを提出しなくてはならなかったので、書いたレポートを実習教育室の先

生に読んでいただけたこと。

複数回の面接指導や事前学習の打ち合わせ 複数回に渡り、面接指導や事前学習の打ち合わせを行ってくれた事。

自分でモチベーションを上げた 特にありません。(自分でモチベーションを上げたので)

自分で高める 自分で高めるしかなかった

常に高まっていた 常に高まっていました。

目標の立案が社福士として関わり方の習得
一日一日の目標をしっかり立てることでモチベーションもあがり集中して実習できた。実習先を知

り何を行うか知るだけでなく、社福士としてどのように関わるべきか考えるようになった。

失敗を恐れず利用者の問題などに踏み込ん

でみること
失敗を恐れずにもっと実習(利用者の問題など)に踏み込んでみる事

自分で本等を読んだ 特になし。自分で本等を読んだ。

悩みを伝える 悩みを伝え、新しい考え方を発見
何が分からないのかわからず、悩んでいたときに、「わからない」ということを伝えることで、何

かまた新しい考え方がみつかった。

積極的肯定 肯定・辛さを理解
実習指導職員や教員がとても良く対応してくれ、なにより、自分を肯定しながらモチベーションを

上げてくれて辛さも理解してくれた。

良好な職員関係

と教員の適切な

指導

職員が仲良くしてくれる+教員が優しくアドバイ

ス
職員さんが仲良くしてくれた時。先生が優しくアドバイスしてくれた時。
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能

指導職員の支持

と個別状況に合

わせた教員の指

体調不調時のスケジュール調整、毎日の優し

い言葉かけ、教員が自分のペースに合わせて

くれた

・体調を崩した際、実習先職員がお休みを下さり、スケジュール調整して下さった事。毎日優しい

言葉を掛けて下さったこと。　・教員の方が自分のペースに合わせて下さった。
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・
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機
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職員の実習記録

のコメント+巡回

指導での傾聴

職員のコメントがたくさん書かれた時、巡回指

導で話を良く聴いてもらえた時

・実習記録が提出した翌日に返却され、実習先職員からのコメントがたくさん書かれていたとき。

・しっかりと1時間とか時間をさいて巡回指導で話を聴いてもらえたとき。

考察を深める
事例について考え、学んだのか考察について

書く

記録について行った事を日記みたいに書いていたのだが、実習先の方や先生から自分がどのように

事例について考え、学んだのか考察について書くようにしたら、自分の実習に向き合う姿勢も変

わったように思った。

記録の内容の指

導
記録の内容の指摘

巡回指導の際に実習先の職員の方に、記録の内容が「コミュニケーション」から広がっていないこ

とをご指摘いただき、もっと広い視野で物事を見ていこうと次の日から気持ちを新たにすることが

できた。
管

理

的

機

能

実習計画の指導

や疑問の対応

指導職員・教員の実習プランの指導や疑問の

応え方

担当職員：本当に様々な事を考えてくださり、おしえてくれた。特に実習プランであったり、疑問

へのこたえ方は身になった。教員：上で書いた事同じ。よかったです。
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３ データからの解析 

 

2010 年度のアンケートの回収枚数は 193 人分であった。このうち、分析に使用することに同意

が得られたのは、A 大学 125 人、B 大学 50 人、C 大学 10 人の計 185 人分であった。この中で、

108 人が 1 施設で実習を行ったのに対し、77 人が 2 施設へ行き、それぞれの施設における実習に

対してアンケートに答えてくれている。 

今回は特に、自己の到達度に関する質問 2 つ「(33)自分自身の実践･学習･研究の目的が明確に

なった」、「(37)実習後、社会福祉士として将来働く意欲がわいた」、および、学生の大変さに関す

る質問 1 つ「続けられないと思ったことの有無・問題を解決できたか否か」の計３つの質問項目

と、他の質問項目との連関について調べた。 

3 大学に限っていることから、データの代表性には一定の限界がある。そのため、今回はデー

タを詳しく解析することはせず、傾向を視覚化することに重点を置いた。 

 

１）分析方法 

 (i)プロフィール曲線 

回答者を何らかの基準でグループに分け、そのグループごとの平均値を並べ、線で結んで特徴

を分かり易くした図をプロフィール曲線と呼ぶ。今回は、上記 2 つの質問に対する回答選択肢に

よってグループ分けしたものと、続けられないと思ったことの有無・問題を解決できたか否かで

分けたものの、計 3 種類のグループ分けを行った。 

以下の各グラフには何本かの実線と 1 本の点線が載っている。点線は掲載したグラフ 3 つに（欠

損値分を除き）共通で、「全く思わない」から「とても思う」までの選択肢が 1 から 4 の値を持つ

と見なした場合の、全ケースの平均値を示している。一方、実線はグループごとの同じく平均値

である。例えば、「(33)自分自身の実践･学習･研究の目的が明確になった」の質問に「1 全く思わ

ない」と答えたグループは、「(K1)実習前の教員の事前学習の指導は充分だった」の質問に対する

平均値が 2.44 であり、それを×印で記している。また、(33)に 2、3、4、と答えたグループの(K1)

の平均値は、それぞれ、3.10、3.03、3.35 であったが、それを□、△、○で印した。同様に、他

の主な質問についても図中にグループごとの平均値を印し、それを分かり易いように線で結んだ。

また、項目中、▼があるものは、質問の意味が逆であるので、スケールを逆に採って示してある。 

(ii)順位相関係数 

もとより 4 択データの「平均」を表示することは、全体の傾向を示す助けとはなっているが、

正確さを欠く。ここでは、相補的に、ケンドールの順位相関係数を計算し、1%有意な相関を示す

項目には**を、5%有意な相関を示す項目には*を表示した。 

(iii)クロス集計 

どの設問にも、「まったく思わない」を選択した学生の数は少なく、従って、そこに特徴があっ

ても有意な相関を示しにくい。しかし一方、実習での学びにつまずいている学生のデータは、人



数が少なくとも分析をする必要がある。ここでは、「続けられないと思ったことの有無・問題を解

決できたか否か」と他の主要項目の間でクロス集計表を作成し、Fisher の正確確率検定を行い、

分布に 1%、5%の有意な差がある項目については、プロフィール曲線の表中に**、*で示した。 

(iv)データについて 

自己の到達度に関する質問についての分析では、2 施設に行った学生の回答は、それぞれウェ

イトを 1/2 にし、学生１人で１人分の重みを持たせて解析した。また、「続けられないと思ったこ

との有無・問題を解決できたか否か」のグループ分けは、III＜実習中＞（２）「このままでは実

習は続けられないと思ったことはあるか」と同（３）５）「問題は解決しましたか」の回答から合

成した。すなわち、続けられないと思ったことがないグループ、続けられないと思ったが問題は

解決したグループ、続けられないと思い且つ問題を解決しなかったグループの 3 グループに分け

た。2 カ所の実習先に行った学生は、1 カ所でも続けられないとしていれば、ウェイトを 1 にして

そちらに入れた。また、続けられないと思ったことが無く、且つ、問題があったと記入している

学生は、続けられないと思ったことがないグループに入れた。解析は IBM SPSS statistics 19 

(Exact Tests)で行った。 

 

２）結果と考察 

(i)データの分布 

データ分布を表１に示した。自己到達度についての設問は「まったく思わない」が共に 5 人で

あり、全体の中の割合としては少ない。しかし、「あまり思わない」と併せると、全体として共に

24%程度の学生が否定的なことがわかる。一方、問題を解決しなかった学生の割合は 12%である。 

(ii)解析した質問に共通することについて 

図 1〜3 にプロフィール曲線を示した。図を見ると、全般的に満足している学生とそうでない学

生に分かれているようである。ただ、他との相関が出ない項目の中には、「(K2)巡回時の指導教員

はよく実習生の話を聞いてくれた」のように、総じて高い値を示しているために差が出ないもの

もある。一方で、「(10)実習内容がケアワーク中心だった」のように、ばらつきはあるものの有意

な相関のない項目もある。 

  

表１：データの分布 

 
まったく

思わない 

あまり思

わない 
少し思う 

とても思

う 
欠損値 計 

(33)自分自身の実践･学習･研究の目的が明確になった 5 37 95 48 2 185 

(37)実習後、社会福祉士として将来働く意欲がわいた 5 39 88 52 2 185 
 

 
続けられないと思ったこ

とはない 

問題はあったが解

決した 

問題は解決しな

かった 

欠損

値 
計 

続けられないと思ったことの有無・問題を解

決できたか否か 
129 23 21 13 185 

 

 



  

 

図 2 (37)実習後、社会福祉士として将来働く意欲がわいた 

 

 

図 1 (33)自分自身の実践・学習・研究の目的が明確になった 



(iii)「(33) 自分自身の実践･学習･研究の目的が明確になった」について 

 交通費、通勤時間と正の有意な相関が見られる。また、教員による事前学習の指導、実習先と

の調整とも正の有意な相関が見られる。実習施設が遠いということは、おそらく、本人の希望に

沿った選択が実習前の充分な指導で実現されているということだろう。また、実習先の指導職員

との関係形成が良好であること、チームアプローチ等の実習内容に工夫があることが、自分の目

的が明確になったと感じることに繋がっているようである。 

(iv)「(37)実習後、社会福祉士として将来働く意欲がわいた」について 

事前指導、利用者との関係、実習先の指導職員との関係、実習内容について、全般的に良い印

象を持っている学生が、意欲がわいたとしている。この項目については、岸野が前節で詳細に論

じている。また、自己の到達度に関する(32)から(38)までの質問は、(35)を除いて互いに相関が高

い項目群である。 

(v)「続けられないと思ったことの有無・問題を解決できたか否か」について 

続けられないと思ったことはない(A)、問題はあったが解決した(B)、解決しなかった(C)、の３

グループに関しては、種々の質問と有意な相関が見られる。「(8)利用者の暴力や暴言などの対応」、

「(K7)実習での不安や悩みについて、なかなか相談できなかった」や「(11)指導職員との関係形

成」、「(21)実習先で自分の居場所がない」、「(27)実習中の心身の不調」、「(34) 実習を通じて社会福

祉への魅力を感じた」等に於いて、グループの分布が有意に異なっている事がわかった。一方、

 

図 3 続けられないと思ったことの有無・問題を解決できたか否か 



教員による事前学習等との間に有意な相関は見られ

なかった。 

また、実習中に感じた問題を解決すれば、続けられ

ないと思ったことがないグループと同じくらい自己

到達度が高まるようである。上に挙げたものについて

多重比較を行うと、ここに挙げたすべての変数間で A

と C 間に有意な差が見られ、(8)と(27)では A と B の

間、(21)と(34)では、B と C の間に有意な差が見られた。つまり、解決しなかったグループは、

上記の全ての項目に於いて A のグループと分布が異なっているのに対し、解決したグループは、

「(8)利用者の暴力や暴言」と「(27)心身の不調」では、B の近くに、「(21)居場所がない」と「(34)

社会福祉に魅力を感じた」では、A の近くにいることが、統計的にも有意に導けた。指導職員と

の関係形成を行い、問題を解決できれば、「大変であること」自体は、実習を通じての学びを阻害

するものではないのかもしれない。 

 

３）まとめ 

2010 年度のアンケート結果を用いて、実習による目的の明確化、実習に対する意欲、実習の大

変さについて簡単な分析をした。全体に良い傾向にある学生とそうでない学生に分かれるようで

ある。また、上記３つの項目に共通して実習先の指導職員との関係形成が重要であり、目的の明

確化や意欲については実習内容や事前学習が重要であることが明らかになった。また、実習を続

けられないと思っても、問題が解決すれば、自己到達度が高まることがわかった。 

 

 全体 A-B 間 A-C 間 B-C 間 

(K7) *  *  

(8) ** * *  

(11) **  **  

(21) **  ** * 

(27) ** ** **  

(34) **  ** * 

表２ 多重比較 



４ 3 大学の実習指導で役立ったこと 

 

１）事前指導 

 

【はじめに】 

相談援助現場実習において、実習生を受け入れる施設・機関と送り出す教育機関（大学）

が協働し、スーパービジョンおよび実習マネジメントの質を高め、学生が専門職としての

姿勢や力量を獲得することに、さらに繋がる指導を目指すべく、本研究が進められてきた。

その取り組みの中で、関係三大学の学生を対象とした、「実習指導で役立ったこと」を記述

するアンケート調査[がおこなわれた。 

ここでは、事前学習に関する項目について、学生の記述を KJ 法で分類した結果を踏まえ、

事前指導の現状の整理および考察をおこなう。アンケートにおいて、役立ったこと、印象

に残ったこと、特記すべきこととして学生が挙げた項目（KJ 法分類）について、まず、特

に多いものを取り上げ、①学生の記述から見える現状、および多くの学生が挙げた理由、

②考えられる課題等（その点について、本学でかねてより議論されてきたことなど）につ

いて記す。次に、その他の意見について、まとめて同様の整理をおこなうこととする。 

 

【事前学習における記録の書き方について】 

アンケート結果の表に見られるように、記録の書き方について、きわめて多くの学生（75

人）が、役立った、印象に残った、重要であったとアンケートに記している。その理由と

して、実習記録が学生の意識の中で非常に大きな意味を持ち、だからこそ戸惑い、不安を

感じ、その書き方の指導を求めているのだということが、記述から伝わってくる。 

学生の記述に、「何を書けば良いのかわからなかったが、授業で触れて書き方がわかった」

というものがあった。毎日の記録が欠かせないことを理解しつつ、一方、事前にイメージ

し難く、「何を書けば良いのかわからない」と感じ、そして不安がつのる様子がうかがえる。

また、「ビデオを見せてその内容を“事実、考察、振返り”に記入する作業」が印象に残っ

たという記述があるなど、具体的な取り組みにより記録に関するイメージを持つことがで

きたと感じた学生もいるようである。 

さらに、「説明」「指導」という言葉を使って、多くの学生が記録についての事前指導の

重要性を指摘していた。中には、「昨年の（実習生の）ものを参考にしたこと」とか「「先

輩のものを見せてもらえたことが良かった」「例の提示が参考になった」という記載が見ら

れることから、実際の「見本」は学生にとってわかりやすい面はあっただろう。やり方に

よっては、不安の解消やイメージの明確化が期待できそうだ。一方、「見本」を見ることに

より学生が自分で考える機会が減少したり、自身でイメージする前にそのイメージが固定

したりすることも考えられるとの意見が、教員の間で少なからず出されてきた。記録の書

き方の指導が学生にとって大きなものであればあるだけ、学生が自らの力をさらに伸ばす



ことができるような、事前指導のやり方を検討することが大切だと思われる。 

 

【実習先の基礎知識について】 

記述が圧倒的に多かった「記録の書き方」に次いで多くの学生が役立ったと挙げている

のが、「実習先の基礎知識」（40 人）である。誰がどの実習先で学ぶのかという配属の方法

は各大学それぞれの方針があるが、どのような手順で決まったとしても、学生は実習先と

なる施設・機関についての情報・知識を得て、理解した上で実習に臨むことの重要性を認

識しているようだ。 

具体的記述には、「実習先について個人で調べる時間を授業内でとって、わかったことを

授業の終わりに発表した」ことが印象に残ったというものがあった。その他にも、「施設に

ついて調べる時間があった」「実習先について調べる」「根拠法を調べる」「実習先の情報」

などの記載が目立った。さらに、「事前に地域について知ることで、普段利用者がどんなと

ころで働き、生活しているのかや、施設がどのような場所にあるのか理解しやすかった」

と具体的に記した学生もいた。実習施設・機関を理解するにあたり、その地域性を掴んだ

ことから学びが深まった実例であるだろう。 

これらの記述から、学生にとって実習先について調べるということが、当然のことなが

ら重要であること、それらを授業時間内で調べる時間を持つことを求めていること、そし

て、各自で調べたことを互いに発表しあって共有し、他者の経験から互いに学んでいこう

とする姿勢が感じられるようである。 

授業時間内で調べることと、各自で調べて授業に臨むこととの兼ね合いについての議論

はあるかも知れない。一方、各自の経験を分かち合って互いに学び合おうという姿勢は、

本学の実習に対するスタンスと方向を同じくするものである。 

 

【実習計画書の書き方について】 

次に、「計画書の書き方」（16 人）について記した学生が多かった。その理由として、相

談援助実習において学びを深め、大切なことを得るためには、実習計画書を欠かすことは

できず、実習に取り組む意味や達成目標を自ら明確にし、計画書に立ち返りつつ実習を進

めていくことになるということを、学生がわかっているからだと考えられる。 

アンケートには、短い言葉ながら、計画書に関する様々な要素が見受けられる。大枠で

「計画書の書き方・指導」と記されているものも複数あれば、「テーマ・課題の設定につい

て」の指導が重要であったとする学生もいる。また、「添削」に意味があったと考える学生

もいた。さらに「計画書の書き方を通じて実習の視点などを学べた」とする学生もいた。

学生にとって計画書は必須のものであるが、どこにテーマ・課題を置くのか迷い、自身で

作成した計画を他者からのアドバイスを受けて再考し、さらに調整することを求めている

ことがうかがえた。今後、グループワークで意見交換をすることを含め、計画書を学生が

いかに推敲していくのか、指導の持ち方の検討が期待される。 



そして、上記の「視点を学んだ」という場合のように、計画書の作成が、その過程で気

づきがあるなど、さらに多くのものを得るきっかけとなるような指導を構築することの大

切さが感じられる。また、記録の書き方のところで述べたことでもあるが、学生自身が考

える力を伸ばしたり培ったりすることが重要であることは言うまでもない。 

 

【10 人以上の学生が有益と挙げた項目について】 

事前学習において役立った、印象的だった、重要であったと考えることとして、10 人以

上が挙げた事項について、ここでまとめておきたい。すでに記述したもの以外で 10 人以上

の学生が挙げた項目は、事例を通しての学習（12 人）、実習の留意点（12 人）、ロールプレ

イ（11 人）、グループ学習・意見の共有（10 人）の四点であった。 

まず事例を通しての学習について、具体的に以下の記述があった。「（去年の実習生の経

験を基に）実際の利用者からの問いかけ（困ったこと）に対してどのように返すか、皆で

考えた」「実習で起こりそうな事例に対して、どのように対処すべきか考えた（お菓子をも

らうこと、指導者と合わない例など）」という「考える」ものもあれば、経験談などを「聴

く」というものもあった。いずれも、初めて臨む実習のイメージが明確になることにつな

がり、さらに後述する「専門職としての価値・倫理」とも重なる学びになり得るものであ

ると考えられた。 

実習の留意点については、同じ項目に整理されたものの、内容は比較的多岐にわたり、「事

前訪問の注意点」「実習先での心得」「実習中の留意点の説明」などが挙げられていた。「～

なことを学んでこれればいいんではないかというアドバイス」という書き方をした学生も

いた。事前訪問、実習中、学びの視点について、など各大学で様々な場面を想定した指導

がおこなわれたてきたことが再確認できた。学生は実習に対して大きな不安を持っていて、

上記の内容（事前訪問や実習中の注意点など）に対して改めて考える機会を持ったり、意

見を聴いたりすることで、イメージの明確化と実習への動機づけができてきていると考え

られた。何度か述べたことと同様に、教員が話したり助言したりする場合もあるが、まず

学生が自分で考えるということが大切にされるのであり、そのための授業の工夫も必要で

あると考えられた。 

 次にロールプレイについて。複数の学生が「（事前訪問等に向けての）電話のかけ方」を

挙げていた。また、「利用者との関わり方」や「職員に対しての話し方・あいさつの仕方」

など、実習中の日常場面に関する事柄もあり、一方、「面接技法に関するロールプレイ」な

ど相談援助のスキルを高め、実習での相談援助場面から多くを学ぶことを意図したものも

あることが見受けられた。さらに、「利用者の方への自己紹介のロールプレイ」が印象に残

ったという記述も見られたが、自己紹介を考えることが、自分自身を見つめなおすきっか

けになったようだ。「あいさつのロールプレイ」については、どの状況のあいさつであるの

か記述からはわからない。自己紹介（あいさつ）のロールプレイはあり得るが、日常のあ

いさつは学生が自身で身につけることと思われる。実習指導の授業で扱いロールプレイで



確認したり深めたりすべきことと、授業では確認するにとどまることの見きわめを、教員

間で共通認識を持てると良いのではないか。 

 グループ学習・意見の共有については、「不安の共有」「不安なことや疑問点についての

話し合い」「個別学習の共有」「学生同士での意見の共有」「学生同士での実習目標や重点課

題などの共有」「実習先の情報を発表し合った」「他の学生に知ってもらうことで、広い視

野を持って課題を深めることができた」などの記述があり、実習に対する不安を、他者と

分かち合うことによって乗り越えること、自身の実習について個別に学んだことを他者と

共有することによりさらに深めることにポイントがあるようである。 

 

【その他、記述のあった項目】 

以下に記すのは、10 人未満の学生が記述した項目である。社会的マナー（9 人）、心構え

（8 人）、利用者との接し方（７人）、評価表の書き方などの事前学習（7 人）、先輩の話（６

人）、社会福祉での価値や倫理（4 人）、指導者との接し方（３人）、個別相談・不安の対応

（３人）、実習報告書・礼状の書き方（２人）が挙げられている。これらはいずれも、ここ

までに述べた項目と重なる面があると思われる。 

ここに挙げられている「価値・倫理」については、「倫理綱領」「ソーシャルワーカーの

専門性について考える」「社会福祉士として何を学ぶのか」「社会福祉士として持つべき価

値観やイメージの共有のグループワーク。他の人の視点も聴くことで考えるべき視点を学

ぶことができた」という記述があった。社会福祉士という相談援助に携わる専門職として

の資格を得るにあたって、何を学び、どのように成長することが求められるのか、自らに

問う機会を持ったようである。ただ、「価値・倫理」に直接触れる記述をした学生が４人と、

ことの重要性に比べて少ないように思われる。これは、実習の根幹をなし、ぜったいには

ずせないものであるはずだ（実践においても同様である）。この点についてさらに時間を割

く必要があるのではないかと思われる一方、これまでに取り上げた項目に再度注目すると、

「価値・倫理」という言葉を使わなくても、切り離しては考えられないことが随所に見受

けられた。直接のテーマではない場合にも、事前学習に取り組む中で身につけたり確認を

したりする機会を持っているようだ。 

また、「個別相談・不安の対応」については、「文章（記録）の書き方から態度等、一人

ひとりの不安に一つ一つ丁寧に答えてもらった」「研究室にて個別相談をしてくれた」「学

ぶことに対するモチベーションを上げてくれるような指導」という記述がある。この項目

についても、上記「価値・倫理」と同様に、他の項目にあまねく含まれているため、この

項目に特化した意見が少なかったのではないかと考えられる。本学のみを考えても、一人

ひとりの個別性を大切にすることは非常勤教員を含め、すべての教員が意識しているはず

であるし、個別相談もしばしばおこなわれている。学生のひとつの言葉には、様々な内容

が含まれていることを改めて実感する。 

 



【学生からの改善提案】 

ここで「改善提案」という言葉を使い、実際にそのとおりであるが、学生としては不満

に感じたことについての記述が 3 件あった。「指導が足りない」「相談所の実習なので、施

設をベースにした実習指導はまったく意味がなかった」「先生によって記述指導がやや違う

面がある。文章書にしなければならなかったので、面倒くさい」というものである。 

指導不足については、この一語の記述であり具体的な内容は現時点ではつかめていない

が、学生の不満は読み手に伝わる。いずれにしても、学生が専門職としての基盤となる姿

勢や、力量を獲得することに寄与する実習指導を考え続け、実行することが必要であろう。 

二番目の記述については、本学の場合、ソーシャルワークはタテ割りではないという考

え方に基づき、施設であっても相談所等の機関であっても、児童・高齢・障がい福祉など、

いずれの分野であっても、根底にある重要なことは共通していると考えた実習指導をおこ

なっている。施設における実習を題材とした指導であっても、いわゆる機関系の実習にも

十分に意味があると考えている。それは非常に重要なことであり、その点について学生の

理解を得る（ソーシャルワークの本質を、学生がより深く自分のものとする）実習指導の

工夫が求められているのではないか。 

三番目の教員による違いという点については、今後の課題の一つである。もちろん教員

にはそれぞれの持ち味があり、個性があることは人と人とのかかわりの魅力でもあり、安

易に均一化を語れるものでもない。しかし、すべての実習生が必要な学びを確保でき、得

るべきものを確実に獲得できるような実習指導になるよう、考えていくことになる。 

 

【これからに向けて】 

本アンケートは、教員にとって自らの実習指導を振り返り、見つめ直し、これからに向

けての工夫をしていくことに繋がるものである。教員それぞれが精一杯の思いと力を注い

できたのだけれど、それを学生がどのように受け止めているのか、各大学の授業評価の項

目とはまた違った視点から見ることができる。 

ほとんどの学生は、初めて実習に臨む。とても緊張し、不安を感じていることがアンケ

ートから再認識することができた。それが、実習先の概要を調べたり、実習計画を立てた

りする中でイメージができ、不安が解消していく。状況によっては、個別対応が必要とな

る場合がある。教員は、学生が大きな不安を持って踏み出していることを十分に理解して、

丁寧に学生と向かい合っていくことが大切であると、あらためて確認する機会であった。 

また、これまでに各項目に関連して今後の課題について考えてきたが、今回得られた学

生の意見（記述）をもとに、事前指導・実習中指導（巡回指導を含めて）・事後指導とトー

タルにつながる実習指導のあり方について、さらなる検討を加えることが求められよう。 

 

 

 



【資料】アンケートの KJ 法分類 

 

本研究にておこなった学生に対するアンケート調査を KJ 法にて分類したものを、資料と

して加える。 

まず、分類した 17項目を示し、次に各項目の中に含まれている学生の意見を表にまとめ

た。カッコに数字が入っているものは、同じ言葉を記した人数であり、数字が入っていな

いものは、それぞれ１人の学生が記述したものである。 

 

①記録の書き方（７５人） 

②計画書の書き方（１６人） 

③実習報告書・礼状の書き方（２人） 

④社会的マナー（９人） 

⑤グループ学習・意見の共有（１０人） 

⑥事例を通しての学習（１２人） 

⑦個別相談・不安への対応（３人） 

⑧社会福祉における価値・倫理（４人） 

⑨先輩の話（６人） 

⑩実習先の基礎知識（４０人） 

⑪ロールプレイ（１１人） 

⑫事前学習（７人） 

⑬課題 不満等のマイナス意見（３人） 

⑭実習の留意点（１２人） 

⑮利用者との接し方（７人） 

⑯指導者との接し方（３人） 

⑰心構え（８人） 

                                                          

１) 事前の実習指導                                      

① 記録の書き方（75 人） 

記録の書き方                                                 （３９） 

記録の書き方の指導                                        （１９） 

記録について                                             （２） 

記録の書き方。 先輩のものを見せてもらえたのがとても役に立った                   

記録の記入の仕方                                                           



記録の書き方。 実習前は何を書けばよいのか分からなかったが、授業でふれて書き方

が分かった。実習中は気が付いたことをメモにした。事後は、思ったように書かせてもらえ

たので、すぐに作成を始められた.                                     

記録用紙の書き方                                                  

記録の書き方の例を提示していただけたので参考になりました                        

記録の書き方、留意点                                            

記録の書き方-説明                                                   

記録の書き方。送り方                                                  

ビデオを見せて、その見た内容を「事実、考察、振り返り」に記入する作業 

（実習ノートの書き方）                                                             

記録の書き方について。昨年の人のものを参考に、試しに一度書けたのが良かった 

記録の書き方、書類の使い方、実習ノートの使い方                                

記録の記入例                                                       

日誌の書き方についての指導                                       

日誌の書き方                                                    

日誌等の記録物。課題の取り決めについて                                   

                                              

② 計画書の書き方 （16 人） 

実習計画書の書き方（立て方）の指導                              （４） 

実習計画書の書き方                                         （２） 

実習のテーマ設定の際の指導                                           

実習計画の添削                                                    

実習における課題の定め方                                              

実習計画書の書き方を通じて実習の視点などを学べたこと                                

個人表など計画書の書き方指導                                            

実習計画の作り方、アドバイス                                             

実習計画書についての詳しい指導                                      

一緒に、計画書をチェックしてもらったこと                                    

企画書の書き方の指導                                                   

計画書の作成の指導が丁寧だったので、目的や取り組む姿勢が明確な状態で実習に行

けた                                                              

 

③ 実習報告書・礼状の書き方（2 人） 



お礼状の書き方や、報告書の書き方について                             

実習報告書の書き方をどのようにすればよいのか、丁寧に教えてもらえたのでとても助か

りました                                                          

                                                

④ 社会的マナー（９人） 

実習中の姿勢やマナーを教えて下さったこと。                          （２） 

礼儀・マナー                                               （２） 

マナーについての指導                                                

マナー、心意気                                                              

実習生としての姿勢                                                               

マナーのビデオを見る                                                               

実習先でのマナーについて、事例を通して=Q&A を見ながら                        

 

⑤ グループ学習・意見の共有（10 人） 

実習に行く前の悩みや不安の共有                                       

実習はどんな感じかを皆と共有する                                        

学生同士でアドバイス                                                  

実習で学びたい事柄を共有するグループワーク。他の学生にも知ってもらうことで、広い視

野を持って課題を深めることができた                                              

個別学習の共有                                                      

学生同士での意見の共有                                            

実習先の情報を学生同士で発表しあったこと。(社協はどんな団体か、何をしているか etc)                                                      

学生同士での実習目標や重点課題などの共有  不安なことや疑問点についての話し合

いおよび、教員による指導                                             

グループワーク                                                       

グループみんなで学習                                              

 

⑥ 事例を通しての学習（12 人） 

 事例を通しての学習                                          （２） 

目標の設定  

実際の利用者からの問いかけ(困ったこと)を皆でどう返すか考えた。これは、去年の実習

生が残してくれたものを事例にして                                                



今までの実習に起きた問題について皆で考えたこと                               

利用者の方に対する対応の事例                                                      

様々な前年までの実習経験者の体験談を授業で紹介してくれたこと              

実習中実際こんな場面にであったら…というデモンストレーション                      

具体的な実習中のアドバイス。～こういう利用者もいるかもしれないよ… 過去の先輩の

事例                                                                            

事例に対して、みんなで意見を出し合ったこと                                           

実習で起こりそうな事例に対して、どう対処すべきかを考えること (ex. 利用者からお菓子

をもらったら？ 指導者と合わなかったら? など)                                         

先輩の実習中に起こった事例の話など                                                 

 

⑦ 個別相談・不安への対応（３人） 

文章(記録)の書き方から態度等生徒一人一人の不安に一つ一つ丁寧に答えてもらいまし

た                                                          

研究室にて個別相談をしてくれた                                           

学ぶことに対するモチベーションを上げてくれるような指導                            

 

⑧ 社会福祉における価値・倫理 （４人） 

倫理綱領                                                          

SW の専門性について考える                                              

社福士として何を学ぶのか                                            

社会福祉士としてもつべき価値観やイメージの共有のグループワーク 他の人の考えも聞

くことで考えるべき視点を学ぶことができた。事後学習の自己覚知にも役立った            

 

⑨ 先輩の話 （６人） 

前年度の先輩方の体験談を聞けた                                                  

先輩の（昨年の）資料 

先輩からのメッセージ、教員からのお話 

自分の行く分野の先輩方の実習を終えての資料を見る機会があり役に立った               

MSWの実習先だったので実際に病院で働く MSW さんに来ていただいて、実習について話

していただいたこと                                                 



先輩の体験談                                                    

 

⑩ 実習先の基礎知識 （４０人） 

実習先について調べる                                        （４） 

施設の概要について知ることができた                               （３）  

実習先（施設）の情報収集                                      （２）  

施設について調べる時間があったこと                                              

個人で実習先の下調べ                                                              

実習先についての事前の下調べ                                                     

実習先施設についての学習                                                       

実習先について調べる時間を授業内で取って、分かったことを授業の終わりに発表すると

いう作業                                                        

実習先の情報提供                                                                

事前訪問                                                        

事前訪問ミーティング                                              

制度などの枠組みについて                                                

法律など関連法について                                               

実習先の(法的など)概要、理念                                       

法律 都市の概要                                                

施設利用に至るまでの経緯、対象の学習 施設の目的(法文上から)の学習             

事前に行った事前検討や制度に関しての勉強                               

根拠法を調べる                                                   

実習に行くに当たってその実習先についての情報を整理できた。 

終わった後は何を学びとったか整理できた                               

制度についての理解                                                                 

事前に地域について知ることで、普段利用者がどんなところで働き、生活しているのかや、

施設がどのような場所にあるのかを理解しやすかった                                                             

施設の違いについて                                                               

法律上の仕組み                                                                  

自己調べ学習                                                                  

H 市について                                                                

実習先について、関連する法律や制度などをグループで調べたこと 



歴史や制度                                                     

実習先の種別についての知識の提供                                        

分野別の詳しい説明                                              

知識                                                           

障害がある人との関わり方や障害特性を学んだこと                              

実習先の施設で行うであろう作業などの説明                                 

各自の実習先に対する事前学習をレポートに纏めたこと                            

実習先の施設に対する基礎知識。障害者領域に関する知識、理解                 

 

⑪ ロールプレイ （１１人） 

事前訪問に行く前の電話かける練習                                   

電話のかけ方など、細々したところの指導                                 

ロールプレイ                                                       

事例をもとにしたロールプレイ                                             

利用者との関わり方                                             

ビデオを見て実践                                                  

実習中に職員に対しての話し方、電話の応対の仕方、あいさつの仕方の指導                

実習先でこんな事を言われたらどう対応するのかのロールプレイ                  

面接技法に関する講義、ロールプレイ                                        

利用者の方への自己紹介の仕方などのロールプレイ                              

面接技術の学習をしたことにより、利用者と面談を行う時、意識しながらできた             

 

⑫ 事前の学習 （７人） 

実習準備のワーク                                                   

担当教員による事前の実習指導は全て役に立ったと思います                        

事前に勉強しておいた方が良いこと                                    

評価表の書きかたの指導                                              

実習に向けての事前学習                                          

事前学習                                                            

大変でしたが、事前学習が役にたちました                                    

 

⑬ 課題 不満等のマイナス意見 （３人） 

指導足りない                                                     

相談所の実習なので、施設をベースにした実習指導は全く意味がなかったと思う         



先生によって記述指導がやや違う面がある。 文章書にしなければいけなかったので、面

倒くさい。 実習報告書も実習終了した時のレポートとちがう。また、別のレポートをかかさ

れた。 うざかった 

 

⑭ 実習の留意点 （１２人） 

事前訪問の注意                                                    

実習先での心得                                                                  

実習にあたっての心得 

情報（手続きなど)の共有                                                            

実習の流れの説明                                                                  

実習の目的についての指導                                                     

～なことを学んでこれればいいんではないかというアドバイス                         

実習前の注意点指導                                                                   

実習中の注意事項について                                                        

実習に向けての計画、目標設定                                                    

実習中の留意点の説明                                                        

実習生としてどこまでかかわって良いのか、12 日間、どのような目標を持って実習に臨め

ば良いのかのアドバイス 

 

⑮ 利用者との接し方 （７人） 

利用者とのかかわり方。相手との距離感や受容する姿勢など、ごく当たり前のことをもう一

度復習しておいて良かった。実習先では、さらに応用することが必要だったが、基本を事前

に確認しておくことが大切だと感じた 

コミュニケーションスキル                                                            

コミュニケーションのとり方についてのアドバイス 

利用者との接し方                                                             

ワーカーとしてのあり方 

全体：意見を交換する時の発言力 

事前：意見を言う意識が生まれた 

対応について                                                                    

 

⑯ 指導者との接し方 （３人） 

敬語のつかい方などの社会ルールの映像を見たこと                         

職員との関係構築について                                           



事前：実習指導者の方への接し方の指導 

 

⑰ 心構え （８人） 

心構え                                                  （４） 

実習の心がまえの指導 

実習前の心構えについて 

実習への心構え                                                

実習について心構えとかアドバイスをもらえた                               

 



２）巡回指導 

 

巡回指導で学生が役に立ったと思ったことのアンケート結果をスーパービジョンの３つ

の機能にあてはめて、1．実習生自身の感情への対応(支持的機能)、2．実習指導内容の確

認・調整(管理的機能)、3．実習状況の確認と指導(教育的機能)、4．巡回の形式、5．その

他に分類した。(資料) 

 

①実習生自身の感情への対応 

不安の解消・話を聴いてもらう・相談することが大きく占め、悩みや相談の詳細は書か

れていないものの、「不安」「悩み」「心配事」「困っている事」について教員に話を聴いて

もらうということが、実習中の学生にとって有益であることがあらわされている。また、

普段から関わっている教員からの励ましや、面会した教員の存在そのものが、不安と緊張

の中で実習を行っている学生にとって、安心する要素であったことが言える。 

 

②実習指導内容の確認・調整 

実習施設のプログラム、マネジメント、スーパービジョン体制について学生から聞き取

り、必要に応じて調整するという項目をまとめた。特に実習プログラムについては、学生

自身が学びたいことと違うプログラムを準備されている場合、学生自身の意欲を欠く場合

があり、調整が必要になる。また、実習中の窓口となる実習指導者との信頼関係は大切で

あり、スーパービジョンがうまく行われていない場合も調整することでその後の実習が円

滑に行われることとなる。 

 

③実習状況の確認と指導 

学生が実習を進めていく中での様々な学びを教員と話すことで深める作業についての項

目をまとめた。アンケート結果の中でも大部分を占め、ソーシャルワークの学びや、関わ

り・姿勢の項目のように、具体的な事柄についてアドバイスしたことが役に立ったという

ことと、実習達成度・振り返りのように、学生自身が話すことで今までの実習を振り返り、

整理する作業、振り返ったうえで今後の目標設定について一緒に考えていく作業が役に立

ったといえる。また、記録の書き方を巡回時に指導してもらったことが役に立ったという

意見が多数ある。このことから、学生が実習中に記録を書くことについて何らかのつまづ

きがあり、それを教員からの指導で解決していったことがいえる。 

 

④巡回の形式 

巡回指導で役に立ったことについてのアンケートの中に、教員との 1 対 1 の面接、時間

を取ること、実習指導職員との 3 者面談、複数の学生とのグループ面接等が役に立ったこ

となど巡回の形式にふれられている意見がいくつかあった。また、巡回の時期が早すぎて

何を聞いていいのかわからなかったとのマイナスの意見も見られた。 

 

 

 



この結果から、実習巡回において教員が行うスーパービジョンを 3 つの機能にまとめる

と、以下のようになる。 

 

⑤支持的スーパービジョン 

学生は実習をおこなうことで、慣れない環境、人間関係、通勤、を体験し、普段の学生

生活以上に緊張した日々を過ごす。現場で利用者さんの生活歴を聞いたり、状況を目の当

たりにして受けるストレスもある。また、帰宅してから毎日の記録を書くことで睡眠時間

を削ることもあり、心身共に疲労する学生が多い。そのような中で教員が巡回時に行うス

ーパービジョンでは、学生の気持ちを受け止め、安心して悩みや相談ができる関係を築く

ことが大事になる。実習を行なう上で困ったことはないか、実習指導者に相談できないこ

とはないか、プライベートな問題で実習に支障をきたしていないかなどを学生が相談でき

る信頼関係が作れることと、日常の学生の状況を把握していることが必要であり、普段か

ら関わりのある教員が巡回指導を行うことで支持的スーパービジョンの効果があるといえ

る。 

 

⑥管理的スーパービジョン 

巡回指導では、学生の実習環境整える役割があり、そのためには施設の実習体制やプロ

グラムによってその日の担当者がいても実習指導者にはなかなか会えず、スーパービジョ

ンを受けられない状況になっていないか、利用者さんやほかの職員とのトラブルが起きて

いないか、施設が用意したプログラムと学生が学びたい目標や計画が違う場合や、ケース

記録の閲覧可否など、学生側から依頼しにくいことがないか、施設内での学生の受け入れ

体制が整っており、心理的にも環境的にも学生の居場所があるかなどを確認し、学生自身

で解決できない場合には、施設側と調整していく必要がある。施設や実習指導者と、事前

の情報交換や、何かあればその時に調整できる関係を築くことが重要となる。 

 

⑦教育的スーパービジョン 

巡回時、学生から実習での学びの確認をする。学生は話すことで今までの実習を振り返

り、後半の実習目標の軌道修正を行っていく。また、自分自身の実習態度や姿勢について

も気づくことが出来る。アンケートではソーシャルワークの学びや実習記録についての指

導が役に立ったという結果が多く見られた。実習で学んだ事がらと、自分の実習目標をう

まくつなげることが出来ず、ソーシャルワークの学びが深められない学生もいる。利用者

さんとの具体的な関わりについての相談や、実習記録を書くことでの学びを深める作業が

うまくできないという相談もある。この部分は実習指導者からのスーパービジョンとも重

なる部分であり、実習指導者と情報交換をしつつ役割分担を行っていく必要がある。学生

自身が自ら気づき、学んでいけるようなスーパービジョンが求められる。 

 

 

 

 

 



⑧まとめ 

このような学生が抱く不安や悩みの解決、実習での学びを深める作業は、学生自身の力

で進められることが望ましい。学生が自分で解決できるかどうかの見極めが必要であり、

足りないところをサポートしていくことが実習巡回において求められる。 

その巡回指導の形としては、1 対 1 で話を聞くことが大事であり、その環境を施設に提

供してもらう必要がある。また、実習指導者から学生の様子について情報交換し、学生・

実習指導者・教員との３者で今後の実習について話し合う時間も有効である。巡回は学生

それぞれの状況によって最も効果のある時期に行うことが望まれ、そのためにも実習施設

との情報交換や連携ができる信頼関係が不可欠であり、学生が教員に相談できる関係も重

要となる。 
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大項目 中項目 小項目

不安解消

実習中という緊張感のある中で、不安なことなどを聞いていただき、また、実習先の職員の方には少し言いづらい
ことも、巡回指導の先生に伝えることで、不安の解消につながり、巡回指導後の実習の方が円滑に進んだように
思います。

悩み相談 実習をやっていて何か悩みがあればということで話を聞いていただけて良かったです。

聞いてくれた
どうやって実習して、その施設にいる方たちの抱えている問題を把握すればいいのか分からず不安だったが、巡
回で話を聞いてくれたので安心して実習にのぞめました。

不安を話す 不安・疑問を心配なく打ち明けられた
不安を話す 不安、悩みを聞いてもらう
悩み相談 悩んでいることを話せた。

不安を話す 心配事などを考えてもらう
悩み相談 悩み相談
悩み相談 相談する

聞いてくれた 個人的な悩みを聞いてもらえ、実習先でどうしたらよいかアドバイスをもらえてよかった。
悩み相談 相談の場を確保

不安を話す どんなことをやっているか話した上で不安や困っていることなど相談にのってもらえた。
悩み相談 悩みの相談
悩み相談 悩みの相談
悩み相談 8月の悩みをすぐに先生にすぐに相談したせいで、うまく9月に前向きな気持ちで実習に向かうことができた。

不安を話す 実習中の不安をくみとってくれた
不安を話す 不安に対するアドバイス
悩み相談 困っている事があったらの相談

聞いてくれた 話をきいてもらい、悩んでいること、こまっていることに対し、アドバイスをもらった。
不安を話す 心配なことや不安なことを話し、アドバイスをいただいたこと
悩み相談 悩み等の相談
悩み相談 不安や悩みについての相談
悩み相談 相談にのってもらう
不安解消 実習中に感じた不安などの解消
悩み相談 悩み相談。
不安解消 実習中に感じていた不安等を聞いて、どう対応するか提案してくれた。
悩み相談 実習中→巡回時の相談
悩み相談 相談

聞いてくれた 話を聞いてもらった。アドバイス

聞いてくれた
(先生によって、対応が全く違ったが)良い方の先生は、よく話を聞いて下さったことで、自分自身を客観的に見つ
め直すことができた。

聞いてくれた 詳しく話を聞いてもらえて、職員の方にも言えないことが言えて楽になった。
聞いてくれた 実習中にみえた課題や経験できたことをたくさん聞いていただけて嬉しかった。
聞いてくれた 実習の状況をきいてくれた
聞いてくれた 実習において心に溜まっていたことを親身になって聞いて下さった。
聞いてくれた 自分の話を単純にしっかりきいてもらえたこと

不安解消 実習中における不安
聞いてくれた 実習中に困ったことなどを聞いてもらうことができた。
聞いてくれた 自分の話を聞いてくれた。
聞いてくれた 実際に今悩んでいることや考えていることを聞いてもらえたこと。
聞いてくれた 話をすごく聞いてもらえた
聞いてくれた ゆっくりと話を聴いてもらえてうれしかった。(緊張もしているので)
聞いてくれた 先生が話を聞いてくれたこと
聞いてくれた 悩みなどを積極的に聞いてくれたこと
聞いてくれた 心配事を聞いてくださった
聞いてくれた 思っていることや不安なことを聞いてもらえたこと
聞いてくれた 話を聴いてくれ、困ったことがないかなど気にかけてくれた。
聞いてくれた 話をよく聞いてもらえて良かった。
聞いてくれた 実習での不安な事等を聞いてくれた。
受け止める どんなことが大変なのかアドバイスなど

聞いてくれた
巡回に来てくださった先生は、私たちの想いによく耳を傾けてくれた。
実習後に相談しに行ったこともあり、その助言があったことで頑張ることができたように思う。

スーパービジョン スーパービジョンで先生が一人ずつ丁寧に対応してくれた
受け止める （実習中）受けとめてくれること

聞いてくれた 丁寧に話を聞いてくれた。
聞いてくれた 丁寧に話を聞いて下さったのがよかった。
精神的なケア 精神的なケア。
不安が和らぐ 不安がやわらぐ

安心した 安心した
精神的なケア やはり先生が巡回に来て下さる日はどこか楽しみでした。

安心した
指導というよりは、個人的に話を聞いてくれたというイメージ。
顔なじみの先生が来て、話を聞いてくれるというだけで、精神的に安心できたと思う。

安心した 具体的に○○というよりも、来て下さるだけで安心した
安心した 社大の教員が実習先に来ることで、一時緊張からとかれ、安心する。

精神的なケア 話をすることによる精神的安定
安心した 現状を聞いて、大丈夫と言ってもらえて安心しました。
安心した 見慣れた先生が来て安心した。

２)‐２巡回指導
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安心した 様子などを聞いてくれ、慣れ親しんだ教員との会話だった為、安心できた。
安心した 安心感があった。

励まされた どんな感じかを聞き、頑張れと言ってくれた。
励まされた 先生が持ってきて下さったみんなの寄せ書きは力になった。
励まされた 先生からのはげましとアドバイス。

プログラム確認 実習中に行ったことを話し、それについてのアドバイスなど
プログラム確認 実習中に行ったプログラム。
実習内容調整 実習内容に不満があり、実習目的を達成できそうにないという不安を実習担当者に話し、解消してくれようとした
実習内容調整 実習先への実習内容についての指導(実習担当の方が受け入れが初めてであったので)
実習内容調整 実習内容を計画書と照らし合わせて確認してくれ、職員などに言いづらいことはないかなど、聞いてくれた。

指導者との関係調整 直接実習指導者に言いにくいことはないかと尋ねてくれたこと。
指導者との関係調整 スーパービジョン　実習生ー職員間の関係回復

ソーシャルワークの視点
これからどのような視点で見ながら実習をすればよいかアドバイスをくださったこと。(児童分野だけど、ソーシャル
ワークの視点で共通するものを見つけるなど)

ソーシャルワークの視点
どういう視点から実習での学びをとらえるのか。何に着目して実習をすすめていくか（ソーシャルワーカーの視点
など）

アドバイス 実習先の情報、実習をしている中で疑問に感じたことへのアドバイス
アドバイス 助言も的確にいただいた。

スーパービジョン 先生からのスーパーヴィジョンをうけられてとても助かりました。
アドバイス 実習内容の助言
アドバイス 実習中に起きた出来事について、悩み・疑問を親身に聞いてくれ、それに対する的確なアドバイスをいただいた。
アドバイス 自分が感じた疑問について話を聴いてくれました。アドバイスも頂きました。
問題整理 問題意識としてうけとめてくれたこと、疑問にたいしてちゃんとこたえてくれたこと

コミュニケーション コミュニケーションのとりかた
コミュニケーション 利用者とのコミュニケーションのはかり方
コミュニケーション 実習中：利用者さんとのコミュニケーションの取り方

アドバイス 問題解決への助言

アドバイス
自分の課題としてあったアフターケアについて、しっかり調べて、理由付けを深めると良いというアドバイスがあっ
たこと。

アドバイス 分からないことにこたえてくれること
スーパービジョン スーパービジョン、他の学生のやり方や様子を伝えてくれたこと。

スーパービジョン
巡回指導というものになれば、学生の諸問題の把握が先生（担当の先生、巡回の先生）が十分に把握しきれてい
ない。

アドバイス やり方について
アドバイス 自己覚知や社会福祉としての役割についての助言、利用者の心理や行動の理解についての助言

姿勢 実習中：疑問を持つことの重要性について
姿勢 実習生としての立ちふるまい

関わり どういう対応がいいのかの話し合い
取り組み 実習指導員に指摘された事について一緒に考えていただいた。中間報告の原稿も見てもらった。
関わり 児童との関わりと施設での生活について悩んだことのアドバイス

取り組み 実習についての取り組み方
取り組み 物事や出来事に対するとらえ方の指導

姿勢 実習に対する姿勢について
振り返り 先生に、実習であったことを話すことで、客観的にふり返れた、

確認
計画書の内容にそっているか、どれぐらい進んでいるかを確認することができ、また自分に足りない部分を知るこ
ともできその後の実習に大きく影響した。

確認 計画の進み具合について。
振り返り 実習テーマの振り返り
振り返り 気付きの振り返り
振り返り 今までの振り返りとこれからのことへのアドバイス
振り返り 実習の経過報告についてのコメント

確認 悩みや今後の内容確認をするいいキッカケになった
確認 作成した計画書の具体的日程等の進め方
確認 実習の目標を改めて確認し、頑張ろうと思えた

振り返り いままでの実習経験を整理する機会になる。

振り返り
折り返しの日程(実習期間半分にあたり)で来ていただけたため、今までの振り返り、残りの実習へののぞみ方を
確認できて良かった。

振り返り 途中経過で、半分の整理に役立った。

振り返り
今までの実習とこれからの自分の実習について、どのようにしていったら良いのか振り返りや課題を見つける、話
し合いの時間があった

わかちあい 先生との分かち合い
整理 巡回指導で、自分の中に疑問に思うことの整理が出来た。
整理 疑問の整理　課題をこなせているか
整理 今まで学んだことの整理
整理 今後の課題などを明確にしてくれた。

アドバイス
その時、考えていたことを教員に話すことができた。友達ぐらいしかその日その日の感想を言う相手がいないの
で、巡回教員に学んだことを話し、アドバイスしてもらえるのは大きい。

アドバイス 自分の中で整理できない部分へのアドバイス
振り返り 客観的になることができ、先生を通して評価やどう行動したら良いのかなど、話をすることができた。
振り返り 子どもとどのように接したら良いか、何が目的で来ているか、思い出すような指導をしてくれた。

アドバイス 不明点を質問することができた。
記録 記録のふり返り

わかちあい 実習で得たものを他の人と共有するという目的の為に、自分の中でも改めて考えることができた。
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振り返り 今までの振り返りができたこと、

課題
これからは何を考えながら実習に臨めば良いか、実習に行くことだけだった中に、頭に入れておくべきことを考え
なおす時間が持てました。

課題 今後に向けての課題についてのアドバイス
目標 残りの実習での目標の設定の仕方等
視点 これからどのような点に注目していくのかを話した。
目標 今後はどういう実習にしていくか、一緒に考えていただいた。
目標 これからのことをアドバイスしてくれた。　・指針を一緒に考えてくれた
目標 これから（残っている実習）の実習をどのように進めていくか一緒に考えてくれたこと。
目標 実習目標達成に向けての指導
目標 実習のこれからの進む方向について示してくださったこと
課題 これから（巡回指導後の数日）の実習で何をするか考えた。
目標 今後そのような流れで行うのか、今どの程度理解できているのか、を話してくれた。
目標 今後の実習をどのように進めていけばよいのかの相談。

取り組み 引っかかっていた出来事を振り返り、今後につなげることができた。
取り組み 先生と指導職員と一緒に、今後何を中心に学んでいくか方向性を話せてよかった。
取り組み 自分自身の今後の取り組み方。

視点 今後の実習内容について。今後重点すべきこと。
目標 これからの展開。
課題 今後の課題設定
姿勢 今の状態をよく聞いてくれて、今後の姿勢についても指導してくれた。
課題 残りの実習でどんなことを学べばいいか、悩んだことに対してどのような行動を取ればいいかのアドバイス
課題 実習中に取り組みたい事について話ができて良かったです。

書き方 記録の書き方
書き方 記録の書き方を教えていただく(ポイント)
書き方 実習ノートを見せ、書き方についてアドバイスを受けた
書き方 中々、学校に行ったりできず、友達に会えない状況で、記録の書き方などアドバイスがもらえて良かったです。
書き方 実習記録の書き方
書き方 記録の書き方

アドバイス 記録についてのアドバイス
書き方 記録の書き方
書き方 記録の書き方の再確認
書き方 記録の書き方
書き方 記録の書き方
書き方 実習記録の書きかたの指導
書き方 記録のかき方
書き方 記録の書きかたの指導
深め方 実習記録の確認（事実と考察が、別れて書かれているか、出勤簿はうまく記入されているか等）

アドバイス アドバイス等(記録のまとめ方）
アドバイス 記録のチェックとアドバイス

深め方 記録の書き方の見直し
書き方 記録の書き方の指導
書き方 記録の書き方
書き方 記録の書き方について指導されたこと
書き方 記入例
書き方 実習記録の書き方
書き方 日誌の書き方について。
書き方 実習中）記録の書き方
３者 実習指導者の方にも感想や意見・アドバイスを言っていただけて、非常に良い時間となった。
時間 実習中→巡回時に多く時間をとってもらったこと

１対１ 先生と2人で話す
３者 巡回指導者と実習生のみでの丁寧な相談時間

回数
実習中に、2回巡回指導があり、大変支えになりました。4週間のうち、毎週1回巡回指導があったほうが良いと思
いました。

グループ
１ヶ月に１回くらいのペースで、同じ実習先の学生を集めて近況を話す機会をもらったことにより、先生にも悩みを
ちょくちょく話すこともできたし、同じ実習先の学生と話すことは分かち合いや励みになった。

グループ 他学生の実習経験の共有
グループ みんなで話す時間を持つことで、実習についてまとめやすくなった。

時期 巡回指導の日程が早く、何を聞いていいかわからなかった。
時期 実習の終盤での巡回指導だったので、実習全体の振り返りができて良かったです。
３者 巡回指導を通して施設職員の意見を聞くことができた。

１対１
巡回職員との1対1の面接→職員の方が珍しいと言っていました。プラスのことを言っていたので、1対1の振り返り
は大切ではないかと思います。

進路相談 進路相談
不満 不十分と感じた
不満 社会福祉士の実習はあまり先生の責任がないので、先生が手抜きする。

その他 実習について
満足 適切でした
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３）実習中の帰校指導 

日本社会事業大学では、帰校日指導を社会福祉士及び介護福祉士法の改正に係る新カリ

キュラム移行よりも以前から実施してきている。法改正に伴い、巡回指導は少なくとも週

１回以上実施することが規定され、養成校に教育体制の整備の課題の一つとなっている。

このような状況を踏まえ、多くの養成校では週 1 回の巡回指導に代えて帰校日指導を導入

することになることが予想される。本研究において帰校日指導の内容や成果を整理し分析

することは、学内の教育体制および教育内容に関する評価にとどまらず、全国的な課題と

して実習教育における帰校日指導の評価と改善にとって意義があると考えられる。 

  

①実習内容 

本調査結果における実習内容は、実習生の立場で認識している実習内容ということにな

る。帰校指導を行っている教員が、その日の授業の目的をどのように示し、示された内容

を実習生がどの程度認識できているかを確認することが重要である。 

実習生が学習したと認識している巡回指導の内容は以下のとおりである。 

 実習体験や悩みなどの情報共有 

 実習課題の見直し 

 事例研究、インシデント研究 

 記録の書き方の指導 

 事務手続きの確認（出席簿の書き方、提出物の確認） 

 事例のソーシャルワークの視点からの考察 

 進行状況の確認と移行に向けての助言 

 学生同士で意見交換  

 プリントを使って振り返り  

 コミュニケーション手段 

 職員との関わり方 

 問題意識の明確化の方法 

 

今回はあくまで実習生が認識している内容であるため、全教員が実施した実習指導の内

容ではない。したがって、全教員の実習指導プログラムを整理したうえで目標の到達度を

確認することが今後の課題となるだろう。 

 

②要望 

次に、帰校日指導の内容や日程に関する要望または問題を見ていきたい。少数の意見で

はあるが、帰校日指導の評価と教育内容の改善につながる重要な意見が出されている。 

課題として出された自由記述は、授業内容に関する意見と帰校日の日程に関する意見の 2



つに分けることができる。 

ア内容に関する意見 

 記録の書き方についてチェックしてもらえれば良かった。 

 編入生が集まって行ったアンケートやグループワークはあまり意図や意義が感じ

られなかった 

 1 時間だけであんまり内容がなく終わって、せっかくきたのに…と感じた 

 よくわからなかった 

 

イ日程等に関する意見 

 休みが少ない中で帰校日は大変。休みが欲しい。 

 ・帰校日がなかった。実習中に帰校日があり、ゼミの仲間、その他友人、先生方

と学校で会える環境が、うらやましく思った。 

 

２つタイプの意見を実習教育の内容に照らし合わせると、①プログラミング（授業内容、

方法等）、②マネジメント（帰校日の実施日程）に整理することができる。指導内容に関す

る意見として出された内容は、授業の目的が分からなかった、意味がなかったととらえて

いる学生が少数でも存在していることは真摯に受け止める必要がある。これに対しては、

明確な目標設定と目標の共有化の 2つの教育活動を丁寧に行っておく必要がある。 

この 2 つは教育評価の観点から見ても重要な教育活動であり、事前に実施しておくこと

で学生の理解度や学習内容を最終的に評価が可能となるのである。これは、形成的評価と

して位置づけられるものである。また、教育側の評価として、目標設定をすることで教育

内容の明確化と効果等について確認することが可能となるのである。 

一つ目の目標設定については、厚生労働省通知において示されている「相談援助実習指

導」の教育のねらいだけではなく、授業ごとの目標を明確に提示し、何を、どこをゴール

に学生が学習活動を行えばよいかを明確にイメージできるようにする必要がある。ゴール

があいまいな場合は、教員は学生への指示や質問への対応が場当たり的なものになると同

時に、学生は思考と行動の迷路に入り込んでしまい時間を過ぎるのを待つだけの授業にな

ってしまう。 

二つ目の、目標の共有化については、一方通行の情報伝達の媒体となるシラバスや大人

数で開催されるオリエンテーションでの説明だけでは不十分といえる。現場実習は学生個

人に帰属するものであるため、設定した目標については該当する学生個々人に事前に説明

し、どの程度理解しているかを確認しなければならない。 

目標の設定と共有化をきちんと行うことによってはじめて効果的な学習と成果を期待す

る段階に移るといえる。また、学生の理解不足を個人の責任にするのではなく、教員側の

説明力や理解力が欠けている場合があることも認識しておく必要がある。教員による説明

が明確になされ、それに対する学生の理解度を確認することができて初めて目標の共有化



が図られたということになるだろう。 

 

③スーパービジョンの機能からの考察 

 スーパービジョンの３つの機能から帰校日指導の意義について考察する。 

ア支持的機能 

 支持的機能は、バーンアウトの防止、自己覚知の促進、自己実現の支援など実習生の精

神的な支えになるものとして重要である。そして、支持的機能は教育的・管理的機能の前

提ともなる。 

実習生の自由回答を見ると、リラックスできた、息抜きになったという回答が７件あっ

た。回答の中にはスーパーバイザーからスーパーバイジーに対するスーパービジョンだけ

ではなく、友人との再会や話をすることを通じて精神的な支えを得ていることが分かる。 

 

 友人との会話、先生との会話が気分転換で息抜きになった 

 クラスで困っていることを話し合うこと。気持ち的にも楽になったし、記録もみ

んながどう書いているか見せ合って相談できた。 

 息抜きができた 

 顔合わせるだけでも息抜きになった。 

 会話をするだけで気分転換になった、 

 編入であり、帰校日に仲間、友達に会え、年上のベテランの方々もいたので励み

になり、リフレッシュ、情報の共有ができた。 

 皆と会えて、安心できました。 

 

したがって、帰校日指導において教育内容を作成する場合は、教員から実習生に対する

支持的機能の発揮に加えて、実習生同士のピアサポートによる支持を有効的に活用するこ

とが重要といえる。学生が考える帰校日の意義を見ると、巡回指導による 2 者面談また

は 3者面談では得られない学習成果があるように思われる。 

スーパービジョンにおける支持的機能の観点から帰校日指導の意義を述べるとすれば、

集団指導が行われる帰校日指導によって、個別指導が中心となる巡回指導では得にくい精

神的な支えが得られ、未来に向けてセルフエスティームの機会となっている点である。 

今後は、帰校日指導は週１回の巡回に代わるものであるという消極的な選択ではなく、

支持的機能の観点から、将来の専門職として実習生が持つ力や可能性を見出し、利用者の

利益を守るための実践を追求することにつながるものであるという積極的な選択に意識を

変えていくことが大切である。そのためには、さらに支持的機能の効果を研究していかな

ければならない。 

 

イ教育的・学習的機能 



教育的・学習的機能は、実習において直接・間接的に利用者と関わることによって具体

的なケースを通して理論と実際を連結させたり、ソーシャルワーク実践に必要な知識・技

術・価値を伝達したりすることなどが含まれている。 

 これは先に述べたとおり、教員が適切な目標設定と共有化を図り、教育プログラムを提

示し、実習生の能力を引き出し、実習生自身がその能力を最大限活用できるように援助す

るものである。 

また、ソーシャルワーク実践に必要な知識・技術・価値を教授する重要な機会でもある

ため、支持的機能に傾斜した帰校日指導プログラムの立案にならないようにする必要があ

る。実習生の自由回答を見ると、例えば以下のような意見は、支持的機能と教育的機能の

バランスを取る必要性の指摘とも捉えられる。 

 編入生が集まって行ったアンケートやグループワークはあまり意図や意義が感じら

れなかった。 

 1 時間だけで内容がなかった。 

 よく分からなかった。 

 

ウ管理的機能 

 管理的機能は、実習生が能力を発揮できる実習および学習環境を整えるものである。そ

して、クラス単位で実施される実習指導においては、個人活動だけではなく、集団による

学習活動を通じて実習経験を深める機会と場になることを保障するための教育活動ともい

える。 

 学習環境の整備については、人間関係の調整等を含まれるため、クラス内における人間

関係だけではなく、実習先における人間関係の調整に介入することも視野に入れて教員の

役割を検討する必要がある。その際、教員ごとに管理的機能の理解と発揮のレベルの差が

大きくなりすぎないように配慮し、養成校内で統一した見解で臨むことが求められる。 

 注意すべき点としては、管理的機能のみに偏ると実習生が委縮したり、利用者中心より

も教員又は指導者の評価を意識した実習に陥ってしまったりすることである。 

 また、帰校日指導がないことで実習生が不利益を感じることも管理的機能の観点から見

て改善すべき部分といえる。実習生の自由回答を見ると、１９人が帰校日指導を経験して

いないということであった。その理由は管理の範疇にはいらないものもあるが、帰校日指

導の教育効果と意義を述べる場合は、参加できないまたは参加しなかった理由を分析した

うえで今後の方針を立てる必要がある。 

 帰校日には実習指導が終わっていました 

 帰校日がなかったので分からない。 

 帰校日にはもう実習が終わっていました。 

 帰校日がなかった。(8/16～9/2、9/6～18 で行ったため。)  

 実習中に帰校日があり、ゼミの仲間、その他友人、先生方と学校で会える環境が、う



らやましく思った。 

 あまり帰校しなかった。帰校した時は、他の人の実習の様子や自分がどうしたらいい

か考えられてよかった。 

 帰校日なかった 

 無かった 

 帰校日の時にはすでに終わっていた。 

 実習先から帰校日は認められていなかった。 

 行けませんでした。 

 実習と帰校日がほぼかぶっていたので、良くわからない。 

 夏休み中だったのでなし 

 いかなかった しらなかった 

 帰校日がなかった 

 帰校日がありませんでした 

 ありませんでした 

 ありませんでした 

 帰校日がない。 

 帰校日は無かった。 

 

結論として、これらスーパービジョンの３つの機能は互いに関連し合い、一体的なもの

である。したがって、どの機能に重点を置くのかを組織内の合意を図り、効果的に３つの

機能を重複させたり使い分けをしたりしながら効果的なスーパービジョンを行うようにし

なければならない。 

 

④その他の課題 

ア指導方法と授業時間 

帰校日指導の方法は個別指導と集団指導に分けることができる。２つの指導方法と帰校

日指導の時間との関係でと帰校指導に充てられる時間帯はおおむね 1 コマ 90 分間である。

この中で全員の個別指導を行うのは困難である。しかしながら、時間的制約があるからと

いう理由で集団指導だけに偏ってはしまうことは避けなければならない。教育目標に対し

てどのような指導方法を選択するのかを教員と実習生の双方が共有できるような配慮が求

められる。 

 

イ教員の力量と差 

教員の力量や差は帰校日指導に関わらず出てくるものである。法改正に伴って相談援

助実習の教員の講習会が実施されたが、担当者の全員が受講している訳ではない。実習



生の回答を見ると、指導する教員によって学習の内容と質に違いがあり、そのことが学

習成果や満足度につながっているとも考えられる。多様な教員がいることの意義と課題

を評価することも今後の課題と言える。 

 

ウ教育目標と帰校日指導 

帰校日指導の意義を検討する前に、実習指導の教育目標を改めて確認しておく必要があ

る。教育目標が達成されているかが課題となる。 

 

エ巡回指導と帰校指導の違い 

巡回指導と帰校指導の違いを明確にしておく必要がある。大きく分けて、場、人数構成、

指導方法、の３つの違いがあると考えられる。 

一つ目の場が異なることについて言えば、指導の場が実習施設か学校かということであ

る。場の違いによって、教員側の指導効果や実習生側の学習にどのような影響を与えるか

を確認する必要がある。二つ目の人数構成が異なることについて言えば、巡回指導は、基

本的に 2 者面談か 3 者面談となる。帰校日指導になると養成校によって異なるが、２０人

以下で構成される。人数の違いによって学習内容や指導方法が異なるため、当初の教育目

標の達成に少なからず影響を及ぼすことになる。三つ目の指導方法が異なることについて

言えば、個別指導か集団指導という２つの方法を選択と混合によって進められる。したが

って、教育目標を事前に設定し、それを実習生に伝達して共有化し、更に実習生の理解度

を確認しながらベストな方法を選択していくことが求められる。教員の力量にも関わって

くるため、養成校内における教員のスーパービジョン体制と方法を整備することが必要と

なる。 

 



４）事後指導 

社会福祉士養成校協会の相談援助実習指導ガイドラインでは、実習後に実施する指導内

容として以下の項目が示されている。 

① 教員からの個別スーパービジョン、グループスーパービジョンを受け、実習（実

習中の行動、実習内容、意味づけ、ディレンマの解消等）を振り返ることがで

きる 

② 実習教育スーパービジョンにより、再度自己覚知を行うことができる 

③ 実習総括レポートの意義・書き方について理解している 

④ 実習の全体を自己評価することができる 

⑤ 自己評価を踏まえて、今後の学習課題を設定することができる 

 これらの項目が実施されているかは教員に確認すべきところではあるが、本調査では学

生の回答を踏まえて分析する。 

 

①自由回答の内容 

 学生の回答を分類すると、大きく分けて１２種類に整理することができる。 

ア振り返り・情報共有・意見交換（５８人） 

イ実習内容の分析（１５人） 

ウ事例検討（３人） 

エ社会福祉士の専門性（４人） 

オ自分自身の学習課題の確認（３人） 

カ事務手続きの指導（３人） 

キ実習指導の課題・問題点の指摘（９人） 

ク個別指導・面談（２人） 

ケ実習報告会（２０人） 

コ報告書の書き方（４５人） 

サスーパービジョン（２人） 

シその他（７人） 

  

  回答数が多い順番に並べると、「振り返り、情報共有、意見交換（５８人）」、「報告書

の書き方の指導（４５人）」、「実習報告会の準備（２０人）」、「実習内容の分析（１５人）」、

「実習指導の課題・問題点の指摘（９人）」、「その他（７人）」、「社会福祉士の専門性から

の考察（４人）」、「事例検討、自分自身の学習課題の確認、事務手続きの指導（３人）」、「個

別指導・面談、スーパービジョン（２人）」、となっている。 



 

 

②回答内容の詳細と考察 

ア振り返り・情報共有・意見交換（５８人） 

事後指導の内容として最も多く認識しているのは、「振り返り・情報共有・意見交換」で

あった。１７２人中５８人から回答が得られた。 

実習内容の振り返りや情報共有、意見交換は個別指導と集団指導を通じて行っている。

主な意見は以下の通り。 

 反省をすることによって実習中には見えてこなかった面を見直すことができた 

 一ヶ月間の自分の実習がどうだったか、冷静になって振り返ることができた。 

 印象に残った場面をみんなで振り返り 

 クラス内で、同じような分野の実習に行った人同士でグループになり話すことで、より

深い話をすることができた。 

 個人の振り返り、みんなとの共有 

 実習中に課題にあげていたことなどを一緒に振り返って下さり、達成できなかったこと

も含めて考察することができた。 

 実習中には気が付けなかったことなどについて、話す中で気付けた。理解が深まった。 

 実習で行ってきた内容を発表し、実習先で何を学んだか、どういう課題があったか等皆

で話し合った。 

 実習の事後評価を用いての振り返り(一人一人やった) 

58人, 33.7%

15人, 8.7%

3人, 1.7%

4人, 2.3%
3人, 1.7%

3人, 1.7%

10人, 5.8%

2人, 1.2%

20人, 11.6%

45人, 26.2%

2人, 1.2%
7人, 4.1%

図 事後学習で学習した内容
振り返り・情報共有・意見交換

実習内容分析

事例検討

社会福祉士の専門性

学習課題の確認

事務手続き指導

実習指導の課題・問題点の指摘

個別指導

実習報告会準備

実習報告書の書き方

スーパービジョン

その他



 他の実習先へ行った人たちと情報や状況などを話し合えたこと 

 他の実習に行った人たちからの、意見や状況を話す機会があったこと。そこから新たな

考えを見つけることができた。 

 話を聞いてもらえて、色々聞いて考えが広くなった。 

 フィードバックしながらの今後への発展。 

 ふりかえり 学生同士で自分が経験したエピソードを元に SW について（何が求められ

ているかなど）話し合えたこと 

 

これらの意見は、実習指導ガイドラインの「①教員からの個別スーパービジョン、グル

ープスーパービジョンを受け、実習（実習中の行動、実習内容、意味づけ、ディレンマの

解消等）を振り返ることができる」と「⑤自己評価を踏まえて、今後の学習課題を設定す

ることができる」に該当するものといえる。 

 

イ実習内容の分析（１５人） 

 実習内容の分析については、分析方法に関する意見が多かった。自分自身で実習経験を

客観的に分析することは簡単なことではない。また、様々な分野で実習している学生の経

験や考えについてグーループディスカッションなどを通じて共有することにより、自分自

身の学習の分析にもつながっている。 

 KJ 法でまとめた事が役立ちました。 

 何がどのように行われているのか理解できたこと。 

 学んできたことを深められるポイントを提示してもらえた(?) 

 自分の意見と学びの整理 

 実習で学んだことをどういった方向へまとめて行くのかの参考になった。 

 実習後：何を学んだか何を疑問に持ったか等をまとめる方法 

 実習報告会に向けてみん案で学んだことを KJ 法にまとめる 

 

これらはガイドラインの「①教員からの個別スーパービジョン、グループスーパービジ

ョンを受け、実習（実習中の行動、実習内容、意味づけ、ディレンマの解消等）を振り返

ることができる。」に該当する意見といえる。 

 

ウ事例検討（３人） 

 事例検討を実習指導で実施したと答えた学生は少なかった。実習の振り返りを行ったと

する意見に含まれている可能性はある。また、教育側の立場から言えば、相談援助演習と

の関連性から、事例研究を演習で扱っていることも考えられる。いずれにしても、実習指

導における事例研究の活用方法について整理する必要がある。 

 事例を検討することによって自分のやったことがいいのかわるいのかもっとこうす



ればよかったと感じることができた。 

 自分や仲間の事例検討を行った。 

 テーマに沿った事例を検討・観察する。 

 

エ社会福祉士の専門性（４人） 

 これは、実習経験について「社会福祉士の専門性とは何か」「ソーシャルワーカーの専門

性とは何か」という視点で考察しているものである。 

 SW の専門性についての意見交換 

 実習中にあったエピソードを挙げ、クラスでソーシャルワーカーの専門性について

考えた。 

 報告会準備のために、SWとは何か？専門性は何が大切かを KJ 法で整理した。 

 社会福祉士として物事をどうとらえるか 

実習経験を振り返りや考察においては、何を根拠にまたは何に立脚して考察または振り

返りの作業をさせるかが問われてくる。根拠や立脚するものを明確にせずに考察させた場

合、場合によっては個人の価値の考えに基づいた考察だけになる恐れがある。個人の価値

と専門職の価値を峻別し、考察の段階を意図的に設定して授業を進めることが必要となる。 

 

オ自分自身の学習課題の確認（３人） 

 これらの意見は、将来に向けて学ぶべきことや経験を活かす方向性が見出すことができ

たというものである。現場実習の終結は社会福祉士として働くことを考えた場合ゴールで

はない。 

 将来に繋がるまとめができた 

 実習を終え、その経験をどう活かすか 

 これから何を学ぶべきか 

 

カ事務手続きの指導（３人） 

 事務手続きとしてあげられた意見は、礼状の書き方、出席簿の付け方などの指導につい

てである。 

 

キ実習指導の課題・問題点の指摘（９人） 

 ここで出された意見は、今後の実習指導の改善に向けて真摯に受け止めるべきものであ

る。実習教育スーパービジョンにおける各機能の観点から教育内容を整理する必要がる。 

 一人一人が一言一言述べていく振り返りは少し話しづらかったです。 

 実習報告会のパワポをつくる時に早めに作成するよう指導があれば、もう少し発表

をにつめる事ができたと思う。 

 個別で振り返る時がない 



 教員を中心とした実習内容の振り返りをグループ全体で行った。 

 なにもしてくれなかった。 

 コミュニティ福祉学科は初めての実習で、事後指導もあやふやだったと感じました。 

今後 2期生からは、より良い事後指導が行えるようにしてほしいと思いました。 

 個別的な面談が多く、先生と話をしたのは 1日ぐらいで、忙しそうで実習の振りか

えりにはなっていなかったと思う。 

 あわただしかった 

 レポート、レポートの書き直しばかりしていた。 

 先生のペースで実習前、実習後の指導なので誰の実習なのかわからない。 

 

ク個別指導・面談（２人） 

 実習指導において個別面談を実施したと答えた学生が２名いた。他にもあると思われる

が、個別指導が効果的に発揮されることが求められる。 

 

ケ実習報告会（２０人） 

実習報告会の準備は事後指導の中でも特に時間が割かれるものであるため、学生の印象に

も強く残っていると考えられる。しかしながら、実習の総括が実習報告会の準備に置き換

えられてしまうことが危惧される。実習の総括の方法をきちんと決めたうえで臨む必要が

ある。 

 報告会の準備での意見交換 

 実習報告会の準備の過程が、実習での経験をより深いものにしたと思います。 

 報告会に向けたアドバイス 

 報告会に向けてのフィードバック 

 報告会に向けて、どんなことを実習で感じ考えたか、何を学んだかを話し合い、紙

やパソコンでまとめて行くことを通して、実習の体験などを深めることができた事

が良かったです。 

時間の許す限りメンバー間で何度も何度も議論を重ねることができ、行き詰った時

は先生からのアドバイスをいただけたので、整理していくことができ、その過程が

良かったと思います。 

 報告会の昨年の VTR 

 報告会につなげるためにどうしたらよいのかの学び合い 

 発表資料のつくり方について。 

 報告会のパリーポイントのリハーサルが無かった。 

 

コ報告書の書き方（４４人） 

 実習報告書は、学生の自分自身の実習経験を振り返り、分析した成果物として整理され



るものである。したがって、学生にとっては非常に負荷がかかるものとなるため、実習指

導においても相当の時間がとられることになる。 

 しかしながら、実習報告会の準備と同様に、実習の総括の方法を教育側が吟味したうえ

で進めることが求められる。 

 教員(実習担当者)が記録について改善点、評価をしてくれる。 

 報告書で振り返り  

 報告書の書きかた、指導 

 実習前にやることは指導されていた。報告書への手直しはありがたかった。 

 実習内容の報告をし、報告書をどのようにまとめたらいいか指導してくれた。 

 実習報告書のテーマについての指導 

 主に報告書に向けての自分のきもちを、ことばや文字にする作業がほとんどだった

と思う。とても為になった。 

 先輩の実習報告書 

 納得のいくような実習にならず報告書が上手く書けないと思ったが、違う視点から

とらえるということを教えてもらった。 

 報告書などでは適切なアドバイスをもらえた 

 報告書において、自分が言いたいことはあるのに文章化できない、などのことをサ

ポートしてもらえて助かりました。 

 報告書のまとめ方、添削 

 報告書を書くためのふり返りにより、自分自身の体験を別の視点で見ることができ

たこと。 

 報告書作成にあたって細かく、自分のペースに合わせて指導して下さいました。 

 報告書作成の指導が丁寧で助かった。 

 報告書作成時に、個別的な振り返りを一緒にしてくださったこと。 

 

サスーパービジョン（２人） 

 スーパービジョンとして認識して回答した学生が２名いた。実習指導がスーパービジョ

ンそのものであることは学生にも理解されておくひつようがある。 

 

③社会福祉教育における事後指導の課題 

実習過程を長期的なものと捉えた場合は、実習関連科目を１年次から積み上げてきた成

果をものの集大成となる。現場実習を通して社会福祉士の構成要素である価値、理論、知

識と技術や実践とを結びつける重要な段階となる。短期的なものと捉えた場合は、実習を

実施する年度における教育活動であり、実習にむけた準備と振り返りが行われる。このよ

うな長期的・短期的な学習の総括が事後指導である。 

総括的評価の観点から見た場合、教育側と学生側の双方を評価対象として実習教育の成



果を確認することが可能となる。教育側について言えば、どのような教育活動が行われた

のかを明らかにすることになる。学生側について言えば、現場における実習経験と講義に

おける教育・学習の理解度や認識の程度を確認することになる。 

事後指導の意義と内容を検討するにあたっては、社会福祉教育と社会福祉士教育におけ

る目標を踏まえ、それぞれの教育効果を高めるためのプログラムを構築していくことが今

後の課題になる。 

 



Ⅳ 実習指導者の現状と課題

１ 実習指導者との意見交換会から

１）意見交換会とそのデータ化について

本学部においては、例年、12月中旬に相談援助実習報告会を開催している。参加者は、
実習を終えた全学生、実習指導担当教員（非常勤教員を含む）、学内教員、そして実習先

の実習指導者である。実習指導者については、例年 40名程の参加をいただいている
意見交換会は、報告会終了後に全体会、分科会（3 ～ 4 のグループ）の流れで約 2 時間

程度で実施されてきている。交換会自体は、本研究の研究対象として設定されるものでは

なく学部主催という性格のものではあるが、この場を借りて昨年度と今年度の交換会の記

録から、その内容を抜粋、要約してカテゴリーに分け、更に話者で整理したものを表 1（2010
年度）、表 2（2011 年度）に示した。大学の話者には、現場の職員でもある非常勤教員を
含んでいる。なお、抜粋、要約については基本的に発言の趣旨に沿った形で、カテゴリー

については、いくつかのカテゴリーに属すると思われるものについても 1 つのカテゴリー
に筆者の判断で整理した。カテゴリー自体についても、仮の表現であり、今後より妥当な

表現へと修正する必要があろう。

２）2010年度
全体的に、実習に臨む学生の姿勢や気概といったあたりへの強いまなざしが感じられる。

「思い」「気兼ね」「何をしたいのか」「本音」「いい子」「無難」「本人なりのもの」「まじ

め」など、学生一人一人のモティペーションやコミュニケーションの取り方が型にはまり

すぎているのではないかといった懸念が、実習先から多く語られている。「さらけ出すこ

とが苦手」という大学の話者は、非常勤教員によるものである。また、「ケース」の開示

に関連しての言及があり、記録の文脈から付け足せば、リスクを冒してまでケースを開示

するほどの気持ちのある学生がどれだけいるのかといった、現場の苦悩を垣間見るものと

解釈することができよう。

プログラムについても、「完成度が高すぎると達成感が少なくなり」「その実習生が何

をしたいのか」「ソーシャルワーク業務以外からも」「現場の丸ごとの取り組みについて」

など、ソーシャルワーク実習に特化した既定のものというより、柔軟性を持った一人一人

の学生の学びに沿った方向性がうかがえる。

巡回指導、制度、配属、レディネスについては、養成校として頭の痛い内容ではあるが、

相談援助実習の基盤に関する指摘でもあり、本研究も含めて作業を蓄積し、養成校として

の軌道修正も含む議論へと昇華してゆくべきものであろう。

３）2011年度
全体的に、相談援助実習の制度改革や実習指導者に必須化された講習会などが反映され

た内容が目立つようになってきている。

スーパービジョンでの「メモの交換」「面接」は、実習生や養成校としてはありがたい



ものであるが、実習先（現場）としては負担など痛し痒しといった条件も存在するところ

であろう。プログラムのカテゴリーからも、社養協のガイドラインの咀嚼やソーシャルワ

ーク実習への移行に象徴されるように、「地域課題」「権利擁護」「訪問」「複合的な要因

の絡む事例」などのキーワードを実習内容に具体化しようとする試みを読み取ることがで

きる。

一方、指導方針を見ると、「自力で利用者と向き合う」「開始時にプログラムを提示せ

ずに」「職員それぞれの持ち味」「スタッフと一緒に」「利用者との関係づくり」など、現

場のダイナミクスの中で、実習生自身が主体的に学ぶ場として実習をとらえようとする姿

勢がうかがえる。

配属や謝金についての指摘は、実習指導の非常勤教員であり現場の施設長でもある立場

から、むしろ後者を代弁したものであり、実習を受け入れる現場の生の声として傾聴すべ

きものであろう。

４）まとめ

2011 年度は現場指導職員の要件や巡回指導など、大きな制度変更が実施された。本学
を含め、養成校においても 2010 年度からその対応について少なからぬエネルギーを費や
してきた。しかしながら、2010 年度と 2011 年度の意見交換会で語られた現場の声を斟酌
すれば、養成校以上に大きなエネルギーを費やして実習生を受け入れている実態があると

いうことであろう。学生の教育、後継者の養成と、立場は違っていても、その目指す地点

は同じである。一人一人の学生が実習を通して人間として専門職の卵として学び、さらに

大きく力強くなる糧を頂く場、時間であることを確認しつつ、更に現場と養成校とが連携

を強め、多くの実習生のケースを積み上げながら議論し、より良い相談援助実習のあり方

を模索していきたい。また、今後においては、ユーザーとしての視点、すなわち利用者や

卒業生についてもこの輪に加え、現場が最善の利益を得ることのできるような相談援助実

習を目指していきたいものである。



表1（2010年度）

話者 カテゴリー 内容
自分の悶々とした思いや、こういう風にできたらという率直
な思いをもてるような実習になるといい。
職員に気兼ねしている学生が多いが、もっと自己表現をし
てほしい。
ケースについて、どのあたりまで学生が求めているのかが
気になった。
プログラムというより、その実習生が何をしたいのかを考え
て実習内容を組み立てるようにしています。
プログラムの完成度が高すぎると達成感が少なくなり、何の
ための実習かわからなくなる。柔軟性があった方がいい。
利用者と関わる機会が少ない実習をどう考えるか。
ジェネリックとスペシフィック、両方の基盤をプログラムに反
映させていきたい。
やってよかったという要素が見つけられるような実習になれ
たらいいなと思う。
社会福祉士としての視点を、直接ソーシャルワーク実習業
務以外からも学び取ってほしい。
受け入れ側として気づくこともあるので、本音を言って恐れ
ないで、変にいい子にならなくてよいと学生に伝えてくださ
い。大学と現場とが何でも言い合えるような関係にならなけれ
ばならない。無難にこなしすぎずに冒険をしてほしい。
スキルトレーニングだけで、現場の丸ごとの取り組みについ
ての情報がないと実習生が悩む。
事前学習を通して、本人が目指すべき目標など、本人なり
のものをしっかりと持ってきてほしい。
事前訪問の時点でプログラムについて相談できるとスムー
ズに入りやすい。

巡回指導
巡回では、あまり話が弾まない。個々の学生について、大
学から逆提案をしてほしい。

制度 指導者要件が厳しくなり、役所としては受け入れが難しくな
配属 学びたい分野からずれている学生がいた。
レディネス まじめだけれど、「何がしたいの？」と聞きたくなる学生がい

る。

大学
スーパービジョ
ン

いい子でいたがる学生が多く、自分をさらけ出すことが苦手
という印象がある。

実習先

スーパービジョ
ン

プログラム

指導方針

事前指導



表2（2011年度）

話者 カテゴリー 内容
実習生の不安などに早期に応えられるよう、実習生と職員
とでメモの交換をしている。
毎日、実習終了後に面接を行っている。
ソーシャルワーク実習への移行を模索している。
学生に課題を提示する形で実習を終了している。大学での
事後学習との連動が効果的である。
権利擁護については、家庭裁判所への申し立てに同行させ
るなどの企画をしている。
社養協のガイドラインを参考にしていたが、プログラムが盛
りだくさんで悩んでいる。
生保世帯への訪問などに同行させてよいものかどうか。
多問題大家族をケースから読み取れる力をつけさせた。
地域課題を考えさせるため、地域を自転車で歩いて写真や
資料を集めて発表させている。
複合的な要因の絡む事例を学生にどう伝えていけるか。
保護世帯訪問後には、「あなただったら、どうする？」と課題
を投げかけて考察を深められるようにしている。
訪問面接を何回も見られるようにした。
学生が自力で利用者と向き合う体験は、苦しむが成長す
原理原則と実際の体験とを結びつけさせるようにしている。
今年度は、あえて開始時にプログラムを提示せずに終了時
に提示する形をとってみた。実習内容に執着しないようにす
るため。職員それぞれの持ち味を生かした対応についてよく観察し
てもらい、支援の展開について考えてもらっている。
福祉の最前線として場当たり的にいろいろなことが起こる。
これにスタッフと一緒に当たることが重要である。
利用者との関係づくりを大切に、利用者に専門用語を使わ
ないように指導している。
そつのない実習が気になる。記録をスラッと書くが、読んで
も響かない。
実習記録の確認から「成長」を感じる機会がある。

配属 短期間での実習の場合、プログラムが難しい。

報告会
実習報告会への参加は、今後の実習指導のあり方を考え
る機会になっている。

謝金
丁寧に指導していきたいと考えているが、実習指導の向上
とともに謝金の検討も必要なのではないか。

プログラム 提供できる・できないプログラム×実習機関・大学
クラス編成 専門に特化したいところが、全分野の指導ということで難し
指導体制 巡回指導のみでの学生指導は難しい。

事後指導
学生同士で振り返りを行い、問題解決能力を高めるようにし
ていきたい。

実習先

スーパービジョ
ン

プログラム

指導方針

記録

大学



２ 実習指導者の印象に残った実習生（うまくいった・困った・失敗した）

の事例

１）実習指導の現状と課題

やなか地域包括支援センター 野 嶋 成 美

①はじめに

「また、来てね。」

学生時代、実習先の利用者から言われたひとことだ。その時のことを、今でも

はっきり思い出すことができる。私が今でもこの仕事を続けているのは、実習で

このご利用者との出会いがあったからかもしれない。

そして、実習生を指導する業務を担うこととなり、相談援助実習指導者講習を

受講した。実習指導者として、私が体験したような原点となる実習にしたい、実

習生が現場に出てから困らないように、困ることがあっても何かのヒントとなる

ような実習にしたいと心がけている。そのため、新人職員が苦手なことなどをあ

えて実習に組み、実習生が、社会福祉士を目指すことを諦めない程度の、こちら

がフォローできる範囲の失敗と、社会福祉士を目指そうとする気持ちを後押しす

る少しの成功を、実習生に体験していただきたいと考えている。

当センターでの実習の現状と、受け入れした実習生の事例をふりかえり、今後

の課題を考えてみたい。

②施設概要と実習生の受け入れ状況

（1）やなか地域包括支援センターについて

（2）社会福祉士の実習生受け入れ状況 （実習指導者 １名）

平成18年4月1日 区から当法人が運営を受託している。開設年月日

（常勤） 社会福祉士 主任介護支援専門員 看護師 各1名

（非常勤）介護支援専門員 １名（週9時間） 合計 4名

職員体制

特別養護老人ホーム谷中（入所５０床・短期入所６床）

やなか高齢者在宅サービスセンター・いけのはたデイホーム

ケアマネジメントセンターやなか（居宅介護支援事業所）

併設施設

平成21年度 ３校 ３名平成18年度 １校 １名

平成22年度 ３校 ５名平成19年度 ２校 ２名

平成23年度 ６校 ９名平成20年度 ２校 ２名



③実習指導内容と現状

(1)実習前

ア 事前訪問まで

養成校と、帰校日・巡回指導、実習日数、期間などを調整し、実習日程予定

（案）を作成する。施設全体で共通の実習予定表があり、ＬＡＮで全てのセクシ

ョンが実習日程を入力し、予定を確認している。

イ 事前訪問

当センター主催の介護予防教室に合わせ、事前訪問を行っている。同じ日程で

一度に２～３人程度の実習生を受け入れていることから、夏から秋にかけての実

習生が同じ日に集まる。（授業などで欠席の場合は、個別に対応する。）

＜午前＞ オリエンテーション

内容は、資料配布、実習の日程確認、実習中の持ち物など注意事項の確認、実

習や社会福祉士を目指す目的の確認などを行っている。実習を行う上でのグルー

プ分けや、訪問面接の利用者を決める際の参考にしている。

＜午後＞ 介護予防教室へ参加（利用者・地域・職員を知る。）

養成校の先生方から、学生が利用者や職員とのコミュニケーションに不安を感

じているとうかがった。また、実習でこの事業の企画と実施を実習生に行ってい

ただくプログラムを予定していることから、参加者や会場の状況を知り、事前準

備に役立ててほしいというねらいがある。最後に、事前訪問全体の感想メモを記

入し終了となる。

(2)実習中

ア 職場実習

実習指導者から、法人についての説明や、事業計画などを説明する。また、併

設施設にて、見学を中心とした実習を行う。特別養護老人ホームでは、入居者と

のコミュニケーションを中心に、ケアワーカーの業務を見学、できる範囲での間

接業務の体験、ケース記録やケアプランを閲覧する。さらにデイサービスでは、

上記に加えご利用者様の送迎に同行している。

イ 職種実習

地域包括支援センターの３職種から、「地域包括支援センター業務マニュアル」

介護保険制度の全般について介護支援専門員

介護支援専門員への支援 地域との連携ついて主任ケアマネジャー

介護予防、認知症、高齢者に多い病気、感染症予

防

看護師

虐待や消費者被害の予防、成年後見制度について社会福祉士



等を活用し説明する。実際の事例についても説明する。

ウ ソーシャルワーク実習

・各種会議への参加

「支援センター連絡会」「社会福祉士連絡会」「主任ケアマネジャー連絡会」

「医療職部会」「キャラバンメイト連絡会」「地域座談会」など、実習生が傍

聴できるよう関係機関と調整した。実習生の会議への参加は、特別なことでは

なくなってきている。

・各種研修参加

区民やケアマネジャー向け、地域包括支援センター職員向け、職場内研修な

どに実習生も参加している。

・熱中症対策事業 クールネックスカーフの窓口での配布事業

区民からの窓口受付、取扱いの説明、イラストなどでの取扱い方法の説明書

の作成、周知用のポスター作りなどを行った。

・「家族介護者ネット」

介護者の家族の井戸端会議に実習生も同席する。実習中に印象に残ったこと

として「家族介護者ネット」と答える実習生が多い。

・「ケアマネジャーの集い」 事例検討や講義の受講、情報提供など。

・「地域交流会」

「見守りネットーワーク連絡会」「相談協力員連絡会」「ケアマネジャーの集

い」の合同行事で、準備や記録、参加者の誘導などを行った。

・「ふれあい介護予防教室」

会場の準備や教室に参加し、参加者とのコミュニケーションを図る。

・いきいきご近所体操「桜木いきがいの集い」

実習生が協力し、事業の企画や準備と実施を行う。人前で話すことが苦手な

方にとって、チャレンジする良い機会となる。また、会議の進め方、業務の進

行管理などを学ぶ機会にもなっている。

・訪問面接 → ケアプラン（案）作成 → 模擬サービス担当者会議

ご利用者様宅にて面接で、事前にご利用者様に目的をお伝えする。介護支援

専門員になるための実習ではないが、面接の体験を行い、利用者理解や支援方

法について検討する。計画案をもとに、当センターの他の職員も出席した「模

擬サービス担当者会議」を行う。２～３名で同時に実習しているため、面接に

出かける前に質問することを実習生同士で確認し、面接の練習を行ってから訪

問している。

・社会資源調査

地域にある社会資源を調べまとめる。テーマは実習生が決め、地図を片手に

自転車で地域を走り、調査を行う。

例）商店街、避難場所、医療機関、薬局、福祉用具の取扱店など。

・地域課題抽出と企画

地域の課題を出し、今後解決に向け何をするかを考える。実習生は、課題に



気づくことはできる場合が多いが、解決策まで考えることは難しい場合が多く、

頭を抱え課題に取り組んでいる。

・成年後見制度

事例の紹介、相談会、DVD、社会福祉協議会や弁護士、司法書士、社会福祉士

との連携、家庭裁判所見学などを通じ、制度について少しでも身近に感じられ

るようにする。

エ 巡回指導 帰校日

巡回指導は、実習生と養成校の先生方と実習先の指導者が顔を合わせる貴重

な機会であり、実習予定にあらかじめ組み込むようにし、実習指導者が同席で

きるよう調整をしている。

(3)実習後

養成校で開催する「実習報告会」には、できるだけ参加したいと考えている。

また、「実習報告書」は、受け入れた実習生の報告書には必ず目を通し、事後学習

の成果を確認している。

④実習生の事例のふりかえり

ここで、受け入れた実習生の事例をふりかえり、仮にもう一度実習に来ること

になった場合、どのような実習指導をしたいか考えてみたい。

実習生 A

うまくいった点では、理解力・着実性・リーダーシップが強みで、他の実習生

の見本となり、実習の初期から最終段階まで、着実に課題に取り組めていた点で

ある。何ごとも器用にクールに課題をこなしている。実習報告会でも、グループ

のリーダーとしてグループをまとめていた。本人は社会福祉協議会に就職したい

と言っていたが、地域福祉計画等を策定するような仕事が向いているのではない

かと感じた。

もう一度実習に来られたら、利用者と向き合うという点、もう少し心の接近が

できるような実習ができればと思う。自分の持つ感情や表現がやや硬い点につい

て、もう少しお伝えしたい。

実習生 B

素直さや、感受性、思いやりの点で、対人援助の仕事に向いていると感じた。

実習後半で取り組んだ、面接とアセスメント、ケアプラン、模擬サービス担当者

会議において、他の実習生から、「利用者のことをすごく思ったケアプラン」と評

価されていた。実習記録には、指導者のコメント欄に、イラストやつぶやきが残

されている日が何日かあり、消さずに持参するよう話をした。

もう一度、実習に来られたら、期日までに（とりあえずでも）形にしていくこ



とや、表現について、話をしたいと思う。

実習生 C

理解力、確実性、安定性の点で抜群で、何人か来ていた実習生の中で、毎日の

実習記録を読むのが一番楽しみな実習生だった。介護福祉士とのダブルライセン

スを目指し、すでに何ヶ所かで実習経験があったことも大きかった。介護予防教

室の計画と実施では、ゼミでの学びを実習で試したいと希望。大学での学びと実

習が連動できた点でも成果があったのではないだろうか。

もう一度実習に来られたら、チームやグループをまとめるリーダーシップや、

地域の中で人前に立っての活動などの点を実習に組み入れたい。

実習生 D

倫理性、誠実さ、向上心が強みで、気になった課題を追及していくことが得意

な実習生。時間を忘れ没頭するところがある。そのままやらせてみたい気は今で

もするが、実習中は、様々な角度からの視点を持ってみるように話をした。そこ

で、一人暮らしの認知症の方の訪問面接を行うようにし、実習生のペースでは思

い通りにならない利用者さんと向き合うようにした。

もう一度実習に来られたら、そのこだわりを実習に取り込み、結果を残す実習

にしてみたい。

⑤今後の課題

（1）事前訪問

事前訪問では、何を実習で行うかを伝えるようにしているが、この時点では、

一人ひとりの個性まではつかめない。実習生の表情はまだまだ硬く緊張している。

少しでも不安を軽減し、自分なりの課題が見つかるような事前訪問となっている

かが課題。

（2）事前訪問から実習初期（初日～3日目）

日程の関係で、実習の初日からすぐに他のセクションへの職場実習に行く場合

と、当センターで数日実習した後、他のセクションに行った場合があった。後者

の方は、実習開始から実習指導者が実習生とコミュニケーションを多く取ること

ができ、実習生のモチベーションも高くなったように感じた。また、その後の実

習も高いモチベーションと良い緊張感の中、協力して実習ができたグループが多

かったように思う。通勤や実習記録など、実習生活に不慣れで緊張の強い状況時、

少なくとも3日目くらいまでは、実習指導者が実習生をフォローしやすいほうが良

いと考えている。

（3）実習中

・感想メモ



実習生の感想に、他の実習生と実習指導者がコメントをする。実習記録には

書かないようなことが書かれている。

・ふりかえりの時間

他の実習指導者から毎日ふりかえりの時間を設けていると聞き、当センター

でも毎日の実習の最後に時間を設けてみたところである。

・ふりかえりシート

実習記録をどのように書けばよいかわからないという実習生の悩みから、実

習生が考えを整理できるよう、養成校からいただいた「実習の手引き」などを

参考に「ふりかえりシート」を作成し、この冬から活用したところである。

・記録コメント

実習は持ち帰り自宅で記入し、翌日に提出としている。提出された日にコメ

ントを記入したいがなかなかできない。早めにコメントをお返ししたい。

・複数同時受け入れと実習生の居場所

当センターでは、「社団法人日本社会福祉士養成校協会 相談援助実習ガイド

ライン（案）」などを参考に実習内容を組んでいる。中には、実習生１人での受

け入れでは取り組みにくい実習内容がある。そこで、当センターでは実習生３

～４名のスペースを確保し、この人数で実習を行っている。課題をグループで

取り組む効果もあるが、個別指導を丁寧に行うことも課題である。

・モニタリング

実習中のモニタリングも課題であり、「実習生用モニタリング用紙」を作成し

たが、まだ活用できておらず、引き続きの課題である。

・実習指導や内容の評価

当センターの実習指導や実習指導者について、実習生や養成校から適切に評

価を受けるにはどうしたら良いか。実習の改善点を、実習生や養成校からご意

見をお寄せいただき、次の実習受け入れに役立てていくことが課題である。

（4）巡回指導と帰校日

週に１度、養成校の先生方と実習生が会うことは、先生方にとっても大変なこ

ととは思うが、巡回指導や帰校日は、実習指導者から見てもとても良いように感

じる。実習指導者としては、「巡回指導」や「実習報告会」での先生方のご指導の

様子が大変参考になっている。その他、演習のゲストスピーカー、養成校と指導

者との会議なども連携の大切な機会である。養成校との連携も、今後も引き続き

の課題である。

（5）ふりかえりやスーパービジョン

実習でどのようなことを学んだか、実習で感じたことや印象に残ったこと、実

習を通して成長したと思うこと、困っていることや悩んでいること、辛いことな

ど、実習生と話をするようにしている。今後も時間の確保も含め、より効果的な

実習となるような実習指導を行っていくことが課題である。



⑥おわりに

実習生の受け入れは正直大変なこともあるが、実習生が職場に良い緊張感や風

を運んできてくれる。時には、実習生が様々な現場で社会福祉士として活躍する

姿、実習生の先にたくさんの利用者が続いている様子、実習生が実習指導者とな

った時などを想像する。そう考えると、未来に対しての責任を感じる。

とは言うものの、余裕のある中で実習を受け入れているのではなく、むしろ余

裕なんてこれっぽっちもない。そのような中で、どのような実習を行っていくか

を考えていく必要がある。

今後も実習生や養成校の先生方、他の実習指導者からご意見をいただき、実習

生指導をサポートしてくれる同僚などと相談し、今後もより良い相談援助実習を

目指していきたい。

実習生が企画、準備、進行を行った、介護予防教室「桜木いきがいの集い」の様子

実習生が作成した、クールネックスカーフの取扱説明書と熱中症対策のポスター



2011年度（平成23年度）　地域包括支援センター相談援助実習（社会福祉士養成）予定表　

勤務 午　前 午　後 勤務 午　前 午　後 勤務 午　前 午　後 勤務 午　前 午　後

8/8 月 1 特養　３Ｆ 特養　３Ｆ 1 いけのはたデイホーム いけのはたデイホーム 1 やなかデイホーム やなかデイホーム 1 特養　２Ｆ 特養　２Ｆ

9 火 2 特養　２Ｆ 特養　２Ｆ 2 特養　３Ｆ 特養　３Ｆ 2 いけのはたデイホーム いけのはたデイホーム 2 やなかデイホーム やなかデイホーム

10 水 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

11 木 3 やなかデイホーム やなかデイホーム 3 特養　２Ｆ 特養　２Ｆ 3 特養　３Ｆ 特養　３Ｆ 3 いけのはたデイホーム いけのはたデイホーム

12 金 4 いけのはたデイホーム いけのはたデイホーム 4 やなかデイホーム やなかデイホーム　16:00巡回指導 4 特養　２Ｆ 特養　２Ｆ　16:00　巡回指導 4 特養　３Ｆ 特養　３Ｆ

13 土 休 休 休 休 休 休 帰校日 帰校日

14 日 休 休 休 休 休 休 休 休

15 月 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

16 火 5 5 5 5

17 水 6 １０：００出勤/桜木いきがいの集い　準備 桜木いきがいの集い/スキルアップ研修 6 １０：００出勤/桜木いきがいの集い　準備 桜木いきがいの集い/スキルアップ研修 6 １０：００出勤/桜木いきがいの集い　準備 桜木いきがいの集い/スキルアップ研修 6 １０：００出勤/桜木いきがいの集い　準備 桜木いきがいの集い/スキルアップ研修

18 木 7 支援センター連絡会 14時　巡回指導 休 休 休 休 休 休 7 支援センター連絡会

19 金 8 10:00出勤　主任ケアマネ ケアマネの集い 7 10:00出勤　主任ケアマネ ケアマネの集い 7 10:00出勤　主任ケアマネ ケアマネの集い 8 10:00出勤　主任ケアマネ ケアマネの集い

20 土 休 休 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日

21 日 休 休 休 休 休 休 休 休

22 月 9 主任ケアマネ同行訪問 センター番　業務 8 主任ケアマネ　同行訪問 センター番　業務 8 センター番　業務 社会福祉士　同行訪問 9 センター番　業務 社会福祉士　同行訪問

23 火 10 社会福祉士　同行 センター番　業務 9 社会福祉士　同行 センター番　業務 9 センター番　業務 主任ケアマネ同行訪問 10 センター番　業務 主任ケアマネ同行訪問

24 水 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

25 木 11 あんしん台東　/　講義　看護師 社会福祉士連絡会 10 あんしん台東　/　講義　看護師 社会福祉士連絡会 10 あんしん台東　/　講義　看護師 社会福祉士連絡会 11 あんしん台東　/　講義　看護師 社会福祉士連絡会

26 金 12 講義　ケアマネセンター ＳV　中間評価 11 講義　ケアマネセンター ＳV　中間評価 11 講義　ケアマネセンター ＳV　中間評価 12 巡回指導　１１：００ ＳV　中間評価

27 土 13 夏まつり 夏まつり 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日

28 日 休 休 12 夏まつり 夏まつり 12 夏まつり 夏まつり 13 夏まつり 夏まつり

29 月 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

30 火 14 訪問面接体験　（野嶋） 見守りネットワーク研修会 13 訪問面接体験　（野嶋） 見守りネットワーク研修会 13 訪問面接体験　（野嶋） 見守りネットワーク研修会 14 訪問面接体験　（野嶋） 見守りネットワーク研修会

31 水 15 家族介護者ネット 訪問面接体験　（野嶋） 14 家族介護者ネット 訪問面接体験　（野嶋） 14 家族介護者ネット 訪問面接体験　（野嶋） 15 家族介護者ネット 訪問面接体験　（野嶋）

9/1 木 16 メイト交流会 訪問面接体験　(野嶋） 15 メイト交流会 訪問面接体験　(野嶋） 15 メイト交流会 訪問面接体験　(野嶋） 16 メイト交流会 訪問面接体験　(野嶋）

2 金 17 要約記録作成 要約記録作成/事例検討 16 巡回指導１０：００　/　プラン作成 要約記録作成/事例検討 16 巡回指導１０：００　/　プラン作成 要約記録作成/事例検討 17 ケアプラン作成 要約記録作成/事例検討

3 土

4 日 休 休 休 休 休 休 休 休

5 月 18 ケアプラン作成 ケアプラン作成 17 ケアプラン作成 ケアプラン作成 17 ケアプラン作成 ケアプラン作成 18 ケアプラン作成 ケアプラン作成

6 火 19 模擬サービス担当者会議 認知症セミナー 18 模擬サービス担当者会議 認知症セミナー 18 模擬サービス担当者会議 認知症セミナー 19 模擬サービス担当者会議 認知症セミナー

7 水 20 19 19 20

8 木 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

9 金 21 調査　まとめ ふれあい介護予防教室 20 調査　まとめ ふれあい介護予防教室 20 調査　まとめ ふれあい介護予防教室 21 調査　まとめ ふれあい介護予防教室

10 土 休 休 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日

11 日 休 休 休 休 休 休 休 休

12 月 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

13 火 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

14 水 22 21 21 休 休 休

15 木 23 支援センター連絡会 企画・提案書 /地域交流会 22 支援センター連絡会 企画・提案書 /地域交流会 22 支援センター連絡会 企画・提案書 /地域交流会 22 支援センター連絡会 企画・提案書 /地域交流会

16 金 24 企画・提案発表・実習まとめ 「町いき粋ネッ」ト作成 23 企画・提案発表・実習まとめ 「町いき粋ネッ」ト作成 23 企画・提案発表・実習まとめ 「町いき粋ネッ」ト作成 23 企画・提案発表・実習まとめ 「町いき粋ネッ」ト作成

○　○　大学　　○　○　○　○　　　様 ○　○　大学　　○　○　○　○　　　様 ○　○　大学　　○　○　○　○　　　様 ○　○　大学　　○　○　○　○　　　様

社会資源調査まとめ/ 地域交流会準備　/　地域課題　 社会資源調査まとめ/ 地域交流会準備　/　地域課題　 社会資源調査まとめ/ 地域交流会準備　/　地域課題　

休 休 休

社会資源調査

ＳV　桜木いきがいの集い　準備 ＳV　桜木いきがいの集い　準備 ＳV　桜木いきがいの集い　準備 ＳV　桜木いきがいの集い　準備

休

社会資源調査 社会資源調査 社会資源調査



勤務 午　前 午　後 勤務 午　前 午　後 勤務 午　前 午　後 勤務 午　前 午　後 勤務 午　前 午　後

1 木 16 メイト交流会 訪問面接体験　(野嶋） 15 メイト交流会 訪問面接体験　(野嶋） 15 メイト交流会 訪問面接体験　(野嶋） 16 メイト交流会 訪問面接体験　(野嶋）

2 金 17 要約記録作成 要約記録作成/事例検討 16 巡回指導１０：００　/　プラン作成 要約記録作成/事例検討 16 巡回指導１０：００　/　プラン作成 要約記録作成/事例検討 17 ケアプラン作成 要約記録作成/事例検討

3 土

4 日 休 休 休 休 休 休 休 休

5 月 18 ケアプラン作成 ケアプラン作成 17 ケアプラン作成 ケアプラン作成 17 ケアプラン作成 ケアプラン作成 18 ケアプラン作成 ケアプラン作成

6 火 19 模擬サービス担当者会議 認知症セミナー 18 模擬サービス担当者会議 認知症セミナー 18 模擬サービス担当者会議 認知症セミナー 19 模擬サービス担当者会議 認知症セミナー

7 水 20 19 19 20

8 木 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

9 金 21 調査　まとめ ふれあい介護予防教室 20 調査　まとめ ふれあい介護予防教室 20 調査　まとめ ふれあい介護予防教室 21 調査　まとめ ふれあい介護予防教室

10 土 休 休 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日

11 日 休 休 休 休 休 休 休 休

12 月 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

13 火 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

14 水 22 21 21 休 休 休

15 木 23 支援センター連絡会 企画・提案書 /地域交流会 22 支援センター連絡会 企画・提案書 /地域交流会 22 支援センター連絡会 企画・提案書 /地域交流会 22 支援センター連絡会 企画・提案書 /地域交流会 1 支援センター連絡会 企画・提案書 /地域交流会

16 金 24 企画・提案発表・実習まとめ 「町いき粋ネッ」ト作成 23 企画・提案発表・実習まとめ 「町いき粋ネッ」ト作成 23 企画・提案発表・実習まとめ 「町いき粋ネッ」ト作成 23 企画・提案発表・実習まとめ 「町いき粋ネッ」ト作成 2 デイホーム　敬老会 デイホーム　敬老会

17 土 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日 帰校日 3 特別養護老人ホーム谷中　３Ｆ 特別養護老人ホーム谷中　３Ｆ

18 日

19 月 4 特別養護老人ホーム谷中　２Ｆ 特別養護老人ホーム谷中　２Ｆ

20 火 5 包括 １５：００　巡回指導

21 水 6 実習生ミーティング 桜木いきがいの集い

22 木 7 ケアマネジメントセンター 事例検討会

23 金 8 やなかデイホーム やなかデイホーム

24 土 9 いけのはたデイホーム いけのはたデイホーム

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

○　○　専門学校 　○　○　○　○　様

社会資源調査まとめ/ 地域交流会準備　/　地域課題　社会資源調査まとめ/ 地域交流会準備　/　地域課題　

○　○　大学　　○　○　○　○　　　様○　○　大学　　○　○　○　○　　　様 ○　○　大学　　○　○　○　○　　　様○　○　大学　　○　○　○　○　　　様

社会資源調査まとめ/ 地域交流会準備　/　地域課題　

社会資源調査 社会資源調査 社会資源調査 社会資源調査

休 休 休 休

９月



２）実習指導者の印象に残った実習生－二つの事例－

東村山市西部地域包括支援センター 増 田 耕 太

①はじめに

地域包括支援センターは市区町村の責任において設置され、地域の高齢者に対し、包括

的な地域ケアを実現すべく、以下のような機能を発揮する。

○高齢者の相談を、初期窓口としてワンストップで受け止め、必要なサービスに繋げ

ること。認知症や被虐待高齢者に対しては、その権利擁護に努めること。

○医療・福祉の関係機関の連携、要援護高齢者を発見する見守りネットワーク、地域

サロン等、地域にインフォーマルを含むサービスネットワークを構築するとともに、

これを以て、介護支援専門員の後方支援を含む、包括的なケアマネジメントを展開

すること。

○介護予防事業、介護保険の予防給付が効果的かつ効率的に提供されるよう、マネジ

メントを行うこと。

当事業所では基準に基づいて看護師、社会福祉士、主任介護支援専門員が配置され、4
人の職員がチームアプローチにて、地域に出向いてのソーシャルワークに当たっている。

事例に入る前に、新カリキュラム対応以前の当事業所の実習受け入れ体制について紹介

しておくと、以下のような状況であった。

○初日にオリエンテーションと、包括支援センターの概要について講義を行う。あと

は基本、場当たり的に、訪問がある都度同行させる。残りの時間は支援経過記録や

包括支援センター業務マニュアル等の閲覧をさせる。

○スーパーバイザーとしての実習指導者が固定しておらず、4 人いる職員は同行訪問
時、それぞれバラバラの指導を行う。

○基本スタンスとして、実習機会をどう活かし、どんな成果を挙げるかは、実習生の

自主性に任せている。質問が出れば丁寧に答えるし、希望があれば応じるが、無い

のであれば、職員から積極的な働きかけはしない。

②何も語らないまま、実習を終えた実習生

実習期間を通じ、ほぼ全く質問をせず、実習記録も出来事の羅列と表面的な内容に止ま

り、淡々と実習を終えた実習生である。

この実習生の実習目標は、多くの学生がそうであるように、自分の言葉でなく教科書的

なものであり、これという希望もなく、実習に対しての主体性が希薄であった。

実習においては、退院時のサービス担当者会議、地域サロンでの介護予防教室、認定調



査立ち会い等、適当な場面が提供され、当初は各職員が熱心に実習生に話をした。

しかし、実習生から期待する反応が返って来ないことで、各職員に徒労感が芽生え、実

習生への関心が薄れた。場面の提供と指導は継続するが、実習生の淡々とした態度は変わ

らず、すれ違いのまま最終日を迎え、後で、「まったくあの実習生は何をしに来たのか」

と顔を見合わせてぼやくことになった。

当該実習生は極端な例であり、パーソナリティの問題も感じさせた。この部分では、指

導教員との連携も密にすべきケースであったかもしれない。しかし、最近の学生の傾向と

して、知識不十分、目的不明確、主体性欠如が挙げられるようになり、程度の差の問題で、

本件に類似した学生は散見される。

実習当初より、学生に質問・相談する力量を前提として求め、それでいて一本化したス

ーパーバイザーを置いていない当事業所の体制では、そのような傾向の学生に十分な対応

ができない。本件は、当事業所の問題点を浮かび上がらせた。

③ソーシャルワーカーとしての適性に自信が無かったが、実習を通じて自信と学習意欲

を深めていった実習生

新カリキュラムを受け、一本化した指導者＝スーパーバイザーを位置付けたうえで受け

入れた、最初の実習生である。

事前訪問時に提出された実習目標は良く書けていて、基本的な態度はきちんとしている

が、やや受動的な印象を受けた。このため指導者は「なんでも気軽に質問し、たくさんの

ものを持ち帰って欲しい」と話し、スーパービジョンの活用を促すとともに、まず実習生

が話しやすい雰囲気を醸成することに心がけた。

次に、スーパービジョンの支持的機能を重視し、特に実習当初、実習生を認め、励ます

ことに努めた。この実習生の場合、聞く姿勢が良くできており、また、記録が良く書けて

いたため、その点をはっきり強調し、「面接はまず聴けなければ始まらない。専門家の仕

事は記録ができなければ成り立たない」と励ました。

実習期間中は継続的にスーパービジョンの時間を取り、雑多に与えられる同行訪問等の

場面について、ソーシャルワークのエッセンスを抜き出して投げかけ、考察を促した。

また、各職員に実習生の学びを戻し、各職員の指導も認めることで、事業所全体として高

いモチベーションを維持しながら、実習生の状況を把握し、指導に当たることができた。

実習のまとめにおいて、この実習生は「社会福祉士への憧れが強まった。学ぶことが楽

しくなった。」と書いてくれた。スーパーバイザー一年生にとって、意識的な取り組みが

奏功したと感じさせてくれた、印象深い学生であった。

スーパーバイジーは、成果や疑問をバイザーに提供する義務がある。忙しくしている職

員に、質問・相談する力量を、養成校が涵養してくれればありがたいが、ハードルは高い。

実習先で、「いまどきの」学生がスーパービジョンを申し出ることができる環境を、どの

ように生み出せるか。まずは認め、励ますことが第一だと今は感じている。



 

３ 実習先指導職員のヒアリング調査結果 

                                         

1）ヒアリング調査の目的 

少子高齢化が急激に進む中で、より実践力のある社会福祉士が現場から求められてきて

おり、新カリキュラム移行の中で実習教育の向上が直近の課題となってきている。2008 年

度～2009 年度の社会福祉士実習生・実習先・養成校の三者の調査によって、社会福祉士実習に

おける学生の主要な課題は、①メンタルヘルス・②職員との関係悪化・③意欲低下・④疾病と怪我

であり、これらの課題を抱える学生が、利用者との関係形成が困難であったり、共感疲労やバーン

アウトなどの危機につながるという悪循環の実習構造があることが明確になった。同時に、担当教

員や実習先指導職員が学生の心身の状況に早期に気づき、学習ニーズが把握されて、適切にス

ーパービジョンや個別支援が行われた場合は、学生自身の自己成長が意欲的に図られることが示

唆された。このことから、実習先と共に連携した実習教育指導・支援が重要であり、実習教育につ

いてのスーパービジョン・リスク管理としてのケースマネジメントのシステム作りが課題であることが示

唆された。 

本研究では､実習先指導職員と共にスーパービジョンと実習マネジメントのモデルを構築し、今

後の社会福祉実習教育の向上を図ることを目的とする。 

尚、この調査で得られたデータは、共同研究メンバーで検討し多角的な分析をして、今

後の実習教育の改善の為の貴重な資料として役立てる。また、データの保管にあたっては

実習教育室で厳重に管理し、個人情報の保護を遵守し、データは研究及び実習指導改善以

外に使用しないことについて説明し、同意書をいただいている。 

 

2）調査内容と方法 

 本校の実習先指導職員 14 名に、グループヒアリング調査を 2回にわたって下記のように

行い、その結果を KJ 法にて分析した。質問項目は、①実習生受入れの際のスーパービジョ

ンの内容、②これまでの実習指導の経験から特に印象に残っているスーパービジョンの事

例（上手く言った事例・上手くいかなかった事例）、③スーパービジョンが難しいと感じら

れる学生、④実習スーパービジョンの体制、⑤スーパービジョンの課題、⑥養成校への要

望について調査した。 

 

①第 1 回グループヒアリング調査 

日時：2011 年 2 月 24 日 17：00～20：00 

場所：本校介護実習棟 1 階被服室 

参加者：実習指導職員 9 名・本校教員 6 名・実習教育室長 1 名・スタッフ 3 名 

 

②第 2 回グループヒアリング調査 



日時：2011 年 3 月 11 日（金）午前 9：00～12：00 

場所：本校介護実習棟 1 階被服室 

 参加者：実習指導職員 5 名・本校教員 2 名・スタッフ 2 名 

 

表１ヒアリング調査参加者実習先種別 

NO 種別 人数 

1 デイサービス 2 

2 養護老人ホーム 1 

3 特別養護老人ホーム 1 

4 地域包括支援センター 2 

5 在宅介護支援センター 1 

6 社会福祉協議会 2 

7 児童養護施設 1 

8 母子生活支援施設 1 

9 知的障害者更生施設 1 

10 福祉事務所 1 

11 更生保護施設 1 

        総数 14 

 

3）調査結果 

①スーパービジョンの内容 

スーパービジョンの内容として、ヒアリング調査した結果を KJ法で分類し、資料 1の表

のようにまとめた。大項目として、1.実習先の特徴、2.学生の状況、3.支持的機能、4.教

育的機能、5.管理的機能が抽出された。具体的内容は以下の通りである。 

ア 実習先の特徴 

 自己紹介時に、アバウトな実習、各課を回る実習、講義中心、長期分散型実習、福祉職が配置さ

れて間もない福祉現場などの特徴が示された。 

 

イ 学生の状況 

 最近の学生の状況としては、知識不十分、目的が不明確、主体性の欠如、きれいにまとまってい

るが具体的にイメージできない、分かったつもりになっている、個別支援計画の作成が難しいなど



の問題点が指摘された。また、一般企業など福祉の道に進まない学生だと非常に落胆する旨話が

あった一方、実習生の状況を分かっていて、指導するモチベーションが一気に下がるので、敢えて

「将来何をしたいか聞かない」という実習指導職員もいた。こうした学生の状況を鑑みて、教員より

事前学習の中では、学生の思いを伸ばすスーパービジョンが必要ではないかと意見が出された。 

 

ウ 実習指導のスタンス 

 実習指導のスタンスとしては、ソーシャルワーカー養成として倫理・価値・知識・技術を学ぶ場で

あり、人間性の教育を基盤としていることが強調され、①学生がやりたいことを重視、②苦手な部分

をサポート・得意な部分を伸ばすことが示された。 

 

エ 支持的機能 

a.受け入れ、支える 

居眠り・遅刻・実習中断の学生を受け入れ、内省を促しながら、根気よく支えてもらった。そうした

学生には、特に学生自身が抱える課題、成育歴などの背景があり、実習指導だけでは賄いきれな

い部分あり、実習指導教員との連携の必要性が示唆された。 

ｂ.話を聴く 

 実習生の話をなるべく聴き、実習生の揺らぎや葛藤を支えるように努力していることが強調されて

いた。 

ｃ.実習生の気持ちの理解 

施設長の方針で、実習生の気持ちの理解わからないようでは、指導員としてまずいと指導され、

実習生をサポートするよう努めている。 

d.気持ちの表出 

 実習生の気持ちや意見・思いのやり取り、職員との交流を図るものとして、スタッフノートの書き込

みや職員と感 

想メモのやり取りを行っている。実習生の不安や心配を率直に書き込んでもらうことで、励ましの言

葉を伝えて、 

実習生とのコミュニケーションを深めることに役立っていた。また、職員の気持ちや想いが率直に書

き込まれてい 

るため、仕事に対する専門職としてのジレンマや葛藤、職員の前向きな姿勢などから実習生は主

体的に学ぶ機 

会を得ていた。 

e.良い所を合わせて伝える 

 課題を指摘する時には、良い所を合わせてセットで伝え、気持ちが切れることがないよう、前向き

に取り組める 

よう配慮していることが示された。 

 



オ 教育的機能 

a.事前学習の強化 

事前オリエンテーションにて、事前学習として課題を提示し実習先の全般的な知識を得てくるよ

う指示する。また実習中においても、実習での学びを深め、実践の理論化を図る為に実習生の到

達度に応じて課題を提示している。 

ｂ.理念･目標方針 

法人や実習施設･機関の理念･目標方針の意義や役割について、具体的に説明し、ソーシャル

ワーカーの基本姿勢や業務内容の留意点を周知している。 

ｃ.現場を知る機会 

 現場の実態を、まずは知る機会にしてもらっている。 

ｄ.希望の把握 

 まずは、ケースを決めて、その人を知る、課題を見つける作業をして、学生がやりたいことを言語

化してもらう。また、利用者の色々な課題や背景に気づくよう指導する。指導者の価値観を押し付

けるのではなく、現場の実態を観て、実習生の考えを引き出すよう力を入れている。 

 

e.知る・観る→気づく→やりたいことの発見 

危機管理以外の指示はせず、なるべく職員とともに家庭訪問に行き、そこでの気づきや感じたこ

とを引き出すよう努めている。 

ｆ.記録は学生に任せている 

 記録が重荷になって実習が遂行できないと問題なので、記録は学生に任せている。 

ｇ.記録の意義 

 書くことがないなどの学生がいるが、書くことがない実習内容だったのかもしれないので、伝えた

いテーマについて考えてもらい、自分の気持ちを言語化してもらうよう努めている。 

ｈ.記録の時間の確保 

 学生の記録の大変さ、負担が良くわかるので、記録の時間を確保している。記録は学生に任せ

ている、翌日提出、1時間かけて書くようトレーニングしているなどの方法が示された。 

i.記録の考察を深める 

記録の内容では、助言をそのまま書いている場合があり、職員が言ったことを咀嚼して、考察を

深めて記録するよう留意されていた。特に自分の言葉で、変化･成長・疑問・解決などの揺れの部

分を書いて欲しいという点が強調されていた。また、利用者、職員の視点に偏った考察が多いので、

それぞれの視点からまとめて専門職としての多角的な視点を習得するよう指導している。 

j.職員の姿から学ぶ 

 暴言を吐く子どもに誠実に向きあっている職員の姿から、「素晴らしかった、子どもは変わるんだ」

と学んできている。 

k.自らの実践から学ぶ 

 ①一人での家庭訪問、②手話コーラスの立ち上げ、③家庭訪問の同行など相談援助の実際の



場面に同席し、また一人で訪問してみる、同好会の立ち上げなど具体的な実践からソーシャルワ

ークの魅力を実感し，その過程からやりがいを見出してきている。 

 

カ 管理的機能 

a.事前オリエンテーションでの見立て 

 事前オリエンテーションでは、①学生の状況確認、②希望「やりたいこと」の把握、③実習計画

書は自分の言葉で書いてほしい、④実習プログラムに添ってやる、⑤守秘義務の誓約などの点が

抽出された。事前オリエンテーションで強調されたのは、学生の状況を踏まえ、やりたい事を確認し、

学生像を抽出して見立てを行い、実習プログラム作成の原案を作るということだった。そのため、実

習計画書は自分の言葉で書いてほしいとの話しがあり、社会福祉士実習と合わない部分について

は方向性を示し、持ち帰ってもらい、実習が開始してから調整するということだった。また、守秘義

務の遵守については、ソーシャルワーカーの基本姿勢として基盤となるものであり、事前オリエンテ

ーションにて必ず誓約書を交わし、個人情報の取り扱いについて丁寧に説明している。 

ｂ.毎日の振り返り 

 忙しい中で、スーパービジョンの時間を毎日確保することは難しいが、学生にできることはない

か考えて、毎日 15 分のスーパービジョンを継続して行い、学生のモチベーションを大きく高めて

いた。 

ｃ.組織としての受け入れ 

 実習生の受け入れを組織として行い、①組織全体の受け入れを行う、②統一した指導をしてい

けるよう努力、③実習委員会を立ち上げ、ピアスーパービジョン位置づけ職員の資質向上をはか

る、④利用者に相談、利用者が盛り上げる、④各課へ配属するので、様子を聴いて随時修正行う

など、実習生の状況により細やかな配慮が丁寧にされていた。特にスーパーバイザーを施設長が

行っている所では、より実習生の受け入れが熱心であり、施設長自ら運営管理や職員研修、社会

資源の活用、地域でのネットワークの構築などについて指導していた。 

 

キ 今後の課題 

 今後の課題としては、養成校教員へ、福祉現場の実態や仕事をわかっている人がいると助かる

点が指摘された。また、①「個々の学生の状況や課題にそった指導を行っていきたいので、個々の

学生の見立てがほしい（学生の良い所などの状況が解るもの、それに引きずらないようにしたいが

…）」、②「お互いに馴れ合いにならないように実習生としての意識づけをきちんとしたい」、③「社

福祉士実習の特色を出していきたい」、④「生活施設なのでだらだら仕事が延長してしまうことがあ

るので実習生のオーバーワークにならないよう配慮したい」などの課題が示された。 

 

②スーパービジョンの事例 

ア うまくいった事例 

 実習先の指導職員より、うまくいった実習生の事例を抽出して、スーパービジョンの機



能毎に分類すると以下（資料 2）のようになる。 

a.管理的機能 

①スーパーバイザーの役割の遂行：各課の指導・調整 

  スーパーバイザーが各課の指導状況を把握して、実習生の要望をよく聴き、ギャップを調整す

る。実習生側から何を学びたいのか、知りたいのか、言ってもらえると各課を指導しやすい。 

②放置→苑全体で検討 

 実習生はどうしても放置になってしまうことが多いが、どうやればうまくいくのか実習担当者とも話

し合って苑全体で実習生の対応を検討している。実習生の放置という実態がありつつも、入職につ

ながっている実習生も居り、入職者には心から感謝している。 

③学部生と社会人を組ませる 

学部生については、社会人（通信科など）と組ませると、ケース記録の閲覧など職員にタイミング

を見てうまく依頼することができ、考察も深まり、職員との関係形成も円滑にいくようである。 

 

b.教育的機能 

①身近な事例から学ぶ 

 身近な事例に置き換えて、ニーズ把握や生活課題の分析、個別支援計画の立案を行う。 

②ソーシャルワーカーの役割を説明 

 ソーシャルワーカーが職場を改善、改良する義務があることを説明した所、「頑張ります」とモチベ

ーションを高める。 

③自立支援計画の作成 

 実習プログラムがうまく消化できた学生には、一人担当しているケースを持ってもらい、アセスメン

トの方法を指導し、自立支援計画書を作成して、職員が作った計画書とすり合わせをしたり、意見

交換をして、実習生の自信につながっている。 

 

ｃ.支持的機能 

①プラスに考える 

 職員も楽しんでいるので、実習生にも楽しむ、仕事をプラスに考える姿勢を動機付けする。 

②実習生と一緒に行動、一緒に考える 

 職員と一緒に行動し、体験することによって、利用者の生活を肌で感じ、生活背景やニーズの把

握を可能にする。また、利用者との葛藤など時にはトラブルもあるが、職員との関係作りを円滑に行

うことができる。 

③実習先、実習生、養成校との三者関係をしっかり築き、学生のいい所を伸ばし、悪い所をしっか

り指導することができる。 

④いいところを伸ばす 

 学生のいいところを伸ばす指導をするために、学生の変化や可能性をキャッチすることができる

能力が必要。 



⑤色々なアプローチ 

学生の個性や意向を見極め、個別支援計画の作成や同好会の立ち上げなど多様なアプローチ

が可能となる。 

 

③ うまくいかなかった事例 

 うまくいかなかった事例としては、①部署移動し消化できずに終った実習生、②実習内容の幅が

広すぎるため消化させられないこと（内容の絞込みが必要ではないか）、③勉強が教えられない実

習生は役に立たないという見方、④学生との対立、⑤利用者や職員との距離感がうまく取れずに、

馴れ合いになってしまった例が示された。また、⑥コミュニケーション（キャッチボールができない）

ができない、⑦全く読めない、⑧何を考えているかわからない、⑨職員に見せる顔と教員に見せる

顔が違うなどの課題が指摘された。さらに、⑩心の中に落ちない、⑪純粋な疑問などが引き出せな

い、⑫将来福祉分野に行く気がないなどかなり厳しい実態が明確になった。 

 

④ 考察 

実習指導者のヒアリング調査の結果、最近の学生の状況として、知識が不充分、目的が

不明確、主体性が欠如、分かったつもりになっている、きれいにまとまっている、個別支

援計画の作成が困難などの問題が指摘された。特にスーパービジョンがうまくいかなかっ

た事例では、未消化、コミュニケーション（キャッチボールができない）ができない、全く読めない、

何を考えているかわからない、職員に見せる顔と教員に見せる顔が違うなどの課題が抽出された。

さらに、心に落ちない、純粋な疑問などが引き出せない、将来福祉分野に行く気がないなど厳しい

回答が示された。 

一方、スパービジョンのスタンスとしては、ソーシャルワーカー養成として、第一に人間性の教育

を基盤とし、第二に専門職養成であることが強調されていた。また、その方法としては、学生がやり

たい事を重視し、苦手な部分をサポートするし、得意な部分を伸ばすと言うストレングス支援モデル

が実践されていた。 

具体的内容としては、管理的機能として、①事前オリエンテーションでの実習生の見立て（アセ

スメント）の実施、②毎日の振り返りの継続、③組織としての受け入れ（スーパーバイザーの調整・

介入、実習委員会の設置）などが示された。教育的機能では、現場を知る･観る･支援展開の実践

から、気づきややりたいことの発見を引き出し、そこから対象者のニーズ把握をして考察を深める、

ソーシャルワーカーとしての倫理･価値観を学ぶ、記録の考察を深める、多角的な見方や考え方を

身につける、自己の課題を明確化することが抽出された。支持的機能では、居眠り･遅刻などの課

題を抱えた学生をも受け入れ、心を支えるスーパービジョンが細やかに行われていた。特に実習

生の気持ちの表出、不安や緊張の緩和を図る為に、スタッフノートや感想メモのなどの細やかな心

のやり取りは、職員としてのジレンマや葛藤のありようを伝え、職員としての一体感や前向きな心の

持ち方を涵養していた。 



 

図 1 ヒアリング調査から見えたスーパービジョンの内容 

スーパービジョンの支持的機能は、教育的機能と管理的機能の基盤となるものであり、実習生を

支え、育てるだけでなく、実習先職員全体の資質向上をはかり、利用者にとって温かで居心地の

良い環境作りを実現するものである。支持的機能･教育的機能･管理的機能のそれぞれを明確に

区分する事は難しく、３つの機能が有機的に融合して始めて、スーパービジョンが可能となることが、

調査結果から同時に示された。相談援助実習が専門職養成として起動する為には、スーパービジ

ョンにおけるこの３つの機能が意識的に位置づけられ、発展していく必要がある。養成校教員にお

ける認識も低いことから、さらに、養成校･実習先指導職員とともに、スーパービジョンと実習マネジ

メントのあり方を追究し、新たな視座を開発していきたい。 

 

 

 

 

 

「社会福祉士としての専門性を育てる」
1.現場を知る・観る・実践する
①利用者の生活やニーズ・支援展開の理解
②地域支援の理解

2.ソーシャルワーカーとしての倫理や価値の育成
3.自己の希望の実現と課題の明確化→ソーシャルワーカー像の確立

「専門職養成の意図的なケースマネジメント」
1.事前オリエンテーションでの実習生の見立ての実施
2.毎日の振り返りの継続
3.組織全体での受け入れ

「心を支える」
1.実習生の気持ちや意向の表出の支援
2.不安や緊張の緩和
3.ジレンマや葛藤の支援
4.苦手な面をサポート、得意な面を伸ばす支援

①支持的機能

③教育的機能

②管理的機能



資料 1スーパービジョンの内容 

 

大項目 中項目 小項目 内　　　　　　　　　　　　　容

アバウトな実習 アバウトな実習
大変、“アバウト”な実習をやっている。

アバウトな実習 アバウトな実習
　
うちも、アバウトな実習をやっている。

各課を回るタイ
プの実習

各課を回るタイプ
の実習

各課を回るタイプの実習を行っている。みなさんのやり方を教え
ていただきたい。

講義中心
講義中心→いいや
り方がないか

指導者の責任が問われる。プレッシャーになっている。
伝えることが講義中心になるのでいいやり方がないか考えてしま
う。

長期分散型実
習

珍しい受け入れ方
→長期分散実習

年間３０名ほど、実習生を受け入れている。
行事に２，３時間参加してもらうなど、短時間の実習を繰り返
し、合計で１８０時間以上になるような、めずらしい受け入れ方
をしている。

福祉職が入る
ようになって間
もない現場

更生保護施設→福
祉職が入るように
なって間もない現
場

更生保護施設は、福祉職そのものが入るようになって、間もない
現場である。

実習先と異なる
就職先を希望

実習先と異なる就
職先を希望

実習先とは異なる就職先を希望する際、どうすればよいか迷う。

将来何をしたい
か聞かない

将来何をしたいか
聞かない

マイナスかもしれない⇒将来何をしたいか聞かない。あえて聞かな
い、何が出てくるかわからない。一般企業に行くといわれたら、今
後どう関係を築いていけばいいかわからなくなる。

知識が不十分
違いが分からない
学生

在宅介護支援センターがなくなってくる中で、地域包括支援セン
ターもあるので見てもらうようにしている。他の部署でも並行し
て実習できるようにしている。
在支援、地域包括、居宅介護の違いが分からない学生がいる。実
習当日までにそれらの違いを理解するようにさせている。どちら
も社会福祉士が関わっているので理解してもらうようにしてい
る。

目的が不明確
泥の壁とキャッチ
ボールしているよ
うな印象

スーパービジョンのやり取り、初日の契約の段階で忌憚のないこと
をやりとりしたいが、泥の壁とキャッチボールしているような印象
を持つことがある。泥の壁に関連して・・・

主体性の欠如
答えを教えてくれ
なかった

「答えを教えてくれなかった！」と言った学生もいる。

きれいにまとまっ
ている

今の話を聞いて、以前はもっと柔らかだったが気がするが、計画書
作成にあたり、授業で取り上げるきれいな言葉を書いているのでは
ないか。整理されすぎちゃっているのではないか。言葉は知ってい
るがイメージできない。自分の言葉で計画書を書くが、教員に見せ
ると修正される。修正されると余計に分からなくなる、という構図
があるのではないか。
やり方によっては、アイスブレイクがアイスを堅くしてしまった
り、壁を厚くしてしまったりしているのではいか。学校の学習の段
階で学生の思いを伸ばすスーパービジョンが必要なのではないか。きれいにまと

まっている

実
習
先
の
特
徴

学
生
の
状
況



 

大項目 中項目 小項目 内　　　　　　　　　　　　　容

分かったつもり
になっている

分かったつもりに
なっている→違っ
た角度から質問し
たり、発言を拾っ
て広げる

逆に、「分かりました！」と何度も言う学生もいる。分かったつも
りになっているのでは。ほんとかなと思う。違った角度から質問し
たり、発言を拾って広げたりするようにしている。

個別支援計画
の作成→実際
には難しかった

個別支援計画の作
成→実際には難し
かった

今回は、全部の計画をこちら側で立てた。ケースをもってもら
い、プランをたててもらい・・・など。イメージとして立てた
が、実際は難しかった。
実習生は来るだけでも大変だから、準備をしておこうと努めた。
ケースの選定も、実習生の履歴書をみて、相談員5人全員で誰に興
味を持つかなど、話し合った。
実際はそれも思う通りにはできなかった。実習生が困らないよう
に、初めての実習生であったため、配慮していた。

倫理、価値、知
識、技術を学ぶ
場

倫理、価値、知
識、技術を学ぶ場

単なる職場体験ではないので、倫理、価値、知識、技術を学ぶ
場。実習指導者が伝えるべき。

学生がやりたい
ことを重視

レールを引きすぎ
ない

レールを引きすぎて主体性を奪うことになると思う。レールを敷
くことでお互いの方向性が確認できるようになったのは良かっ
た。学生がやりたいことよりも、プログラムの消化が目的になっ
てくる。

ソーシャルワー
カー養成

ソーシャルワー
カー養成実習

ソーシャルワーカー養成実習なのか悩み。即戦力養成の実習と認識
している。

人間性の教育
まずは人としてと
いう所を身につけ
て学習してほしい

実習で何を学ぶか、学生によって、学校によっても違う。私個人
は、制度や事業、社協について知ってもらうことも大事だが、ま
ずは人として、というところを、なるべく身につけて、学習して
もらいたいな、と考えている。資質の部分、あいさつができてい
る、メールの丁寧さなどの良い点を言葉にして伝え、伸ばすよう
には心掛けている。

苦手な部分を
サポート、得意
な部分を伸ばす

苦手な部分サポー
ト、得意な部分を
伸ばす

苦手な部分はサポート、得意な部分を部分を伸ばす。指導の仕方
がある。

居眠り・遅刻・実
習中断の学生→受
け入れ、支えても
らった

今回は、Ａさんの対応についていろいろとあった。居眠り、遅刻が
あり、別な実習先で実習が中断となってしまった学生の、残りの実
習を受け入れてもらった。最初は熱発などしたものの、受け入れ、
支えてもらった。

記録が毎日書けな
い→学生自身が抱
える課題の把握

記録が毎日書けなかったり、遅れなどもあったが、なんとか終える
ことができた。指導職員自身はどう感じたか。→Mさんのような、学
生自身が抱える課題がある方もいると思う。成育歴など、背景があ
ることを感じた。指導の中だけでは賄いきれないことを感じた。あ
とは自分自身の課題なのではないか、ということを今回のMさんの指
導を通して感じた。

話を聴く

支持的な所→なる
べく話しを聴く、
受け入れるように
する

支持的なところをしっかりやっていきたい、という話をしてい
る。なるべく話を聞くようにはしている。受け入れるようにはし
てきたつもり。

実
習
指
導
の
ス
タ
ン
ス

受け入れ,支え
る支

持
的
機
能

学
生
の
状
況



 

大項目 中項目 小項目 内　　　　　　　　　　　　　容

気持ちの理解
実習生の気持ちの
理解とサポート

施設長の方針で、私たち指導員は子供の気持ちはそうした境遇に
あったことが無いので分からないが、過去に実習は経験している
ため実習生の気持ちはわかるはずなので、実習生の気持ちが分か
らないようでは指導員としてはまずい、ということで、サポート
するよう努めている。

スタッフノート：
実習生の気持ちと
職員の気持ちの表
出

実習生が思ったこと、考えたことなど、をノートに書き、気持ちの
表出を助けているようですが？→「スタッフノート」というものが
があり、実習生、ボランティアなどが書くノートで、自分と、子ど
ものかかわりだけではなく、職員がどういう意図をもってやってい
るかを知ってもらいたい、と考えノートを使っている。ざっくばら
んに書いてもらっている。

スタッフノート：
ざっくばらん書く

スーパービジョンとしてはあまり使っていない。ざっくばらんに書
いてもらっているだけ。

スタッフノート：
元気が出た

スーパービジョンにつなげていることなどもあるのか？→「スタッ
フノート」は自分だけが悩んでいるわけではないと分かり、元気が
出た、といっていた学生もいる。

感想メモでコミュ
ニケーション

感想メモを日々書いてもらっている。何人か学生が来る場合、一言
書いてもらったことに、他の学生からもまた書いてもらうようにし
ている。

感想メモ：たがい
の意見や思いのや
り取りのツール

最初は、緊張しているが徐々に絵文字を使ったりなど、たがいの
意見や思いのやりとりのツールとして、使っている。ノート、記
録に書かないことや、感情などを記録ではあまり表さない学生に
は、感想メモに書いてあるようなことも書くように、指導してい
る。

良い所も合わ
せてセットで伝
える

良い所も合わせて
セットで伝える

必ず、何か指摘をする時も、良いところも合わせて本人に伝える
よう、セットで伝えるようにしている。

事前学習の課題で
全般的な知識を学
ぶ

事前課題の学習をすることで全般的な知識などを事前に学び、勉
強していくことができた。

事前学習の課題

事前に課題を出す。実習生に、事前課題と、実習中の課題を出す
ようにしている。
児童養護施設の運営面、用語集など、実習中にも、書いてもら
う。

理念・目標方針
の説明

理念・目標方針の
説明

まず事業計画書を貸出し、それをもとに、理念、要望、目標方針
など、計画を立てやっている、ということを説明していく。
そして、事業計画を理解したうえで、現場に入ってもらう。そう
すると色々と見えてくるため、そのようにやっている。

現場を知る機会
現場を知る機会に
したい

講習でプログラミングを学んだ。24日間で学び、理解させるのは
難しい。まずは、知るという機会にしたい。

希望の把握

その人を知る、課
題を見つける→学
生がやりたいこと
をやる

職場実習デイサービス、訪問介護に同行していろいろなことを経
験させる。その中で気に入った人がいればケースを決める。その
人をどうするというのは難しいが、アセスメント、情報収集、そ
の人を知ることに力を入れる。その人の課題を見つけるのが中間
課題。学生の計画書見るが、教員の指導を受けて書いているのが
分かる。内容を確認していくと目標が変わってきたりする。うま
く終わらない印象を受けている。
うまくいくとは？最後はフリーで動けるようにする。ケアプラン
を作成したりする。学生がやりたいことをやってもらう。その辺
から学生によってはあいまいになってくる。気づいた課題に対し
て、解決させられないことがはがゆい感じ。歯がゆさをなくすに
は何がきっかけになるのか。解決策の一つ、巡回時の教員との方
向性の確認で変わることがある、と感じている。

実習生の気持
ちの表出

支
持
的
機
能

教
育
的
機
能

事前学習の強
化



 

大項目 中項目 小項目 内　　　　　　　　　　　　　容

実習後どうしたい
か、どうありたい
か考えてもらう

　
社会福祉士実習であることを認識してもらう。実習が終わったら
どうしたいか、どうありたいかを考えてもらうようにしている。

積極的にこんな課
題、こんなことが
やりたい、と言っ
てもらうようにし
ている。

あとは、中間の反省会を行っている。前半部分で、事前に立てた
課題をどの程度達成できたか、後半はどう進めていくか、学生が
立てた実習課題をどう達成するか、一緒に指導していく。
実習課題については、こちらから積極的には言わない、と伝えて
いる。学生から積極的にこんな課題、こんなことがやりたい、と
言ってもらうようにしている。
しかし実習生によって、積極性がないなどといった個性があるた
め、そういうときはヒントを出したり、課題が達成できていない
けどどうする？など、こちらから働き掛けるケースもある。

実習生の考えを引
き出すことに力を
入れている

みるべき視点をどのように示しているか。→実習の中で打ち合わせ
はしている。うちの価値観を押し付けるのではなく、どちらかとい
うと実習生の考えを引き出すことに力を入れているのかもしれな
い。

子どもの色々な課
題や背景に気づく
か気づかないか

年間40人の実習生を受け入れている。
教員、保育士、社福祉などを受け入れている。母子生活支援施設
はマイナーな機関であるため、どういう機関かわかっていない方
も多いため、施設独自に作成した映像をみてもらい、こんなこと
をしている、と紹介している。ソーシャルワークというと面接場
面など、イメージされやすいものだけではなく、「生活の場」、
だということを伝えている。
ご飯を作ったりなどは行っていないが、実習生にとっては、一瞬
で過ぎ去る日常でしかないが、どこに大切なところに気づくか気
付かないか、というのは実習生の力量では

共に行く・現実を
見せる→気づく・
感じることを引き
出すことを重視

共に行く、ということを大事にしている。気づいたり、感じたり
することを引き出す、ということを重視する。能力をステップ
アップさせることは、３週間程度の実習では難しく、なるべく経
験してもらうことを重視している。現実を見せている。
４人の職員がおり、４タイプであるが、危機管理以外の指示はせ
ず、説明的にならず、あまり教えないことにしている。オリエン
テーションでもあまり教えないことを伝え、自分で分からないこ
とを質問させるよう伝えている。
うまくいく学生とできない学生もおり、必要に応じて若干介入す
ることもある。

ケースワーカーの
同行→観る実習

訪問に行く際は、学生に何かをさせる、主体的に何かをしてもら
うような実習は、今はしていない。ケースワーカーの実習も、み
ていることが主である。数日で何かをしてもらう、というのは無
理があり、相手に対して失礼になると思うため、実習としてはあ
まり良くないのかもしれない。

記録は学生に
任せる

記録は学生に任せ
ている

記録について。ゆるい性格なので、記録が重荷になって実習が遂
行できないと問題。学生に任せている。

記録の意義
記録というものがあるので、まとめることで実習後に理解すると
いうことにつなげていいのでは。

書くことがない→
伝えたいテーマに
ついて考えてもら
う

実習ノートを書けないのは、書くことがなかったこともあるので
はないか。職員の支援も必要なのでないか。一日のうちに伝えた
いテーマがあるので、それについて考えてもらうようにしてい
る。

記録の意義

教
育
的
機
能 知る・観る→気

づく→やりたい
ことの発見

希望の実現



 

大項目 中項目 小項目 内　　　　　　　　　　　　　容

記録の時間を作る
記録について。記録の負担が分かる。当日記録の時間を作る。家
に帰って実習のことを考えてほしくないので、当日書かせるよう
にしている。

実習ノート、１時
間かけて書くよう
トレーニング

実習ノートを1時間かけて書くよう指導。それもトレーニングである
ことを伝える。

日誌：助言がその
まま書いてある

訪問の移動中に日誌に書けることを助言したりするが、それがそ
のまま書いてあると、助け船を出さなければよかったとも思う。

職員がいったこと
を咀嚼して書いて
ほしい

考察欄にスタッフから言われたことをそっくりそのまま書いている
こともある。自分の気づきを書いてほしい。一日の学びを落とし込
んでほしいといっている。分量が問題ではないので、学んだことを
かいてもらうようにしている。職員が言ったことを咀嚼して書いて
ほしい。訓練も必要かもしれない。

記録が厳しい 記録が厳しい。翌日提出。

自分の言葉で、変
化、成長、疑問、
解決などの揺れの
部分を書いてほし
い。

実習ノートについて。事実の記録を羅列されただけでもコメントに
困る。自分の言葉で、変化、成長、疑問、解決などの揺れの部分を
書いてほしい。

利用者、または職
員の視点に偏った
考察が多くなる→
それぞれの視点か
らとらえまとめる
→多角的な考察

色々な人が、同じ場所に集まることが多い仕事であるため、「常
に、その場にいる人のそれぞれの視点で物事をとらえるようにし
てください」、と伝えるようにしている。利用者、または職員の
視点に偏った考察が多くなるため、それぞれの視点からとらえ、
まとめるよう、している。多角的な考察につながればな、と思っ
ている。

職員の姿から
学ぶ

暴言を吐く子ども
に誠実に向き合っ
ている職員の姿か
ら、「子どもは変
わる」と学んだ

Ａ君は、子どもがどんなに暴言をはいても、誠実に向き合ってい
る職員の姿が「素晴らしかった、そうすると子どもが変わるとい
うことが分かった」、と言っていた。
Ａ君自身が「その学びを実践に活かせるといいな」と、思った。
Ａ君の学びとしては、職員の基本姿勢は理解できた様子であっ
た。

自らの実践から
学ぶ

一人で訪問→顔つ
き変わる

認知症の人の家に実習生一人で訪問させるなどといった実習で、
本人は緊張するがモチベーションの向上につながっているようだ
が、どう学生を見極めているか。→自分の将来がしっかり見えて
いる、実習をこうやりたい、など、はっきりしている学生、大丈
夫そうな学生にやってもらっている。以前、通信の方で、自分の
将来についてはっきりとしたビジョンをもっており、こうした実
習をこうやりたい、と積極的な学生がいた。その人に、アセスメ
ントをやってもらい、自分で電話や訪問などをしてもらったとこ
ろ、目の色がさらに変わったことがあった。これを機に、そうし
たものを実習プログラムの中に取り込み、自身でやってもらう、
ということをやるようになった。実習の中でも、一人で利用者さ
んのところへ行き、面接をやってもらっている。
ご飯が食べれない、眠れない、など緊張もしているようだが、
帰ってくると顔つきが変わっており、いい経験ではないかと考え
ている。

記録の時間の
確保

教
育
的
機
能

記録の考察を
深める

記録の考察を
深める



 

大項目 中項目 小項目 内　　　　　　　　　　　　　容

手話コーラスの取
り組み→自分が頑
張っていることが
利用者さんに伝わ
る

手話コーラスに取り組んだことが大きかった様子。
自分が頑張ってる、というのが利用者さんにも伝わる、というこ
とを知り、感激していた。

手話コーラスの立
ち上げ→利用者も
喜び、職員も感激

手話コーラスの立ち上げ：利用者さんも喜んでおり、職員も感激
した。

具体的な相談援助
の実践展開を指導
→学生の学び大き
い

他の福祉事務所では、ケース記録も見せてもらえないこともあるよ
うで、B市福祉事務所の見学では、具体的な相談援助の実践展開をご
指導いただき、学生の学びが大きく大変な人気となっており、評判
が良い。

学生の状況確認 事前面接で学生の状況確認できる。

受入れ前の事前オリエンテーションを必ず実施。来てもらってい
る。計画書持ってきてもらう。うちができること、学生ができる
ことの申し合わせをする。学生それぞれやりたいことがある。社
会福祉士実習と合わない部分について、方向性を示すようにして
いる。持ち帰ってもらい、そのまま当日に移るが、実習始まって
から調整する。

事前オリの時に実習プログラムを渡す。事前に確認してきてもら
う。プロフィールを確認する。実習計画書には教員の意向が反映さ
れている。「ぶっちゃけてやりたいことがあるんじゃないの？」と
質問する。そこから本当の学生像を抽出しようとする。初日に半日
かけて注意点、マネジメントをする。自分の実習経験を話す。

計画書：自分の言
葉で書いてほしい

自分の言葉ではないのは見ればわかる。未完成もいいので、未完成
の部分がたくさんあっていいからそのまま来ていただきたい。指導
が入ることで鋭さがなくなってしまうのはもったいない。

実習プログラムに
添ってやる

受け入れるにあたって、オリエンテーションをし、こちらの規
定、決まりごと、気をつけるべきことなどについて話す。

実習はプログラムがあるため、実習プログラムにそってやっても
らうようにしている。

個人情報の説明 個人情報の取り扱いの説明をする。

守秘義務の説明と
誓約

誓約書を書いてもらったり、児童に関しての守秘義務などについ
ても説明する。

毎日の振り返り
毎日１５分スー
パービジョン

実習生に来てもらうようになってから、今のところ、中断する学
生も他大学などを含めてもない。利用者さんとどっぷりかかわる
ようなところではなく、地域包括支援センターは、常に利用者さ
んがいるようなところではないところもあるのかもしれない。
しかし、苦労する学生さんがいると先生方から聞いて、自分がか
かわる学生に対し、できることがないか、考えるようになった。
毎日1時間以上スーパービジョンをとっている、など他機関から聞
いたが、それは無理なので、じゃあ15分から始めよう、など色々
な工夫をするようになった。

事前オリエン
テーションの見
立て

教
育
的
機
能

管
理
的
機
能

希望「やりたいこ
と」の把握

自らの実践から
学ぶ



 

 

 

大項目 中項目 小項目 内　　　　　　　　　　　　　容

実習委員会ピア
スーパービジョン
→職員のレベルを
上げよう

社協では、各部署で2日間ずつ受け入れていた。実習委員会を格上げ
して、自分の組織の中でも実習の受け入れを重くしようということ
になった。職員のレベルを上げようということで、ピアスーパービ
ジョンを実施するようにした。学びあうことを重視しようというこ
とになっている。各部署色が違うので、社協に来たのになぜ作業所
なの？と落差を学生から感じて残念だと思うが、それもチャンスだ
と思う。

統一して指導して
いけるよう努力

スーパービジョンについては、若い職員など、十分な指導ができ
ていないなど、課題もあるが、実習プログラムを使い、統一して
指導してけるよう、努力している。

実習生の受け入れ
皆でやろう

実習生は、うちの期間限定の職員として接するように、職員に
言っている。看護師、ケアマネにも、職種は違っても、実習生と
しての自らの経験を思い出し、協力してほしい旨を伝えている。
みんなでやろう、と意識付けを職員に行っている。
実習生の数が少ないからできている面もあるのかもしれない。

相談員同士で話し
合い

初回の実習生のため相談員同士でどうするか、話した。
利用者さんに、実習生を受け入れることを事前に話し、利用者さ
んにも手伝ってもらった。園長がスーパーバイザーになっても
らった。日々の日誌は実習指導員がコメントを書き、園長が確認
し、返す、ということを行った。

利用者が盛り上げ
ようとしてくれた

養護のため、単発で入居者同士のケンカなどの事件が起こること
があるため、変わったことがあると、実習担当がいなくとも、な
るべく同席させるようにしていた。
そういったことなど、事前に職員間で何個か決めごとをあらかじ
め決めていた。
たまたま、転んだなど、トラブルがあった場合は、同席させるよ
うにした。今回は利用者さんが、実習生を気にかけてくれている
ことが多くみられた。利用者さんも、他の実習生と違い、長くい
るという実習生に疑問を感じている利用者さんもいると考え、先
手を打ち、利用者さんに実習生が入ることをあらかじめ相談

学生の個性・印象
など各課の様子を
聞き、修正行う

福祉事務所は、学校の講義のようになってしまう。色々指導して
いく中で、学生の個性や雰囲気、印象など、各課に学生の様子な
どを聞くようにしている。修正などもそれをもとに行っている。
色々な人が実習生を見るため、指導者による見方の違いなども知
るようにしている。

養成校の理解
養成校の仕事の理
解

養成校に仕事を分かっている人がいると助かる。

学生の見立て
学生の見立てがほ
しい

学生の見立てがほしい。内申書のようなもの。学生のいいところな
どをまとめたもの。学生の状況が分かるもの。実習指導者側がそれ
にひきずられないようにしなければならないが。

実習生としての
意識付け

実習生として意識
付けが課題

そのため実習生は過ごしやすいと思うが、逆に、なーなーになる
なってしまうなど、どのように意識付けしながら行うかが課題。

社福祉士実習
の特徴

社福祉実習の特徴
をだしていきたい

3種類の実習がいるため、プログラムはあるが、保育、社会福祉
士、教員の実習があいまいになっている点があり、もう少し、保
育士の実習なら、教員なら、社会福祉士と特徴を出していきたい
と考えている。

組織としての受
け入れ

管
理
的
機
能

今
後
の
課
題



資料 2 スーパービジョンの事例：うまくいった事例 

 

 

大項目 中項目 小項目 内　　　　容

教
育
的
機
能

自立支援計画
の作成

できる実習生のみ→自
立支援計画書の作成

うまくいったケースというより、プログラムがあるため、プログラムにのれて、
うまくそれが消化でき、プラスアルファでできる場合はやってもらう。支援計画
というケアプランのようなものを作成させる、ということをやらせる。一人、担
当している子のケースをピックアップしてもらい、もともとある自立支援計画書
を見せず、書き方のみ教え、アセスメントしていく過程で担当の職員に自分で聞
いてもらい、作ってもらう。最後に実際の計画書とすり合わせ、意見を聞いた
り、教えていく。実習生に聞くと、よかった、という声がよく聞かれる。

楽しむ、プラス
に考える

楽しんでいる、仕事がプ
ラスに思える

自分も楽しんでいるので、それが伝わるようにしている。仕事がプラスに思えて
くるように心がけている。

ぶつかってよかった→自
分の葛藤、一緒に考えて
いきたい

年齢が利用者と近いため、友達関係に近くなりがちである。たとえば、体の触れ
あいなど、注意したこともあった。その際実習生を泣かせてしまったが、指導教
員の方かた後日電話があり、福祉と一般企業と将来の進路に迷っていたが、実習
を終えて、福祉一本でいくと決めたと連絡をもらい、ぶつかってよかった、と感
じた。自分の葛藤なども含めて、一緒に考えていきたいと思う。

職員と一緒に動き、体験
→利用者の生活を肌で
感じる、職員との関係形
成を行っていくことがねら
い

アバウトな実習ということで、あまり「指導」、という考えではなく、現場で何
が起こっていて、どういう利用者さんがどういう生活をしているか、「体験をし
てもらう」ことを意識している。
そのため、うまくいっているのかどうかは分からないが、職員と学生が一緒に動
いてもらうことが多い。「地域包括支援センター」の固有の業務として、「ゴミ
屋敷への訪問」があり、片付けなどを一緒にしてもらい、職員と共同体験をしな
がら、学生自身が利用者さんの生活を肌で感じたり、職員との関係づくりを行っ
ていくという狙いがある。

いい所・悪い所
をしっかり指導
→教員との共
有

いい所・悪い所をしっか
り指導

いいところ、悪いところもしっかり指導し、学校の先生とも共有しながら、いい
ところを伸ばし、苦手なところも伸ばしていこう、と一緒に進めることができた
学生は、成長できたな、と感じる。

あなたの良さ、あなたの
実習をしてと話した

実習生の方が、何をやっても自分はだめだ、と他の実習生と比べるような人がい
た。もともと引っ込み思案で、器用ではない人で、引け目を感じながら実習をし
ていた。職員の役にも立てない、と感じ、泣きだしたことがあった。その際、プ
ログラムとしては同時にやっているが、あなた自身の良さ、あなたの実習をし
て、と話したことがあった。
困ったときに、もっと表現してもらえば、実習担当者、他の人にも伝わるので
は、とアドバイスした。その後、自分のペースでできることが分かったようだっ
た。顔つきも明るくなった。今でも実習生同士で連絡し合っているようで、うま
くいったようだった。

いいところを伸ばす

Sさん、初めは社協になぜ実習に来たか分からなかった。職員で話し合い、1週間
待つことにした。中間の時に、少しずつきっかけができたのか、何かつかむもの
があったようで、人との出会いの中で何かつかむものがあったようなので、それ
を重点的にプログラムに組むようにした。いいところを伸ばすようにした。そう
したら、最後の発表で自分の言葉で話せるようになった。担当者も成長させても
らった。初めから良くて、そのままで、うまく乗り切ろうという学生の方が職員
の印象に残らない。学生の変化や可能性をキャッチすることができる能力も必
要。

支
持
的
機
能

一緒に考える

実習生の良さ
を活かす



 

 

 

 

 

 

大項目 中項目 小項目 内　　　　容

教
育
的
機
能

自立支援計画
の作成

できる実習生のみ→自
立支援計画書の作成

うまくいったケースというより、プログラムがあるため、プログラムにのれて、
うまくそれが消化でき、プラスアルファでできる場合はやってもらう。支援計画
というケアプランのようなものを作成させる、ということをやらせる。一人、担
当している子のケースをピックアップしてもらい、もともとある自立支援計画書
を見せず、書き方のみ教え、アセスメントしていく過程で担当の職員に自分で聞
いてもらい、作ってもらう。最後に実際の計画書とすり合わせ、意見を聞いた
り、教えていく。実習生に聞くと、よかった、という声がよく聞かれる。

楽しむ、プラス
に考える

楽しんでいる、仕事がプ
ラスに思える

自分も楽しんでいるので、それが伝わるようにしている。仕事がプラスに思えて
くるように心がけている。

ぶつかってよかった→自
分の葛藤、一緒に考えて
いきたい

年齢が利用者と近いため、友達関係に近くなりがちである。たとえば、体の触れ
あいなど、注意したこともあった。その際実習生を泣かせてしまったが、指導教
員の方かた後日電話があり、福祉と一般企業と将来の進路に迷っていたが、実習
を終えて、福祉一本でいくと決めたと連絡をもらい、ぶつかってよかった、と感
じた。自分の葛藤なども含めて、一緒に考えていきたいと思う。

職員と一緒に動き、体験
→利用者の生活を肌で
感じる、職員との関係形
成を行っていくことがねら
い

アバウトな実習ということで、あまり「指導」、という考えではなく、現場で何
が起こっていて、どういう利用者さんがどういう生活をしているか、「体験をし
てもらう」ことを意識している。
そのため、うまくいっているのかどうかは分からないが、職員と学生が一緒に動
いてもらうことが多い。「地域包括支援センター」の固有の業務として、「ゴミ
屋敷への訪問」があり、片付けなどを一緒にしてもらい、職員と共同体験をしな
がら、学生自身が利用者さんの生活を肌で感じたり、職員との関係づくりを行っ
ていくという狙いがある。

いい所・悪い所
をしっかり指導
→教員との共
有

いい所・悪い所をしっか
り指導

いいところ、悪いところもしっかり指導し、学校の先生とも共有しながら、いい
ところを伸ばし、苦手なところも伸ばしていこう、と一緒に進めることができた
学生は、成長できたな、と感じる。

あなたの良さ、あなたの
実習をしてと話した

実習生の方が、何をやっても自分はだめだ、と他の実習生と比べるような人がい
た。もともと引っ込み思案で、器用ではない人で、引け目を感じながら実習をし
ていた。職員の役にも立てない、と感じ、泣きだしたことがあった。その際、プ
ログラムとしては同時にやっているが、あなた自身の良さ、あなたの実習をし
て、と話したことがあった。
困ったときに、もっと表現してもらえば、実習担当者、他の人にも伝わるので
は、とアドバイスした。その後、自分のペースでできることが分かったようだっ
た。顔つきも明るくなった。今でも実習生同士で連絡し合っ

いいところを伸ばす

Sさん、初めは社協になぜ実習に来たか分からなかった。職員で話し合い、1週間
待つことにした。中間の時に、少しずつきっかけができたのか、何かつかむもの
があったようで、人との出会いの中で何かつかむものがあったようなので、それ
を重点的にプログラムに組むようにした。いいところを伸ばすようにした。そう
したら、最後の発表で自分の言葉で話せるようになった。担当者も成長させても
らった。初めから良くて、そのままで、うまく乗り切ろうという学生の方が職員
の印象に残らない。学生の変化や可能性をキャッチすることができる能力も必
要。

支
持
的
機
能

一緒に考える

実習生の良さ
を活かす



資料 3 スーパービジョンの事例：うまくいかなかった事例 

 

大項目 中項目 小項目 内　　　　容

部署移動し消
化できずに終
わってしまう

消化できずに終わって
しまうのが課題

部署を移動して実習する場合、一つの部署でなにか課題が残っても次の施設に
行ってしまうので消化できずに終わってしまうのが課題。

内容を絞れると
いい

消化させられないこと
→ソーシャルワークで
実習で学ぶべき内容を
絞れるといい

消化させられないこと。職員の専門性や理想とのギャップやイメージを埋めるこ
とができずに終わることがある。
体験に終わってしまう。うまく課題を絞って、ソーシャルワーク実習で学ぶべき
内容を絞れるといい。ある程度絞った方がよいのではないか。

放
置

置いてきぼり→
同時期に実習
行わない

3年生置いてきぼり→同
時期に実習行わない

二人実習生。同時期。一人に問題があった。4年生と3年生のコンビ。4年生が批
判ばかりしていた。ピュアな3年生に吹き込まれ、それに流されてしまった。4年
制への対応に一生懸命になってしまい、3年生を置いてきぼりにしてしまうこと
になった。それ以降、同時期にソーシャルワーク実習を行わないようにした。所
属機関の職員であれば同時期に複数できるが、実習生に対しては難しい。

役に立た
ないとい
う見方

役に立たないと
いう見方

勉強が教えられない学
生→役に立たないと見
える、自分でも反省し
ている

メンタルフレンドをやっており、その場合「勉強」が欠かせない。勉強が教えら
れない学生と教えられる学生に分かれてしまい、役に立たない学生、として最近
どうしてもみえてきてしまう、ということがあり、自分でも反省している。

対立
学生とのぶつ
かる

学生とぶつかる
学生とぶつかり、つらい、嫌われるなど、大変な面もあるのでは？しかし、Dさ
んのそういう大変そうな姿からも、学生は色々と学んでいるようだ。

距離の取り方
友達関係を利用者から
求められ困惑を示す学
生

距離の取りかたというのは難しい。年が近いとなかなか難しい。友達関係を利用
者から求められ困惑を示す学生もいる。

馴れ合い 馴れ合い
ボランティアも年齢が近いため、難しいことはある。幼女などへの男性の対応な
ど、性的なこともこちらが伝えなければいけないこともあるのだが、なかなか伝
えきれないこともある。なれ合いになることもある。難しいと感じている。

性格、キャッチ
ボールができな
い

性格、コミュニケー
ションのキャッチボー
ルができない

性格、キャッチボールができない。反応がない。自分も経験が少なかったので、
どうしていいかわからなかった。話は聞いている様子。利用者と接し方に重点を
置こうと思った。そのような状態が続いて終わった。

違う顔
職員に見せる顔・実習
生に見せる顔が違う→
気づけなかった

複数で実習する良さもあるが、職員に見せる顔と実習生に見せる顔が違い、それ
に気付けなかった。関係性が悪い場合は、それに気づいてあげなければいけな
かった。

全く読めない学
生

全く読めない学生、本
人の資質や生活してき
た経過も関係がある→
手を出しにくい

うまくいかない学生は、こちらが指導した時に、どう感じているかがまたっく読
めない学生。専門用語などが伝わってないのか、分かっていないのか、わからな
い学生はどう指導したらよいのかも分からない。そういう学生は特に、モチベー
ションが低いことが多いため、どのように進めていけばよいのか、毎回悩むとこ
ろではある。
本人の資質や生活してきた経過も関係があるように思う。こちらとしても手を出
しにくいな、とも感じる。

未
消
化

距
離
の
と
り
方

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
が
困
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大項目 中項目 小項目 内　　　　容

心の中に落ち
ない

ドライな学生・心の中
に落ちない→学校での
指導必要・現場で通用
しない

うまくいかない点は、感情が乏しい、「ドライ」な学生が最近増えている事。利
用者の方、ご家族が困難を抱え、不安を感じていても、それが感情に響かない学
生がいる。そうした状況についていくら説明をしても、「心の中に落ちない」、
というのか。そういった場合、こちらとしては進めづらいところがある。こう
いった学生がここ数年で増えている印象がある。「教育」以前に、普段の生活を
どう過ごしているのかなど、関係が深いのではないかと思う。こういった学生
は、いくら知識があっても現場では通用しないのではないか。
指導する側もどうするか悩み。

純粋な疑問な
どが引き出せ
ない

そつなくこなす、器用
にこなしていく学生純
粋な疑問などが引き出
せない

それなりの実習、そつなくこなす学生、ある意味器用にこなしていく実習生もい
る。学生ならではの純粋な疑問などが、なかなか引き出せていない。制度の説明
をしても「そうなのか」、ではなく、普通に疑問に感じることをじっくり聞けて
いない、と感じている。うまくいかない、もっと失敗した経験、など好まないの
かな、と感じている。

将来福祉分野
行く気がない

将来は福祉分野に行く
気はない

実習に来た目的などを聞くと、「将来は福祉分野に行く気はない」「学校の単位
だから仕方なく」など、という答えが他大学の学生などでみられる。そういう返
答を聞くと職員のモチベーションも下がってしまう。そして、そういった学生の
場合、記録の内容も薄いことが多い。しかしこうした学生は福祉事務所だけでは
ないようだ。

心
の
中
に
落
ち
な
い



Ⅴ 養成校（6大学）の現状と課題

１ はじめに

本調査は、社会福祉士実習教育指導のスーパービジョンやリスク管理としての実習マネ

ジメントのシステム作りのモデルを構築し、今後の社会福祉実習教育の向上を図ることを

目的とするものである。本報告は、調査への協力を得られた 6 大学（学部）について、イ
ンタヴュー調査の結果を整理したものである。調査依頼は、地方ごとに社会福祉士実習科

目設置年数や大学の設置形態（公立・私立）などを勘案し、北海道 1 大学、関東 3 大学、
甲信越 1 大学、近畿 1 大学、九州 2 大学の 8 大学とした。これらの中から、2010 年度に調
査への協力の承諾を得られた 7大学（学部）を対象に日程を調整し、2011年 3月に 5大学、
2012年 3月に 1大学への調査を実施した。

２ インタヴューの概要

インタヴューは、共同研究の代表者ならびに分担者が調査対象大学に赴き、予め整理し

たインタヴュー項目の統一書式に基づいて、当該大学（学部）において主として社会福祉

士実習科目を担当している専任教員を対象に実施した。

インタヴュー項目は、概ね下記の通りである。

①大学名・住所・連絡先

②氏名・役職名

③社会福祉士実習（以下、実習とする）科目が学部に設置されてからの年数

④実習を行う１学年あたりの学生数

⑤実習指導に関わる教学・事務等の体制と学内連携体制

⑥実習期間・配置年次・形態

⑦配属実習の箇所

⑧実習指導クラスの編成の仕方

⑨実習配属の決定の仕方

⑩実習巡回指導の担当と回数

⑪実習中の学習（帰校）日の状況

⑫実習生へのスーパービジョンの内容

⑬印象に残っているスーパービジョンの事例（＋－）

⑭スーパービジョンが難しい学生

⑮スーパービジョンの体制

⑯実習におけるトラブル等への対応の場

⑰実習におけるトラブル等への対応についてのマニュアルなど

⑱実習先との連携においての工夫など

⑲その他



３ インタヴューの結果

表 1 に、6 大学についてのインタヴューの結果の概要を整理した。また、調査対象では
ないが、本学社会福祉学部の状況についても表 1 に含めて整理した。大学の配列は、④と
①を指標に、ＡＢＣＤＥＦＧとした。

③社会福祉士実習科目が学部に設置されてからの年数

24 年から３年までと幅広く、前者は資格制度開始から後者は 2010 年度から実習を開始
している。

④実習を行う１学年あたりの学生数

410 名から 60 名までと、学生定員の規模はまちまちである。また、在籍数については
定員を上回っているものと思われる。

⑤実習指導に関わる教学・事務等の体制と学内連携体制

いずれの大学においても複数の専任教員が実習を担当しており、その数には幅がある。

今回の調査では、教員の組織上の位置づきや実習への関わりの密度などについては詳しく

触れなかったため、中には業務のほとんどを実習とする教員もあれば、逆に巡回指導など

業務の一部で実習に携わるという立場の教員も含まれ得るものである。また、専任とは別

に助教（契約）、非常勤を配置している大学、事務体制に事務職員が配置されている大学

と教員がこれらの業務も兼ねている大学とがある。ごく単純に、学生定員と教員（専任以

外を含む）との比率を比較してみれば、教員一人あたり約 4 人から約 18 人までとなる。
学内連携体制をみると、実習指導の組織、実習指導資格、実習担当教員の人数（規模）

などによって規定されている。また、相談援助演習担当教員との連携については、「実習

担当教員とイコール」という大学の一方で、「密ではない」という大学もある。

⑥実習期間・配置年次・形態

実習期間については、「23 日間」から「25 日間以上」と日数で大学と規定している大学
と、「180 時間（以上）」と時間数で規定している大学とがある。配置年次は、いずれの大
学でも 3年が基本となっており、バリエーションとして 4年次でも可といった大学もある。
形態については、ほとんどの大学では「集中」として夏休みを中心に実施することが多い

一方、5月から週に「3～ 4日間」といった形態をとっているところもある。

⑦配属実習の箇所

1 カ所を原則としている大学、2 カ所を原則としている大学、混在しているの大学があ
る。Ｄでは、生活施設に限定しており、4 年次でさらにアドバンス実習（社福士実習の枠
を超え上積みして）が用意されている。

⑧実習指導クラスの編成の仕方



子ども、高齢、障害といった分野ごとに編成している大学と、これらを混合させて編成

している大学とがある。Ｅは「混合」ではあるが、意図したものではなく、学生数による

ものである。

⑨実習配属の決定の仕方

「学生アンケート→個別面接→教員決定」としている大学、「学生アンケート→教員決

定」としているの大学、「学生の希望」としている大学がある。Ａでは科目履修などの条

件をつけてエントリーする方式をとっており、Ｄでは第６希望まで施設名と理由を出させ

るとしている。

⑩実習巡回指導の担当と回数

担当する教員は、いずれの大学においても「社福士実習科目を担当している学内教員」

が基本であるが、教員講習修了を前提に社福士実習科目を担当していない学内教員が巡回

指導に当たっている大学もある。1学生あたりの実習期間における巡回回数については、1
回から 2回、「遠隔地は 4回」、「必要に応じて」という回答もある。

⑪実習中の学習（帰校）日の状況

実施していない、検討中、2回、毎週 1回、授業日の設定など、ばらつきがある。Ｃは、6
月から 12 月にわたる長期の実習期間に連動して、毎週の授業に実習指導が位置付いてい
る。検討中のＥは、実習施設が遠隔地に散らばることが予想されることや、これに伴う交

通費等の負担についての合意形成などを課題として挙げている。

⑫実習生へのスーパービジョンの内容

この項目については、「管理的機能」「教育的機能」「指示的機能」に分類した上でイン

タヴューに当たったが、これらの定義や内容についての説明や提示の仕方が不明確であっ

たため、表には整理できなかった。今後、再吟味する必要がある。

⑬印象に残っているスーパービジョンの事例（＋－）

＋（うまくいった事例）、－（うまくいかなかった事例）という項目から回答を求めた

が、上記と同様の解釈のブレがあり、また学生との個別なやりとりを言語化することの難

しさもあったものと考えられる。「指導に責任を持つという意味で基本的に＋」というも

のや、「事前学習の不足」という回答もあり、本項目についても再吟味する必要があろう。

⑭スーパービジョンが難しい学生

「メンタル面に課題をもっている学生」、「開示が苦手な（「内面をさらけ出そうとしな

い」）学生」、「社会人としての感覚がない学生」について、スーパービジョンが難しいと

感じている。

⑮スーパービジョンの体制

体制を「チーム」とすることや、「ピアスーパービジョン」という表現が挙げられてい



る。一方で、「学生と契約を交わす」、「テストを実施し不可・可の学生は再履修とする」

としている大学もある。「職務分掌としてはない」という回答もあり、「チーム」とも絡

めて組織や指揮系統のあり様についても調べてみる必要があろう。

⑯実習におけるトラブル等への対応の場

定例の会議を月、あるいは週単位で開催している大学が多い。また、連絡体制や上司へ

の相談という回答もある。Ｆでは、この項目も含めて「教員少数のため日常的に連携」と

いう回答が目立つ。教員間の日常的な意思疎通のあり方を考える上で、一定の示唆を与え

るものであろう。

⑰実習におけるトラブル等への対応についてのマニュアルなど

ないという大学と、大学全体のものとしてはあるという大学に分かれる。いずれにして

も、今回の調査の範囲では、実習に特化したトラブル等への対応マニュアルは作成されて

いない。

⑱実習先との連携においての工夫など

実習報告会や、それ以外での交流の場を設けている大学が多い。Ｄでは「近隣の福祉系

大学での共有」を図っており、Ｆでは「ＧＰによる実習指導実践交流会」を開催して実習

指導者が実習プログラムの報告や提案をしている。

⑲その他

項目としては、上記以外にも実習前後、実習巡回などの期間ごとの指導上の留意点など

についても回答いただき、また各大学で使用されている実習に関する書式等も可能な限り

収集させていただいた。

４ おわりに

ご多忙の中を調査にご協力いただいた大学、担当教員には心より感謝申し上げたい。今

回のインタヴューを通して、本研究のテーマである「実習先と共に構築するスーパービジ

ョンと実習マネジメントに関する研究」にあるスーパービジョンや実習マネジメントとい

った用語の概念や意味内容について再吟味する必要があること、項目によっては予想とは

異なる傾向がみられたこと、これらも含めて精度を高めた上で項目ごとの結果を総合化す

ることなど、残された課題について今後の研究計画に活かしていきたい。



表1

大学 所在地
社福士実
習設置年
数

社福士実
習学生数
（定員）

社福士実習
教員体制

事務体制
など

学内での連
携

相談援助演
習教員との連
携

実習期間 配置年次 時期 形態
配属実習
箇所

Ａ 近畿 20 410
21人＋2人
（非常勤）

2人（事務
職員）

実習担当教
員全員で毎
月会議

リンクはして
いないが年に
3回合同会議

24日間 3年
9月中旬か
ら11月中
旬

集中
1カ所（施
設のみ）

Ｂ 関東 20 190

3.5人（実習
講師）＋学
部専任教員
＋非常勤

2人（兼任）
＋2人（嘱
託）（事務
職員）

実習教育室を
中心に毎月2
回の定例会
議＋専任の
担当者による
年6回ほどの
会議

両方を担当し
ている教員も
いるがシステ
ムにはなって
いない

180時間 3年
8月上旬か
ら10月

集中
1カ所＋2
カ所（比率
は低い）

Ｃ 九州 11 100
5人（専任）
＋3人（1年
契約助教）

実習指導室
が基本

社福士実習
教員とイコー
ル

・23日間以
上・2カ所の場
合12日間ず
つ

3年 6月～12月 集中
1カ所＋2
カ所

Ｄ 九州 16 70
8人（専任）
＋38人（現
場職員）

1人（事務
職員）

情報共有程
度

社福士実習
教員とイコー
ル

23日間 3年
8月～9月
（夏休み）

集中

1カ所のみ
（生活施設
のみ）＋ア
ドバンス実
習（4年）

Ｅ 北海道 3 60 10人（専任）
演習は2年次
までに配置→
変更予定

180時間 3年
8月～9月
（夏休み）

集中 1カ所

F 関東 24 60
4人（専任）
＋4人（非常
勤）

0.5人（事
務職員）

教員少数の
ため日常的に
連携

教員少数の
ため日常的に
連携

25日間以上 3年
5月から週
に3～4日
間

1カ所のみ

G 甲信越 5 60 16人（専任）
社福士実習
教員講習受
講が前提

密ではない
180時間以上
（おおむね24
日間）

3年・4年
（他学科）

8月～9月
（夏休み）

集中 2カ所



大学
実習指導
クラスの編
成

実習配属の
決定

巡回担当者 巡回回数
学習（帰
校）日

スーパービ
ジョン事例＋

スーパービ
ジョン事例－

スーパービ
ジョンが難し
い学生

スーパービ
ジョン体制

トラブル等へ
の対応の場

トラブル等
への対応
マニュアル

実習先と
の連携

Ａ
住所によ
る地域

科目履修・
レポート・ボ
ランティアの
条件を満た
した学生が
希望する実
習先にエン
トリー→定
員を超えた
場合は成績
順

実習指導ク
ラス担当教
員

2回が基本 2回が基本
・ファックスや
メールの双方
向通信

・アルバイト経
験がなかった
り社会人とし
ての感覚がな
い学生

・毎月の担当
教員会議と報
告書作成

・定例会議と
上司への相
談

マニュアル
はないが
対応の記
録はある

・地域によ
る編成で
教員と実
習先との
意思疎通
がスムー
ズになる

Ｂ 混合

学生アン
ケート→グ
ループ面接
→（個別面
接）→教員
決定

学内教員
（実習科目
＋－）＋非
常勤講師

1回＋必要
に応じて

基本的に
水曜日を
授業日とし
ている

・メンタル面に
に課題をもっ
ている学生

・定例会議と
上司への相
談

・定例会議と
上司への相
談

マニュアル
はないが
対応の記
録はある

・報告会、
意見交換
会・現場指
導者を実
習指導クラ
ス担当教
員

Ｃ 分野ごと

学生アン
ケート→個
別面接→教
員決定

学内教員
（実習科目
＋）

2回

長期にわ
たるため
毎週授業
あり

・実習指導の
範囲の明確
化・学生の状
態の事前
チェック

・担当の8人
がチームとし
て当たる・実
習前に学生と
契約を交わ
す・授業での
様子を把握す
る

・定例会議
（実習会議／
週・学科会議
／月）

大学全体
のもの○

・実習報告
会・実習説
明会・巡回
の固定（教
員の専門
分野）

Ｄ 混合

学生アン
ケート→教
員決定（第6
希望まで施
設名と理由
を出させる）

学内教員
（実習科目
＋）

1回（遠隔
地は4回）

2回

・メンタル面に
に課題をもっ
ている学生・
付属施設に
配属の場合も
ある

・緊急時の連
絡体制と窓口
の徹底

○

・実習協議
会・フィー
ルドインス
トラクター・
近隣の福
祉系大学
での共有・
卒業生の
活用

Ｅ
混合（学生
数の関係）

学生アン
ケート→個
別面接→教
員決定

学内教員
（実習科目
＋）

2回 検討中

・実習によっ
て将来へのモ
ティベーション
が高まる（ex
看護学科を落
ちてきた学生
など）

・事前学習の
不足

・メンタル面に
に課題をもっ
ている学生

・学科会議・
実習委員会
／月・教員全
員が有資格
者・アットホー
ム

連絡網の
整備・徹底

・実習報告
会など

F 分野ごと 学生の希望
学内教員
（実習科目
＋）

1回 毎週1回

・困難ケース
は主任が対
応する・丁寧
にメンタルな
学生や親へ
対応する

・内面をさらけ
出そうとしな
い学生・当た
り障りのない
学生

・主任を中心
にチームで対
応する・テスト
を実施し不
可・可の学生
は再履修とす
る・ロールプ
レイ

・教員少数の
ため日常的に
連携・上司へ
の相談

×

・契約書作
成予定・
GPによる
実習指導
実践交流
会開催・実
習先への
お願い

G
メインの実
習を基本
に分野ごと

学生アン
ケート→教
員決定

学内教員
（実習科目
＋－）

1回＋必要
に応じて

×

・指導に責任
を持つという
意味で基本
的に＋

・やりとりのタ
イミングがず
れた場合・双
方にスーパー
ビジョンにつ
いての理解が
足りない場
合・学生自身
の開示が困
難な場合

・開示が苦手
な学生・性別
が影響する場
合もありか

・打合せ=ピア
スーパービ
ジョン・職務
分掌としては
ない

・定例会議・
発生時対応・
上司への相
談

×



Ⅵ おわりに

2010 年度から 2011 年度の 2 カ年にわたり、本学社会事業研究所の支援のもと「実習先
と共に構築するスーパーピジョンと実習マネジメントに関する研究－一人ひとりま学生の

主体性や実践力を育む相談援助実習教育をめざして－」に取り組んできた。本テーマは一

朝一夕に産まれたわけではなく、これまでの長きにわたる本学部の社会福祉実習教育の営

み、実習機関・施設とのやりとり、実習生の声などから醸成されてきたものである。

学生アンケートについては、2009 年度より本学部にて試行的に実施し、2010 年度から
は特別の配慮を頂いて本学以外の 2 大学において実施してきたものである。相談援助実習
を終えた時点での学生の意識が経年比較、大学間比較をもって示され、各大学においても、

また全国を視野にしても、今後に活用が期待されるものと自負している。アンケート項目

の妥当性や過不足、検討の方向性などについて識者の指摘を頂戴できれば幸いである。竹

内分担研究者によるデータからの解析は、従来の社会福祉実習教育研究にはない新たな分

析手法の開発という意味においても、注目されるところであろう。

実習指導者の意識等についてのデータは、本学部での実習報告会に引き続いて開催され

てきている意見交換会の記録を参考にさせて頂いた。ちょうど 2010 年度から 2011 年度に
かけて相談援助実習に関する制度変更が実施され、実習先（現場）においても多大なエネ

ルギーを費やしてスーパービジョンやマネジメント、プログラムの構築に向けた検討を続

けてきていることには深い感銘を覚える。一方で、制度変更のねらいの咀嚼や実習生を前

にしての具体的な対応については、今後の課題とするところも多い。2 氏からの寄稿につ
いては、実習生受け入れの具体的なイメージを浮かび上がらせることになった。今回、意

図して構成に含めたものであり、今後も継続し共有して行きたい実践報告である。

養成校にも、インタヴューを通じて協力頂いた。実習先と同様に、制度変更への対応に

追われた時期にあって、共通した論点もあれば、それぞれの大学が持つ固有の論点もあっ

た。また、伝統的に工夫されてきた実践や新に試行しつつある実践など、同行者として大

いに刺激を受け参考にさせて頂いた。今後とも、教育実践のレベルで切磋琢磨していける

ことを切に願う次第である。

本研究は、来年度から予定されている「実習先と構築する”相談援助実習におけるプロ

グラム”の質の向上に関する研究」に引き継がれる。今回検討できなかった 2011 年度の
学生アンケートを含めて、さらに具体的実践的な考察が可能になるよう、関係の皆様には

これまで以上のご支援ご鞭撻を心よりお願い申し上げる次第である。




